
　消火栓3基を新設しました。

２　水道管敷設替えに伴う消火栓25基を付け替えました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 303100 子ども未来創造局 教育政策室 

事業名  1 教育委員会設置事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  1 教育総務費

取 組 55 内部管理  1 教育委員会費

予 算 現 額 9,893,300円 決 算 額 9,840,656円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 52,644円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

地方教育行政の組織及び運営に関する法律

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　教育委員会会議の開催に係る事務を行うとともに、教育委員会委員（教育長以外）の報酬や費用弁償などの支払や教育委員会委員に関する事

　務を行います。

２　「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」に基づき、平成28年度の教育委員会活動の点検・評価を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・教育委員会定例会を3回、臨時会 ・教育委員会定例会を3回、臨時会 ・教育委員会定例会を3回、臨時会 ・教育委員会定例会を3回、臨時会

　を1回開催しました。（議案24 　を2回開催しました。（議案13 　を2回開催しました。（議案14 　を1回開催しました。（議案22

　件、報告24件） 　件、報告17件） 　件、報告14件） 　件、報告16件）

・「教育委員会活動の点検及び評価 ・「教育委員会活動の点検及び評価 ・総合教育会議を開催しました。 ・第2回総合教育会議を開催し、

　に関する報告書」の作成を進めま 　に関する報告書」を作成し、市議 　「箕面市教育大綱2018」を策定　

　した。 　会に提出しました。 　しました。

■実施結果

１　教育委員会会議は毎月の定例会及び臨時会を開催しました。（議案73件、報告71件）

２　教育課題の学習会の他、学校現場の視察を行いました。

３　「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第26条の規定により、平成28年度の教育委員会活動の点検・評価を行い、評価委員からの意見

　を付した報告書を作成し、市議会に提出するとともに、もみじだよりやホームページなどでその内容を公表しました。

４　総合教育会議を開催し、教育に関する方向性についてまとめた「箕面市教育大綱2018」の策定に向けた議論を行いました。

５　もみじだよりを活用し、タイムリーな情報発信を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

１　必要に応じて学校現場等への視察を実施してきましたが、今後も継続的に実施していく必要があります。

２　「箕面市教育大綱2018」について、その時々の状況を鑑みながら、毎年振り返りと見直しを行い、内容を検討する必要があります。
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担 当 部 局 290400 消防本部 消防企画室 

事業名 55 消火栓新設事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  3 消防施設費

予 算 現 額 19,354,000円 決 算 額 15,086,412円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 4,267,588円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

消防法第20条第2項

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　消火栓の新設工事費を負担します。

２　水道管敷設替えに伴う消火栓の設置工事費を負担します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　上下水道局へ新設消火栓3基の工 　特にありません。 　特にありません。 ・新設消火栓3基を設置しました。

事を発注しました。 ・消火栓25基の敷設替えを行いまし

　た。

■実施結果

１



職員数　92人

給与費　【給料】320,579,464円　【職員手当等】254,668,876円　【共済費】119,020,298円

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 222200 総務部 人事室 

事業名  2 人件費（教育長給与）
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  1 教育総務費

取 組 55 内部管理  2 事務局費

予 算 現 額 13,988,000円 決 算 額 13,987,352円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 648円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市特別職の職員の給与に関する条例

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　職員の給料、各手当の支給や共済費の支払いをします。給与の詳細は市ホームページにおいて公表しています。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　条例に基づき適正に執行しました 　条例に基づき適正に執行しました 　条例に基づき適正に執行しました 　条例に基づき適正に執行しました

。 。 。 。

■実施結果

職員数　1人

給与費　【給料】8,688,000円　【職員手当等】5,299,352円

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。
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担 当 部 局 222200 総務部 人事室 

事業名  1 人件費（事務局費）
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  1 教育総務費

取 組 55 内部管理  2 事務局費

予 算 現 額 697,490,000円 決 算 額 694,268,638円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 3,221,362円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市一般職の職員の給与に関する条例、箕面市一般職の職員の給与に関する規則

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　職員の給料、各手当の支給や共済費の支払いをします。給与の詳細は市ホームページにおいて公表しています。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　条例、規則に基づき適正に執行し 　条例、規則に基づき適正に執行し 　条例、規則に基づき適正に執行し 　条例、規則に基づき適正に執行し

ました。 ました。 ました。 ました。

■実施結果



（成果）

・庁内外の各種照会事項に関する教 ・庁内外の各種照会事項に関する教 ・庁内外の各種照会事項に関する教 ・庁内外の各種照会事項に関する教

　育委員会各部局間の連絡・調整な 　育委員会各部局間の連絡・調整な 　育委員会各部局間の連絡・調整な 　育委員会各部局間の連絡・調整な

　どを行いました。 　どを行いました。 　どを行いました。 　どを行いました。

・教育委員会の規則などの改正につ ・教育委員会の規則などの改正につ ・教育委員会の規則などの改正につ ・教育委員会の規則などの改正につ

　いての事務を行いました。 　いての事務を行いました。 　いての事務を行いました。 　いての事務を行いました。

■実施結果

１　庁内、庁外の各種照会事項に関する教育委員会事務局内の連絡や調整、集約を行いました。

２　教育委員会規則等の制定や改廃、教育委員会事務局予算の全体調整を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 303200 子ども未来創造局 教職員人事室 

事業名  6 教職員人事室一般事務経費
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  1 教育総務費

取 組 55 内部管理  2 事務局費

予 算 現 額 304,000円 決 算 額 198,350円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 105,650円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　教職員人事室の普通旅費、特別旅費、消耗品費、印刷製本費、通信運搬費を支出します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　円滑に事務を進めました。 　円滑に事務を進めました。 　円滑に事務を進めました。 　円滑に事務を進めました。

■実施結果

１　日帰り出張等旅費の支出

２　消耗品の購入

３　印刷製本費の支出

４　郵便切手の購入

■実施事業の課題の整理（総括）

　事務を適切に執行し、業務を円滑に進めることができました。
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担 当 部 局 303100 子ども未来創造局 教育政策室 

事業名  3 子ども未来創造局一般事務経費
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  1 教育総務費

取 組 55 内部管理  2 事務局費

予 算 現 額 653,700円 決 算 額 499,208円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 154,492円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　教育長や事務局職員の旅費の執行や教育委員会事務局用の雑誌等の購入及び各教育長協議会の負担金の支払いなどの事務を行います。

２　庁内、庁外の各種照会事項に関する教育委員会事務局各部局間の連絡や調整、集約を行うとともに、教育委員会事務局所管予算の全体調整な

　どを行います。

３　教育委員会会議で可決された教育委員会規則等の制定や改廃についての事務を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果



に事務を進めました。 ・円滑に事務を進めました。 　円滑に事務を進めました。 　円滑に事務を進めました。

・運営費負担金3,189,000円を支出 ・採用選考テストを実施しました。

　しました。

■実施結果

１　豊能3市2町で事務の共同処理組織（大阪府豊能地区教職員人事協議会）を運営しました。

２　事務の共同処理組織（大阪府豊能地区教職員人事協議会）に職員を派遣しました。

３　事務の共同処理組織（大阪府豊能地区教職員人事協議会）の運営費負担金を支出しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　事務を適切に執行し、業務を円滑に進めることができました。

担 当 部 局 303300 子ども未来創造局 人権施策課 

事業名 10 職員被服貸与事業（人権施策）
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  1 教育総務費

取 組 55 内部管理  2 事務局費

予 算 現 額 497,000円 決 算 額 496,054円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 946円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　介助員に被服（運動靴、トレーナー又は半袖ポロシャツ）を貸与します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　介助員に被服を貸与しました。 　特にありません。 　特にありません。 　特にありません。

■実施結果

　被服の貸与を円滑、適正に行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　被服の貸与時には、個別に必要性を精査し、適正な運用を図っていく必要があります。
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担 当 部 局 303200 子ども未来創造局 教職員人事室 

事業名  7 教職員任用等事務事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  1 教育総務費

取 組 55 内部管理  2 事務局費

予 算 現 額 4,156,000円 決 算 額 4,047,884円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 108,116円

市の独自性 06 国府支出金のみ（市負担なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第55条

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　豊能3市2町で教職員人事に関する事務の共同処理組織（大阪府豊能地区教職員人事協議会）を運営します。

２　共同処理組織（大阪府豊能地区教職員人事協議会）に職員を派遣します。

３　共同処理組織（大阪府豊能地区教職員人事協議会）の運営費負担金を支出します。

４　教職員人事に係る事務を執行します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・円滑



ました。

■実施結果

　旅費、事務用消耗品、燃料費、修繕料（車検他）、通信運搬費、自動車損害保険料、賃借料、公課費（重量税）の支払いを行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　事業を適切に執行し、業務を円滑に進めることができました。

担 当 部 局 304500 子ども未来創造局 学校施設管理室 

事業名 14 職員被服貸与事業（学校施設管理）
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  1 教育総務費

取 組 55 内部管理  2 事務局費

予 算 現 額 283,000円 決 算 額 251,805円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 31,195円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　校務員に被服（運動靴、軍手、長靴、雨合羽、防寒服、長袖ポロシャツ又はＴシャツ）を貸与します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　校務員に被服を貸与するための準 　校務員に被服を貸与するための準 　特にありません。

備を行い、貸与しました。 備を行い、貸与しました。

■実施結果

　校務員に被服（運動靴、軍手、長靴、雨合羽、防寒服、長袖ポロシャツ又はＴシャツ）を貸与しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　事業を適切に執行し、業務を円滑に進めることができました。
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担 当 部 局 304500 子ども未来創造局 学校施設管理室 

事業名 13 学校施設管理室一般事務経費
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  1 教育総務費

取 組 55 内部管理  2 事務局費

予 算 現 額 2,165,000円 決 算 額 1,129,758円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 1,035,242円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　学校施設管理室職員の旅費の支払い、公用車（学校施設管理室・各学校）の管理、消耗品等を購入し、学校施設管理室及び各学校の事業の実施

支援を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　旅費、消耗品費、燃料費等の支払 　旅費、消耗品費、燃料費等の支払 　旅費、消耗品費、燃料費等の支払 　旅費、消耗品費、燃料費等の支払

いを行いました。 いを行いました。 いを行いました。 いを行い



課題の整理（総括）

　事業を適切に執行し、業務を円滑に進めることができました。

担 当 部 局 304500 子ども未来創造局 学校施設管理室 

事業名 50 英語指導助手住宅管理事業（臨時）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  1 教育総務費

取 組 55 内部管理  2 事務局費

予 算 現 額 13,194,080円 決 算 額 13,167,540円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 26,540円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　英語指導助手住宅の火災保険料を支払います。

２　英語指導助手住宅の賃借料を支払います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　住宅の賃借料を支払いました。 ・火災保険料を支払いました。 　住宅の賃借料を支払いました。 　住宅の賃借料を支払いました。

・住宅の賃借料を支払いました。

■実施結果

１　英語指導助手住宅の火災保険料を支払いました。

２　英語指導助手住宅の賃借料を支払いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　事業を適切に執行し、業務を円滑に進めることができました。
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担 当 部 局 304500 子ども未来創造局 学校施設管理室 

事業名 15 英語指導助手住宅管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  1 教育総務費

取 組 55 内部管理  2 事務局費

予 算 現 額 389,920円 決 算 額 290,966円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 98,954円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　英語指導助手住宅の光熱水費を支払います。

２　英語指導助手住宅の維持管理業務を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・光熱水費を支払いました。 　光熱水費を支払いました。 　光熱水費を支払いました。 　光熱水費を支払いました。

・住宅清掃業務委託を行いました。

■実施結果

　英語指導助手住宅の光熱水費を支払いました。

　英語指導助手住宅の清掃及び消防点検を行いました。

■実施事業の



員管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  1 教育総務費

取 組 55 内部管理  3 教育指導費

予 算 現 額 756,000円 決 算 額 679,101円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 76,899円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 02 市規則 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

地方公務員法第41条、第42条、箕面市立小・中学校教職員の厚生制度の実施に関する規則

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　教職員管理に係る事務を執行します。

２　教職員の福利厚生の増進のため、箕面市立小中学校教職員厚生会に補助金を交付します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・円滑に事務を進めました。 ・円滑に事務を進めました。 　円滑に事務を進めました。 　円滑に事務を進めました。

・大阪府都市教職員人事主担課長会 ・箕面市立小中学校教職員厚生会に

　負担金4,000円を支出しました。 　補助金を交付しました。

■実施結果

１　消耗品の購入

２　印刷製本費の支出

３　大阪府都市教職員人事主担課長会負担金の支出

４　教職員厚生会へ補助金を交付

■実施事業の課題の整理（総括）

　事務を適切に執行し、業務を円滑に進めることができました。
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担 当 部 局 303100 子ども未来創造局 教育政策室 

事業名  1 教育政策室一般事務経費
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  1 教育総務費

取 組 55 内部管理  3 教育指導費

予 算 現 額 36,160円 決 算 額 36,086円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 74円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　教育政策室の庶務、主要施策・予算等の調整、法制執務などを行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　円滑に事務を執行しました。 　円滑に事務を執行しました。 　円滑に事務を執行しました。 　円滑に事務を執行しました。

■実施結果

　教育政策室一般事務経費の執行等を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 303200 子ども未来創造局 教職員人事室 

事業名  3 学校教職



支援員（短時間）8名（第3・4四半期は9名）、研究部長業務軽減のための授業支援員（短時間）1名配置

　　　　　（計9名（第3・4四半期は10名））

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・授業支援員17名の配置 ・授業支援員17名の配置 ・授業支援員18名の配置 ・授業支援員18名の配置

・非常勤職員報酬の支出 ・非常勤職員報酬の支出 ・非常勤職員報酬の支出 ・非常勤職員報酬の支出

・日帰り出張等旅費の支出 ・日帰り出張等旅費の支出 ・日帰り出張等旅費の支出 ・日帰り出張等旅費の支出

■実施結果

１　非常勤職員報酬を支出しました。

２　費用弁償を支出しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

１　事務を適正に執行し、業務を円滑に進めることができました。

２　生徒指導及び指導体制の推進充実のため授業支援員の人材確保が必要です。

担 当 部 局 303200 子ども未来創造局 教職員人事室 

事業名  5 教員チャレンジサポート事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 21 一人ひとりを大切にしたきめ細かい教育に取り組みます  3 教育指導費

予 算 現 額 833,000円 決 算 額 548,540円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 284,460円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　教員養成セミナーを開催し、教員として必要となる知識や技術の習得のほか、あわせて教員としての資質の向上や人権感覚の醸成を図ります。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　教員養成セミナー「ぴあ・カレッ 　教員養成セミナー「ぴあ・カレッ ・教員養成セミナー「ぴあ・カレッ 　「学校実務体験実習」を実施し、

ジ」を開講しました。在籍者は23名 ジ」を5回開催しました。 　ジ」を1回開催しました。 8名の参加がありました。

です。セミナーを4回開催しました ・「学校実務体験実習」のオリエン

。 　テーションを実施しました。

・「学校実務体験実習」を実施し、

　5名の参加がありました。

■実施結果

１　教員をめざす意欲ある学生などに対して、箕面市の教育への理解を深めてもらい、将来的に教員を希望する人材を育てるための教員養成セミ

　ナー「ぴあ・カレッジ」全10回を開催し、23名の参加がありました。

２　教員として必要な知識や技術習得のほか、教員としての資質向上や人権感覚の醸成が図られました。

３　「ぴあ・カレッジ学校実務体験実習」に8名の参加がありました。

４　箕面市での教員を希望する受講生を育成することができました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　意欲的で優秀な教員確保のため、セミナーの情報提供と受講生の確保が課題です。
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担 当 部 局 303200 子ども未来創造局 教職員人事室 

事業名  4 授業支援員配置事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 21 一人ひとりを大切にしたきめ細かい教育に取り組みます  3 教育指導費

予 算 現 額 45,006,203円 決 算 額 44,986,935円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 19,268円

市の独自性 04 国府支出金＋市（ルール分） 独自性の根拠 02 市規則 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市専門委員及びその他の非常勤の職員の範囲及び報酬等に関する規程

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　学校組織力の向上をめざすため、生徒指導業務軽減のための講師14名、研究部長業務軽減のための講師3名を配置します。

①小学校：生徒指導業務軽減のため授業支援員（短時間）5名、（フルタイム）1名と研究部長業務軽減のための授業支援員（フルタイム）2名配

　　　　　置（計8名）

②中学校：生徒指導業務軽減のため授業



いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　適正な執行ができ、業務を円滑に進めることができました。

担 当 部 局 303300 子ども未来創造局 人権施策課 

事業名  9 支援教育推進事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 21 一人ひとりを大切にしたきめ細かい教育に取り組みます  3 教育指導費

予 算 現 額 60,000円 決 算 額 60,000円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 0円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 03 市要綱 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

教育基本法、発達障害者支援法、障害者基本法

■位置づけられた市の個別計画

新箕面市人権教育基本方針

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　支援教育を推進するための箕面市としての体制を確立していきます。

２　教育・医療・福祉関係諸機関等との連携協議会を設置し、支援教育の充実を図ります。

３　全幼小中学校での支援教育推進のための体制づくりを支援していくために、巡回も含む相談体制を充実します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・支援教育巡回相談員2名、通級指 ・支援教育巡回相談員2名、通級指 ・支援教育巡回相談員2名、通級指 ・支援教育巡回相談員2名、通級指

　導担当者6名により巡回相談を実 　導担当者6名により巡回相談を実 　導担当者6名により巡回相談を実 　導担当者6名により巡回相談を実

　施しました。 　施しました。 　施しました。 　施しました。

・支援教育担当者会を3回、支援連 ・支援教育担当者会を3回、支援連 ・支援教育担当者会を3回、支援連 ・支援教育担当者会を3回、支援連

　携協議会を2回実施しました。 　携協議会を3回実施しました。 　携協議会を6回実施しました。 　携協議会を1回実施しました。

■実施結果

１　支援教育巡回相談員（2名）、通級指導担当者（6名）により、巡回相談を実施しました。

２　支援教育担当者会を12回開催し、各校の支援教育体制を整備しました。

３　支援が必要な子どもに関わる関係機関による支援連携協議会を12回開催し、連携の強化を図りました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　支援学級に在籍していない子どもたち（発達障害の子どもなど）への支援の充実が課題です。
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担 当 部 局 303300 子ども未来創造局 人権施策課 

事業名  8 人権施策課一般事務経費
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  1 教育総務費

取 組 55 内部管理  3 教育指導費

予 算 現 額 153,896円 決 算 額 151,497円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 2,399円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　普通旅費を支出し、消耗品、封筒及び切手の購入を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　切手を購入し、日帰り出張旅費の 　事務用品を購入し、日帰り出張旅 　事務用品を購入し、日帰り出張旅 　事務用品を購入し、日帰り出張旅

支出を行いました。 費の支出を行いました。 費の支出を行いました。 費の支出を行いました。

■実施結果

１　事務執行に必要な物品等を購入しました。

２　日帰り出張旅費の支出を行



す。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・人権教育推進会議運営委員会を1 ・人権教育に関する研修会を4回開 ・人権教育推進会議を1回開催しま ・人権教育推進会議を1回開催しま

　回、人権教育推進会議を1回開催 　催しました。 　した。 　した。

　しました。 ・イキイキさわやかに学ぶ会を1回 ・イキイキさわやかに学ぶ会を3回 ・イキイキさわやかに学ぶ会を1回

・イキイキさわやかに学ぶ会を1回 　開催しました。 　開催しました。 　開催しました。

　開催しました。 ・「はじけるこころ」44号を発行し ・「はじけるこころ」45号を発行し

　ました。 　ました。

■実施結果

１　人権教育推進会議運営委員会を１回、人権教育推進会議を3回開催しました。

２　人権教育に関する情報紙「はじけるこころ」44号、45号を11,000部ずつ発行しました。

３　人権教育に関する研修会を4回開催しました。

４　人権教育推進会議学習会「イキイキさわやかに学ぶ会」を6回開催しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　新箕面市人権教育基本方針に基づく取組を推進していくことが課題です。

担 当 部 局 303300 子ども未来創造局 人権施策課 

事業名 11 人権教育支援事業（小中学校）
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 21 一人ひとりを大切にしたきめ細かい教育に取り組みます  3 教育指導費

予 算 現 額 1,127,104円 決 算 額 645,229円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 481,875円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 03 市要綱 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

教育基本法、障害者基本法、発達障害者支援法、箕面市立小・中学校における医療的ケア実施要綱、箕面市教育委員会重度障害児送迎事業実施要

綱

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　人権教育関連図書を購入し、啓発資料、人権指導資料を整備します。

２　介助員を各学校へ配置し、医療的ケアの必要な児童への対応については、看護師等資格のある介助員を配置します。

３　介助員の研修を行います。

４　重度障害児のタクシーによる送迎を行います。

５　パラスポーツ体験型授業「あすチャレ！スクール」を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・支援が必要な児童生徒に対し、介 ・支援が必要な児童生徒に対し、介 ・支援が必要な児童生徒に対し、介 ・支援が必要な児童生徒に対し、介

　助員を配置し、支援学級在籍の児 　助員を配置し、支援学級在籍の児 　助員を配置し、支援学級在籍の児 　助員を配置し、支援学級在籍の児

　童生徒の介助をしました。 　童生徒の介助をしました。 　童生徒の介助をしました。 　童生徒の介助をしました。

・介助員研修を1回実施しました。 ・介助員研修を1回実施しました。 ・介助員研修を1回実施しました。

・小学校4校、中学校1校であすチャ

　レ！スクールを実施しました。

■実施結果

１　介助員の配置（120名）と研修を3回実施しました。

２　医療的ケアの必要な児童の対応について、看護師等資格のある介助員を配置しました。（4校、9名）

３　重度障害児送迎事業を実施しました。（11校、18名）

■実施事業の課題の整理（総括）

１　医療的ケアの必要な児童の就学体制の整備が課題です。

２　介助員の資質の向上が課題です。

３　看護師等資格のある介助員の確保が課題です。
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担 当 部 局 303300 子ども未来創造局 人権施策課 

事業名 10 人権教育推進事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 21 一人ひとりを大切にしたきめ細かい教育に取り組みます  3 教育指導費

予 算 現 額 839,000円 決 算 額 696,911円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 142,089円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 03 市要綱 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

人権教育及び人権啓発の推進に関する法律、箕面市人権教育推進会議開催要綱

■位置づけられた市の個別計画

新箕面市人権教育基本方針

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　箕面市人権教育推進会議を開催し、新箕面市人権教育基本方針に基づき人権教育を進めます。

２　人権教育に関する情報紙「はじけるこころ」を年２回発行します。

３　人権教育に関する研修会等の開催や、学校園の人権教育に対する支援を行います。

４　人権教育推進学習会「イキイキさわやかに学ぶ会」を開催しま



を5名の児童生 ・日本語指導支援員を6名の児童生 ・日本語指導支援員を9名の児童生 ・日本語指導支援員を4名の児童生

　徒を対象に派遣しました。 　徒を対象に派遣しました。 　徒を対象に派遣しました。 　徒を対象に派遣しました。

・保護者通訳を8名の保護者を対象 ・保護者通訳を8名の保護者を対象 ・保護者通訳を11名の保護者を対象 ・保護者通訳を9名の保護者を対象

　に派遣しました。 　に派遣しました。 　に派遣しました。 　に派遣しました。

■実施結果

　10名の児童生徒を対象に日本語指導支援員を、21名の児童生徒の保護者を対象に保護者通訳を派遣しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

１　多様な言語に対応する支援者の確保が課題です。

２　各校の日本語指導体制や受け入れ体制の充実が課題です。

担 当 部 局 303300 子ども未来創造局 人権施策課 

事業名 13 学力保障・学習支援事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 21 一人ひとりを大切にしたきめ細かい教育に取り組みます  3 教育指導費

予 算 現 額 15,209,177円 決 算 額 12,299,040円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 2,910,137円

市の独自性 04 国府支出金＋市（ルール分） 独自性の根拠 03 市要綱 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市学力保障・学習支援事業実施要綱

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　学生サポーターの募集、研修を行います。

２　学生サポーターによる不登校傾向を有する児童生徒等への学習支援を行います。

３　コーディネーターによる家庭、学校、学生サポーターの連携を推進します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・学生サポーターの募集と研修を実 ・学生サポーターの募集と研修を実 ・学生サポーターの募集と研修を実 ・学生サポーターの募集と研修を実

　施しました。 　施しました。 　施しました。 　施しました。

・学生サポーターによる児童生徒へ ・学生サポーターによる児童生徒へ ・学生サポーターによる児童生徒へ ・学生サポーターによる児童生徒へ

　の学習支援を実施しました。 　の学習支援を実施しました。 　の学習支援を実施しました。 　の学習支援を実施しました。

■実施結果

１　学生サポーターの募集と研修を実施しました。

２　学生サポーターによる児童生徒への学習支援を127人、延べ3,796回行いました。

３　コーディネーターが家庭、学校、学生サポーターの連携を推進し、円滑な学習支援活動に寄与しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　今後も不登校または不登校傾向にある児童生徒等の登校の再開や定着に向けた取組が必要です。
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担 当 部 局 303300 子ども未来創造局 人権施策課 

事業名 12 日本語指導支援事業（小中学校）
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 21 一人ひとりを大切にしたきめ細かい教育に取り組みます  3 教育指導費

予 算 現 額 1,524,000円 決 算 額 907,600円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 616,400円

市の独自性 04 国府支出金＋市（ルール分） 独自性の根拠 03 市要綱 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市日本語指導支援事業実施要綱

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　日本語の理解が困難な外国からの帰国児童生徒や、渡日の外国人の児童生徒に対し、日本語指導支援員を市立小中学校に派遣します。

２　日本語の理解が困難な外国人保護者等に対し、懇談等に通訳を派遣します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・日本語指導支援員



・出張旅費を支払いました。 ・出張旅費を支払いました。

■実施結果

　事務処理に必要な消耗品を適切に在庫管理することにより、費用削減に努めました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 304100 子ども未来創造局 学校生活支援課 

事業名 17 就学事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  3 教育指導費

予 算 現 額 284,000円 決 算 額 230,688円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 53,312円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

学校教育法施行令

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　就学に係る事務及び指導、平成29年度学校基本調査に係る事務、平成30年度新入学者に対する就学通知書の発送等を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・就学に係る事務及び指導を行いま ・就学に係る事務及び指導を行いま ・就学に係る事務及び指導を行いま ・就学に係る事務及び指導を行いま

　した。 　した。 　した。 　した。

・平成29年度学校基本調査に係る事 ・平成30年度生特認校制度の募集に ・就学通知書の発行事務を行いまし

　務を行いました。 　係る事務を行いました。 　た。

・平成30年度学級編制事務を行いま

　した。

■実施結果

１　通年で行っている就学に係る事務及び指導の結果、適正就学の推進に寄与することができました。

２　学校基本調査において、正確な数値の把握及び国への報告を行いました。

３　就学通知書の発送及び学級編制において、正確な異動状況の把握に努め、新学年を円滑に始めることができました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　適正就学の一層の推進を図ります。
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担 当 部 局 304100 子ども未来創造局 学校生活支援課 

事業名 16 学校生活支援課一般事務経費
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  1 教育総務費

取 組 55 内部管理  3 教育指導費

予 算 現 額 111,000円 決 算 額 105,312円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 5,688円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　学校生活支援課の運営に必要な消耗品等の購入を行います。

２　各種説明会、研修会等への普通旅費の執行管理を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・事務処理に必要な事務用品を購入 ・事務処理に必要な事務用品を購入 ・事務処理に必要な事務用品を購入 ・事務処理に必要な事務用品を購入

　しました。 　しました。 　しました。 　しました。

・出張旅費を支払いました。 ・出張旅費を支払いました。



ランティ ・市内小・中学校に学校ボランティ ・市内小・中学校に学校ボランティ ・市内小・中学校に学校ボランティ

　アの派遣を決定し、広報紙にて学 　アを派遣しました。 　アを派遣しました。 　アを派遣しました。

　校ボランティアを募集しました。 ・追加登録者数：3名 ・追加登録者数：14名 ・追加登録者数：10名

・登録者数：86名と2団体 ・派遣者数：76名と2団体 ・派遣者数：68名と2団体 ・派遣者数：55名と1団体

・派遣者数：80名と2団体 ・活動時間数：2,220時間 ・活動時間数：1,775時間 ・活動時間数：1,204時間

・活動時間数：2,134時間

■実施結果

　小・中学校に年間通して計7,333時間の学校ボランティア派遣を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

１　各校のニーズに応えるために、幅広い人材の確保が必要です。

２　派遣時間数が各校の要求に対して少ないことが課題です。

担 当 部 局 304100 子ども未来創造局 学校生活支援課 

事業名 19 部活動振興事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 21 一人ひとりを大切にしたきめ細かい教育に取り組みます  3 教育指導費

予 算 現 額 5,174,000円 決 算 額 5,171,345円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 2,655円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 03 市要綱 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市中学校クラブ活動助成交付要綱

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　クラブ活動助成金の交付・管理を行います。

２　吹奏楽の振興に向けた教材教具を整備します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・クラブ活動助成金を交付しまし　 　特にありません。 　特にありません。 　特にありません。

　た。

・六中吹奏楽部の楽器を整備しまし

　た。

■実施結果

１　クラブ活動助成金を交付しました。

２　吹奏楽の振興に向けた教材教具を整備しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。
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担 当 部 局 304100 子ども未来創造局 学校生活支援課 

事業名 18 学校ボランティア派遣事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 22 地域ぐるみで子どもたちの教育に取り組みます  3 教育指導費

予 算 現 額 5,586,000円 決 算 額 5,308,483円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 277,517円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　学校ボランティアを各校に派遣し、児童・生徒の学習習慣の定着を図り、学習の基礎基本を身につけるために、各教科の授業準備や授業補助、

各校独自の取組の推進を行います。また、中学校部活動の技術指導支援を行い、学校生活の支援を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・市内小・中学校に学校ボ



払いました。

・学校備え付け表簿の点検を行いま ・卒業証書、学校備え付け表簿の準

　した。 　備を進めました。

■実施結果

　事務処理に必要な消耗品を適正に在庫管理することにより、費用節減に努めました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 304300 子ども未来創造局 学校教育室 

事業名 23 教育活動充実事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 22 地域ぐるみで子どもたちの教育に取り組みます  3 教育指導費

予 算 現 額 7,586,000円 決 算 額 7,585,028円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 972円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 03 市要綱 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市教育活動充実事業費交付金交付要綱、箕面市教育活動推進費交付金交付要綱

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　特色ある学校づくりを支援するため、箕面市教育活動充実事業費交付金を交付します。

２　校長会の充実のため箕面市教育活動推進費交付金を交付します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・各校から実施計画書が提出され、 ・各中学校区による、特色ある学校 ・各中学校区による、特色ある学校 ・各中学校区による、特色ある学校

　交付金を交付しました。 　づくり発表会が開催されました。 　づくり発表会が開催されました。 　づくり発表会が開催されました。

・校長会に交付金を交付しました。 ・各校から実績報告書が提出され、

　それに基づき各校の取組の分析を

　行いました。

■実施結果

１　各校が交付金を活用し、計画に基づく取組を進めました。

２　特色ある学校づくり発表会の日程等を広報紙に掲載し、地域住民や保護者に周知しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　各校の取組がさらに充実するよう、効果的な交付金の活用方法等の検証を行い、引き続き各校への支援が必要です。
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担 当 部 局 304300 子ども未来創造局 学校教育室 

事業名 22 学校教育室一般事務経費
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  1 教育総務費

取 組 55 内部管理  3 教育指導費

予 算 現 額 1,220,840円 決 算 額 1,149,450円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 71,390円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　学校教育室の運営に必要な消耗品等の購入を行います。

２　課題解決への情報が得られる各種課長会の負担金及び指導主事の指導力を高めるため、説明会、研修会等への普通旅費の執行管理を行いま　

　す。

３　学校教育法に規定されている学校備え付け表簿を整備します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　出張旅費を支払いました。 ・出張旅費を支払いました。 　出張旅費を支払いました。 ・出張旅費を支



学校、第五中学校）

■実施事業の課題の整理（総括）

　各校が、より柔軟に部活動支援員を活用できるよう派遣条件を見直す必要があります。

担 当 部 局 304300 子ども未来創造局 学校教育室 

事業名 25 いじめ防止対策事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 21 一人ひとりを大切にしたきめ細かい教育に取り組みます  3 教育指導費

予 算 現 額 1,796,000円 決 算 額 1,638,300円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 157,700円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

いじめ防止対策推進法、箕面市いじめ防止対策推進協議会条例、同条例施行規則

■位置づけられた市の個別計画

箕面市いじめ防止基本方針

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　箕面市いじめ防止対策推進協議会を設置し、いじめの防止等の関係する機関及び団体との連携、いじめ問題等の調査審議を行い、いじめの防

　止等のための対策を総合的かつ効果的に推進します。

２　箕面市いじめ防止対策推進協議会に部会を置き、いじめ、体罰その他児童・生徒等の教育に関わる諸問題等の事案について調査・審議、重大

　事態に係る再調査をします。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・箕面市いじめ防止対策推進協議会 　箕面市いじめ問題等調整部会を開 　箕面市いじめ問題等調整部会を開 　箕面市いじめ問題等調整部会を開

　委員を任命しました。 催しました。 催しました。 催しました。

・箕面市いじめ防止対策推進協議会

　を開催しました。

■実施結果

１　箕面市いじめ防止対策推進協議会を開催しました。（1回）

２　箕面市いじめ問題等調整部会を開催しました。（3回）

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。
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担 当 部 局 304300 子ども未来創造局 学校教育室 

事業名 24 部活動支援事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 22 地域ぐるみで子どもたちの教育に取り組みます  3 教育指導費

予 算 現 額 972,000円 決 算 額 972,000円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 0円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 03 市要綱 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市立中学校部活動支援員に関する取扱要綱

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　幅広い文化部・運動部の創部へ向けた支援として、部活動支援員を派遣します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　部活動支援員を派遣しました。 　部活動支援員を派遣しました。 　部活動支援員を派遣しました。 　部活動支援員を派遣しました。

■実施結果

　部活動支援員を派遣しました。（第四中



結果（成果） ■実施結果（成果）

・各園の特色を活かした幼稚園づく ・交付金を活用し、研修会を開催し ・運動会、作品展、研究発表会等で ・今年度の取組みの成果や課題を集

　りの取り組みを集約し、交付金を 　ました。 　の園児の姿を通して各園の特色を 　約する中で、保育内容を工夫する

　各園に交付しました。 ・各種研修会に参加し、教育活動の 　活かした保育の成果を把握するこ 　ことの必要性を再認識しました。

・講師を招き研修会、研究会を開き 　充実につながりました。 　とができました。 ・幼稚園教育要領改訂にあたり、研

　ました。 　修会に参加し、理解を深めること

　ができました。

■実施結果

・交付金を活用し、特色ある幼稚園づくりに取り組みました。

・保育所、小学校及び中学校と充実した交流を持つことができ、教職員、子どもたちとの連携を深めることができました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　教育方針を教職員が共通理解し、また保護者に対して、教育への理解が深まるよう努めることが必要です。

担 当 部 局 306200 子ども未来創造局 幼児教育保育室 

事業名 31 私立幼稚園振興助成事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 06 子どもたちを地域ではぐくむまちづくりをめざします  1 教育総務費

取 組 18 保育サービスの充実と多様な保育ニーズに対応します  3 教育指導費

予 算 現 額 459,077,000円 決 算 額 441,465,054円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 17,611,946円

市の独自性 03 市単独支出（国府基準＋市α） 独自性の根拠 02 市規則 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市私立幼稚園児等の保護者補助金の交付に関する規則、幼稚園就園奨励費補助金交付要綱（国）、箕面市私立幼稚園補助金交付要綱、箕面市

私立幼稚園連盟補助金交付要綱

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　私学助成の私立幼稚園児の保護者に対して、子育て応援幼稚園保護者補助金及び私立幼稚園就園奨励費補助金を交付し、保護者の経済的負担

　の軽減を図ります。

２　1号認定子どもの保護者へ子育て応援幼稚園保護者補助金を交付し、保護者の経済的負担を軽減します。

３　私立幼稚園が実施する長時間保育、支援教育、健康診断等に対する補助を行います。

４　私立幼稚園連盟が実施する研修及び講演会等に対する補助を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・私立幼稚園児保護者からの補助金 ・私立幼稚園及び認定こども園の保 ・私立幼稚園及び認定こども園の保 ・私立幼稚園及び認定こども園の保

　申請受付を行い、5月から補助金 　護者補助金の交付決定を行い、毎 　護者補助金の交付決定を行い、毎 　護者補助金の交付決定を行い、毎

　の仮払いを開始しました。 　月末に交付しました。 　月末に交付しました。 　月末に交付しました。

・認定こども園保護者からの補助金 ・市内私立幼稚園、私立幼稚園連盟

　申請受付を行い、5月からの支払 　に対し、補助金を交付しました。

　いを開始しました。

■実施結果

１　私立幼稚園児の保護者に対し、子育て応援幼稚園保護者補助金、私立幼稚園就園奨励費補助金を交付しました。

２　1号認定こどもの保護者に対し、子育て応援幼稚園保護者補助金を交付しました。

３　市内私立幼稚園に、長時間保育補助金、支援教育補助金、学級補助金、健康診断補助金を交付しました。

４　私立幼稚園連盟が実施した研修に対し、補助金を交付しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　私立幼稚園児及び1号認定子どもの保護者補助金について、制度の内容を周知することが必要です。
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担 当 部 局 306200 子ども未来創造局 幼児教育保育室 

事業名 30 教育振興事業（幼稚園）
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 21 一人ひとりを大切にしたきめ細かい教育に取り組みます  3 教育指導費

予 算 現 額 396,000円 決 算 額 395,900円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 100円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 03 市要綱 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

学校教育法、学習指導要領、教育公務員特例法、箕面市教育活動充実事業交付金交付要綱

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　箕面市教育活動充実事業費交付金を活用し、教育活動の成果をあげ、保護者や地域から信頼される幼稚園づくりを推進します。

２　各種研究会・研修会等への参加費用を負担して、教育活動の充実を図ります。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施



議会を開 　第3回箕面市通学区域審議会を開

催しました。（平成29年5月15日） ショップを開催しました。（平成29 催しました。（平成29年10月31 催しました。（平成30年3月19日）

年8月10日） 日）

■実施結果

・通学区域審議会を3回開催しました。

・通学区域検討ワークショップを開催しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　引き続き通学区域検討ワークショップ等において議論を進めます。

担 当 部 局 303100 子ども未来創造局 教育政策室 

事業名 51 業務改善加速事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  3 教育指導費

予 算 現 額 386,000円 決 算 額 307,610円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 78,390円

市の独自性 06 国府支出金のみ（市負担なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　箕面小、豊川北小、とどろみの森学園の３校をモデル校に指定し、各校１名ミドルリーダー層の教員を配置します。

２　ミドルリーダーは、学校の課題に応じて教務や研究推進、生徒指導担当またはそれらを統括する役割を担うとともに、業務効率化に向けた取

　組を行う業務改善を推進します。

３　学校全体のマネジメント力の向上、業務改善の推進を目的とした研修を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　箕面小、豊川北小、とどろみの森 　モデル校における取り組みの進捗 　学校マネジメント研修を実施しま 　業務改善ポリシーを策定しまし

学園の３校をモデル校に指定しまし 状況について、ヒアリングを行いま した。 た。

た。 した。

■実施結果

１　箕面小、豊川北小、とどろみの森学園の3校をモデル校に指定しました。

２　学校マネジメント研修を実施しました。

３　業務改善に係る数値目標を定めた業務改善ポリシーを策定しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　引き続き学校全体のマネジメント力の向上及び業務改善の推進に取り組みます。
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担 当 部 局 303100 子ども未来創造局 教育政策室 

事業名 50 通学区域審議会運営事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  3 教育指導費

予 算 現 額 387,440円 決 算 額 333,835円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 53,605円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

地方自治法、箕面市通学区域審議会条例

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　「箕面市通学区域審議会」を開催し、船場地区に新設する学校の通学区域の設定及びそれに伴う全市的な通学区域の変更について、調査審議を

行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　第1回箕面市通学区域審議会を開 　第1回箕面市通学区域検討ワーク 　第2回箕面市通学区域審



員（6名）の配置

・非常勤職員報酬の支出 ・非常勤職員報酬の支出 ・非常勤職員報酬の支出 ・非常勤職員報酬の支出

・若手教員や講師への定期的な指導 ・若手教員や講師への定期的な指導 ・若手教員や講師への定期的な指導 ・若手教員や講師への定期的な指導

　と支援 　と支援 　と支援 　と支援

■実施結果

　非常勤職員報酬を支出しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

１　事務を適切に執行し、業務を円滑に進めることができました。

２　経験年数が少ない教諭及び講師への指導、支援が必要なため、経験、知識、能力を持った人材の確保が必要です。

担 当 部 局 303200 子ども未来創造局 教職員人事室 

事業名 53 ハット市教員人事交流プログラム実施事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  3 教育指導費

予 算 現 額 660,000円 決 算 額 613,320円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 46,680円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

ハット市・箕面市教員人事交流プログラム趣旨書

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　市内小・中学校教員2名をニュージーランド・ハット市へ短期間派遣し研修交流を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・箕面市ハット市教員人事交流プロ ・実行委員会及び事前研修の実施 　特にありません。 　特にありません。

　グラム実行委員会の実施 ・箕面市内の小中学校教員2名を

・事前研修の実施 　ハット市へ派遣

・ハット市とのスカイプミーティン ・派遣職員が所属する小中学校の始

　グの実施 　業式において、ハット市の学校と

　のスカイプによる交流を実施

■実施結果

　市内小・中学校教員2名をニュージーランド・ハット市へ短期間派遣しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　ハット市への派遣教員の人材確保が課題です。
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担 当 部 局 303200 子ども未来創造局 教職員人事室 

事業名 52 教育専門員配置事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 21 一人ひとりを大切にしたきめ細かい教育に取り組みます  3 教育指導費

予 算 現 額 18,863,020円 決 算 額 18,853,020円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 10,000円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 02 市規則 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市専門委員及びその他の非常勤の職員の範囲及び報酬等に関する規程

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　経験・ノウハウを有した人材を任用し、教育センター等へ配置して若手教員や講師の指導等を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・教育専門員（6名）の配置 ・教育専門員（6名）の配置 ・教育専門員（6名）の配置 ・教育専門



（成果）

・当該校に家庭教育支援チームを配 ・当該校に家庭教育支援チームを配 ・当該校に家庭教育支援チームを配 ・当該校に家庭教育支援チームを配

　置し、ケース会議等を行い家庭教 　置し、ケース会議等を行い家庭教 　置し、ケース会議等を行い家庭教 　置し、ケース会議等を行い家庭教

　育支援を進めました。 　育支援を進めました。 　育支援を進めました。 　育支援を進めました。

・支援の必要な家庭についての支援 ・支援の必要な家庭についての支援 ・支援の必要な家庭についての支援 ・支援の必要な家庭についての支援

　状況や支援チーム員の活動状況等 　状況や支援チーム員の活動状況等 　状況や支援チーム員の活動状況等 　状況や支援チーム員の活動状況等

　を把握し連携を図りました。 　を把握し連携を図りました。 　を把握し連携を図りました。 　を把握し連携を図りました。

■実施結果

１　当該校に家庭教育支援チームを配置しました。

２　関係校会議、ケース会議、ヒアリング等を通じて、家庭教育支援の効果的な活用を進めました。

■実施事業の課題の整理（総括）

１　支援チーム員を確保することが課題です。

２　支援チーム員と学校との連携を促進することが必要です。

担 当 部 局 303300 子ども未来創造局 人権施策課 

事業名 56 人権教育支援事業（小中学校）（臨時）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  3 教育指導費

予 算 現 額 288,000円 決 算 額 191,705円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 96,295円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　支援学級の児童生徒に必要な教材教具及び備品を購入します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　支援学級在籍児童生徒が必要とす 　支援学級在籍児童生徒が必要とす 　支援学級在籍児童生徒が必要とす 　特にありません。

る教材教具を購入しました。 る教材教具を購入しました。 る教材教具を購入しました。

■実施結果

　支援学級在籍児童生徒が必要とする備品等を購入しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　今後も支援学級の児童生徒の教育環境の整備に向けた教材教具及び備品の整備が必要です。
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担 当 部 局 303300 子ども未来創造局 人権施策課 

事業名 55 訪問型家庭教育相談体制充実事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 21 一人ひとりを大切にしたきめ細かい教育に取り組みます  3 教育指導費

予 算 現 額 882,000円 決 算 額 681,600円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 200,400円

市の独自性 04 国府支出金＋市（ルール分） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

教育基本法、箕面市訪問型家庭教育相談体制充実事業要領

■位置づけられた市の個別計画

新箕面市人権教育基本方針

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　家庭教育支援チームを学校に設置し、教職員と連携しながら相談等に応じ、家庭教育支援を行います。

２　関係校会議、ケース会議、ヒアリング等を通じて、家庭教育支援の効果的な活用を進めます。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果



運営協議会 　支援教育研修を1回実施しました ・支援教育体制充実事業運営協議会

　を1回実施しました。 　を1回実施しました。 。 　を1回実施しました。

・支援教育研修を2回実施しまし　 ・支援教育研修を2回実施しまし　 ・調査研究結果の冊子及びリーフレ

　た。 　た。 　ットを発行しました。

■実施結果

１　支援教育体制充実事業運営協議会を3回実施し、支援教育の体制充実について調査研究しました。

２　支援教育研修を5回実施しました。

３　調査研究結果の冊子及びリーフレットを発行し、市内小中学校等へ配付しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　今後も支援教育の体制充実を推進していくことが必要です。

担 当 部 局 304100 子ども未来創造局 学校生活支援課 

事業名 59 理科観察実験支援事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 21 一人ひとりを大切にしたきめ細かい教育に取り組みます  3 教育指導費

予 算 現 額 1,877,000円 決 算 額 1,865,600円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 11,400円

市の独自性 04 国府支出金＋市（ルール分） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　理科観察実験アシスタントを配置し活用します。

２　理科授業の観察・実験等の実施支援を行います。

３　理科室、理科準備室等の環境を整備します。

４　理科授業の観察・実験等の計画立案及び教材研究の支援を行います。

５　理科授業の観察・実験方法に対する提案・助言を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・補助金申請の手続きをしました。 ・市内小・中学校に理科観察実験ア ・市内小・中学校に理科観察実験ア ・市内小・中学校に理科観察実験ア

・市内小・中学校に、活動時間を配 　シスタントを派遣しました。 　シスタントを派遣しました。 　シスタントを派遣しました。

　当しました。 ・追加登録者数：0名 ・追加登録者数：10名 ・追加登録者数：5名

・登録者数：9名 ・派遣者数：8名 ・派遣者数：16名 ・派遣者数：18名

・派遣者数：7名 ・活動時間数：300時間 ・活動時間数：802時間 ・活動時間数：457時間

・活動時間数：301時間

■実施結果

　小・中学校に年間通して計1,860時間の理科観察実験アシスタントの派遣を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　理科観察実験アシスタントの派遣を各校の希望に応じて行うことができるように、幅広い人材の確保を行う必要があります。
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担 当 部 局 303300 子ども未来創造局 人権施策課 

事業名 57 支援教育体制充実事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 21 一人ひとりを大切にしたきめ細かい教育に取り組みます  3 教育指導費

予 算 現 額 846,000円 決 算 額 811,965円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 34,035円

市の独自性 06 国府支出金のみ（市負担なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

発達障害者支援法、障害者基本法

■位置づけられた市の個別計画

新箕面市人権教育基本方針

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

・支援教育体制充実事業運営協議会を実施し、支援教育の体制充実について調査研究します。

・調査研究結果を冊子及びリーフレットにし、市内小中学校で活用します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・支援教育体制充実事業運営協議会 ・支援教育体制充実事業



より使用可能な楽器を整備 ・修繕により使用可能な楽器を整備 ・寄贈により、彩都の丘中学校吹奏 ・彩都の丘中学校吹奏楽部の楽器を

　し、彩都の丘中学校で活用しまし 　し、彩都の丘中学校で活用しまし 　楽部の楽器を整備しました。 　購入しました。

　た。 　た。 ・軟式野球用品を整備しました。 ・寄贈により第二、第五、彩都の丘

・軟式野球用品の購入に伴う入札を ・彩都の丘中学校吹奏楽部の楽器を 　中学校吹奏楽部の楽器を整備しま

　行いました。 　購入しました。 　した。

・軟式野球用品を整備しました。

■実施結果

１　彩都の丘中学校他の吹奏楽部楽器を整備しました。

２　各中学校野球部に軟式野球用品（キャッチャーマスク、ボール、バット）を整備しました。

　

　

※予算流用　需用費1,338,383円増（英語教育強化事業から流用）

　　　　　　軟式野球用品を各中学校に整備するため

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 304300 子ども未来創造局 学校教育室 

事業名 61 教育振興事業（指導用教科用図書更新）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 21 一人ひとりを大切にしたきめ細かい教育に取り組みます  3 教育指導費

予 算 現 額 1,708,000円 決 算 額 1,707,745円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 255円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律第14条、同法施行令第14条

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　平成26年度に採択された小学校用教科用図書の教員用教科用図書・指導書について不足分等について購入し、配置します。

２　平成27年度に採択された中学校用教科用図書の教員用教科用図書・指導書について不足分等について購入し、配置します。

３　平成30年度から教科化される小学校「特別の教科　道徳」の教科用図書の採択を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　平成30年度使用小学校「特別の教 　平成30年度使用小学校「特別の教 　平成30年度使用小学校「特別の教 　平成29年度の学級増の推移を把握

科　道徳」の教科用図書の採択に向 科　道徳」の教科用図書の採択に向 科　道徳」の教科用図書の採択に向 して、教師用教科書及び指導書の発

け、選定委員会、選定調査員会議を け、選定委員会、選定調査員会議を け、選定委員会、選定調査員会議を 注数を調整しました。

開催しました。 開催しました。 開催しました。

■実施結果

　平成30年度に使用する教師用教科書及び指導書の更新及び学級増による不足に対応しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。
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担 当 部 局 304100 子ども未来創造局 学校生活支援課 

事業名 60 部活動振興事業（臨時）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 21 一人ひとりを大切にしたきめ細かい教育に取り組みます  3 教育指導費

予 算 現 額 5,198,383円 決 算 額 5,198,383円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 0円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　彩都の丘中学校吹奏楽部の設立に伴い、楽器等の整備を行います。

２　軟式ボール（統一球）の一新を契機に、中学校野球部を準硬式から軟式に移行してより安全性を確保するため、各校野球部に軟式野球用品　

　　（キャッチャーマスク、ボール、バット）を整備します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・修繕に



） ■実施結果（成果）

　小中一貫教育推進連絡会を2回開 　各中学校区において夏季合同研修 　小中一貫教育推進連絡会を2回開 ・小中一貫教育推進連絡会を1回開

催しました。 会を開催しました。 催しました。 　催しました。

・各中学校区での小中一貫教育の取

　組を取りまとめました。

■実施結果

１　小中一貫教育推進連絡会開催しました。

２　各中学校区の小中一貫教育の取組の充実に向けて合同研修を開催しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

１　各校区で小中一貫教育を進める体制等を順次整理し、内容の更なる充実をめざして取組んでいきます。

２　小中一貫教育において、授業研究等についての連携を進めていきます。

担 当 部 局 304300 子ども未来創造局 学校教育室 

事業名 63 箕面学力・体力・生活状況総合調査実施事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 21 一人ひとりを大切にしたきめ細かい教育に取り組みます  3 教育指導費

予 算 現 額 24,151,000円 決 算 額 24,029,535円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 121,465円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　箕面学力・体力・生活状況総合調査「箕面子どもステップアップ調査」を市立全小・中学校で実施します。

２　平成30年度からの次期複数年契約に向け協議を進めます。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・体力調査を行いました。 　特にありません。 ・学力調査を行いました。 　特にありません。

　実施者数11,811人 　実施者数10,800人

・生活状況調査を行いました。 ・生活状況調査を行いました。

　実施者数11,935人 　実施者数11,823人

・英検IBAを行いました。

　実施者数1,100人

■実施結果

　箕面子どもステップアップ調査（体力調査・学力調査・生活状況調査）を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　調査結果を管理するためのシステム更新に向けて検討が必要です。
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担 当 部 局 304300 子ども未来創造局 学校教育室 

事業名 62 小中一貫教育推進事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 21 一人ひとりを大切にしたきめ細かい教育に取り組みます  3 教育指導費

予 算 現 額 527,000円 決 算 額 479,488円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 47,512円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　小中一貫教育推進校区を指定し、授業及び授業研究・研修等の支援を実施します。

２　小中一貫校の研究推進を支援するため、一貫校連絡会の充実及び大学等との連携・協力を進め、研究成果の発信に努めます。

３　小中一貫教育全国サミットで箕面市の情報発信を進めるとともに、優れた実践を取り入れます。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果



イングリッシュ・エ ・イングリッシュ・タウン（市内小

　校での英語コミュニケーション科 し、研修等を行いました。 　クスプレッション・コンテスト、 　学校1校）を実施しました。

　を行いました。 　イングリッシュ・タウン（市内小 ・箕面市独自のカリキュラム「エン

・イングリッシュ・タウン（市内小 　学校3校）を実施しました。 　ジョイ　イングリッシュ」を見直

　学校2校）を実施しました。 ・英語教育先進都市へ視察に行きま 　しました。

　した。

■実施結果

１　箕面市オリジナル指導案集「エンジョイ　イングリッシュ」の見直し、英語教材の整備、中学生イングリッシュ・エクスプレッション・コン

　テストの実施など、学習環境の拡充を行いました。

２　国の外国青年招致事業を活用して市内全小中学校への英語指導助手の配置、英語教育支援員の学校巡回による授業支援の強化など、指導体制

　の充実を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

１　引き続き、小中学校での英語授業を踏まえ、箕面市オリジナル指導案集「エンジョイ　イングリッシュ」を見直します。

２　英語教育の本格実施を進めるための英語指導助手配置の適正規模を検証します。

担 当 部 局 304300 子ども未来創造局 学校教育室 

事業名 65 部活動支援事業（臨時）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 22 地域ぐるみで子どもたちの教育に取り組みます  3 教育指導費

予 算 現 額 1,939,768円 決 算 額 1,409,400円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 530,368円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 03 市要綱 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

箕面市立中学校部活動支援員に関する取扱要綱

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　中学校野球部の安全対策にあたり、防球ネットの等の備品を購入します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　特にありません。 　特にありません。 　防球ネット等の備品を購入しまし

た。

■実施結果

　防球ネット等の備品を購入しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。
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担 当 部 局 304300 子ども未来創造局 学校教育室 

事業名 64 英語教育強化事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 21 一人ひとりを大切にしたきめ細かい教育に取り組みます  3 教育指導費

予 算 現 額 187,645,009円 決 算 額 186,604,680円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 1,040,329円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　英語教育の本格実施に対応するため、学習環境の拡充（英語教材の整備、英語を実践する機会の提供など）、指導体制の充実（英語支援員によ

る授業支援の強化など）を進めます。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・小学校全学年での英語活動、中学 　招致した英語指導助手19名が来日 ・第3回中学生



ステムの機器賃借料を支払いまし システムの機器賃借料を支払いまし システムの機器賃借料を支払いまし

た。 た。 た。 た。

■実施結果

　箕面学力･体力･生活状況総合調査システムの機器賃借料を支払いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 304500 子ども未来創造局 学校施設管理室 

事業名 68 学校施設開放事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 22 地域ぐるみで子どもたちの教育に取り組みます  3 教育指導費

予 算 現 額 14,174,000円 決 算 額 13,127,071円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 1,046,929円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 03 市要綱 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

市立学校屋内運動場等設備の使用に関する条例、市立学校屋内運動場等設備の使用に関する条例施行規則、箕面市立学校施設開放事業実施要綱

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　各小学校の施設開放委員会で審査・承認された地域活動団体等に小学校施設を貸し出します。

２　中学校運営に支障のない範囲で屋内運動場を貸し出します。

３　とどろみの森学園テニスコートを地域開放します。

４　施設開放事業に必要な消耗品を購入します。

５　学校施設管理業務委託（学校の門扉の開閉、戸締まりの確認作業）を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・市立小学校及び中学校で施設開放 ・市立小学校及び中学校で施設開放 ・市立小学校及び中学校で施設開放 ・市立小学校及び中学校で施設開放

　を実施しました。 　を実施しました。 　を実施しました。 　を実施しました。

・消耗品を購入しました。 ・消耗品を購入しました。 ・消耗品を購入しました。 ・消耗品を購入しました。

・学校施設管理業務委託を行いまし

　た。

■実施結果

１　各小学校の施設開放委員会で審査・承認された地域活動団体等に小学校施設を貸し出しました。

２　中学校運営に支障のない範囲で屋内運動場を貸し出しました。

３　とどろみの森学園テニスコートの地域開放を実施しました。

４　施設開放事業に必要な消耗品を購入しました。

５　学校施設管理業務委託（学校の門扉の開閉、戸締まりの確認作業）を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

１　適正な施設利用を登録団体に働きかけていく必要があります。

２　中学校施設について、使用申請重複の調整の必要があります。
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担 当 部 局 304400 子ども未来創造局 教育センター 

事業名 66 箕面学力・体力・生活状況総合調査システム管理事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  3 教育指導費

予 算 現 額 1,198,000円 決 算 額 1,197,756円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 244円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　箕面学力・体力・生活状況総合調査システムの賃借料を支払います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　箕面学力･体力･生活状況総合調査 　箕面学力･体力･生活状況総合調査 　箕面学力･体力･生活状況総合調査 　箕面学力･体力･生活状況総合調査

システムの機器賃借料を支払いまし シ



行いました。

・就園奨励システム更新業務を委託

　しました。

■実施結果

　就園奨励システム更新業務を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 303100 子ども未来創造局 教育政策室 

事業名 90 船場地区学校建設調査検討事業（H28繰越明許費）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  3 教育指導費

予 算 現 額 3,618,000円 決 算 額 3,402,000円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 216,000円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　船場地区に新設する学校の校区規模や隣接地域の校区調整に係る検討、学校建設候補地の選定等を委託します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　昨年度に引き続き、校区調整に係 　昨年度に引き続き、校区調整に係 　9月末で本委託事業は終了しまし 　特にありません。

る分析を進めました。 る分析を進め、7月には「第2次中間 た。

報告」を、9月には「最終報告書」

を受領しました。

■実施結果

　本委託事業により、校区調整に係る分析及び学校建設候補地の選定を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

348

平成２９年度事業成果説明書

担 当 部 局 306200 子ども未来創造局 幼児教育保育室 

事業名 69 幼稚園就園奨励システム更新事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  3 教育指導費

予 算 現 額 5,100,000円 決 算 額 5,099,760円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 240円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　幼稚園就園奨励システムを更新します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・就園奨励システム機器更新のため ・就園奨励システム機器を購入しま ・就園奨励システム更新業務を行い ・就園奨励システム更新作業により

　入札を実施しました。 　した。 　ました。 　支障がないか検証を



りませんでした。 　申請はありませんでした。

奨学金（全期分）の給与を行いまし

た。

・募集期間：4月3日から随時

・申請者数：9名（小学生3名、中学

　生2名、高校生4名）

■実施結果

　交通事故により扶養義務者を失った児童及び生徒に対しての奨学金の給与を行い、教育の機会均等に寄与することができました。

　（小学生3名、中学生2名、高校生4名）

■実施事業の課題の整理（総括）

　制度の一層の周知に努める必要があります。

担 当 部 局 304100 子ども未来創造局 学校生活支援課 

事業名  2 奨学資金貸与事務事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  4 奨学資金費

予 算 現 額 893,000円 決 算 額 681,226円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 211,774円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市奨学資金貸付基金条例、箕面市奨学資金の貸付に関する規則、箕面市奨学生選考委員会規則

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

・平成29年度生の募集及び決定、貸与に係る事務を行います。4月3日～4月17日（当初募集）、6月1日～随時（追加募集）

・再案内の送付、電話連絡、戸別訪問など償還に係る事務を行います。

・奨学資金の貸与事務及び奨学金システムの保守等を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

①募集及び決定、貸与 ①追加募集及び決定、貸与 ①追加募集（応募なし） ①追加募集（応募なし）

・募集期間：4月3日～4月17日 ・募集期間：6月1日～随時 ②償還 ②償還

・当初決定数：公立1名、私立1名 ・追加決定数：公立1名、私立0名 ③平成30年度生入学準備金奨学生の

・追加決定数：公立0名、私立1名 ②償還 　募集、決定及び貸与に係る事務

②第1回奨学生選考委員会開催 ・募集期間：１月15日～１月31日

③償還 ・応募数：21名、決定16名

■実施結果

・平成29年度奨学金奨学生として4名（公立2名、私立2名）の採用を決定しました。

・平成30年度生入学準備金奨学生として16名の採用を決定し、公立高等学校への入学決定者等5名の辞退があったため、11名に貸与しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　制度の一層の周知に努める必要があります。
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担 当 部 局 304100 子ども未来創造局 学校生活支援課 

事業名  1 交通遺児奨学金給与事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  4 奨学資金費

予 算 現 額 690,000円 決 算 額 570,000円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 120,000円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市交通遺児奨学基金条例、同条例施行規則

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　交通事故により扶養義務者を失った児童及び生徒に対し、奨学金の給与を行います。

　（小学生：年額50,000円、中学生・高校生：年額70,000円）

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　平成29年度生募集に係る受付及び 　申請はありませんでした。 　申請はあ



ども未来創造局 学校生活支援課 

事業名 51 奨学資金貸与事務事業（臨時）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  4 奨学資金費

予 算 現 額 1,038,000円 決 算 額 874,800円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 163,200円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　機器の購入及びソフトの入れ替え作業を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　特にありません。 　機器の購入及びソフトの移行を行 　特にありません。

いました。

■実施結果

　機器の購入及びソフトの移行を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。
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担 当 部 局 304100 子ども未来創造局 学校生活支援課 

事業名 50 奨学資金貸付基金繰出事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  1 教育総務費

取 組 55 内部管理  4 奨学資金費

予 算 現 額 2,000円 決 算 額 1,163円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 837円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市奨学資金貸付基金条例、箕面市奨学資金の貸付に関する規則、箕面市奨学生選考委員会規則

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　基金運用収入を基金へ繰り出します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　事業実施はありません。 　事業実施はありません。 　事業実施はありません。 　基金運用収入を基金へ繰り出しま

した。

■実施結果

　基金運用収入を基金へ繰り出しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 304100 子



を実施し、

　快適な環境の確保に努めました。 　の安全供給を確認しました。 　快適な環境の確保に努めました。 　快適な環境の確保に努めました。

２　施設内の設備器具の老朽化に伴 ２　施設内の備品器具の老朽化に伴 ２　施設内の設備器具の老朽化に伴 ２　施設内の設備器具の老朽化に伴

　い、修繕等を行いました。 　い、修繕等を行いました。 　い、修繕等を行いました。 　い、修繕等を行いました。

■実施結果

１　整備機器類の経年劣化及び、設備点検業務と通じて修繕を実施しました。

２　設備の衛生及び快適な環境の確保に努めました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　設備内外の設備における経年劣化が著しく、今後も引き続き点検業務に基づく修繕を実施する必要があります。

担 当 部 局 304400 子ども未来創造局 教育センター 

事業名  2 教育センター運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  1 教育総務費

取 組 55 内部管理  5 教育センター費

予 算 現 額 1,530,420円 決 算 額 1,111,640円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 418,780円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市教育センター条例、箕面市教育センター条例施行規則

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　教育センターの研修、研究、相談等の各事業を円滑に運営し、市立学校園の教育向上のための支援、他の教育関係機関との連携を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　教職員の研修、ICT教育、教育相 　教職員の研修、ICT教育、教育相 　教職員の研修、ICT教育、教育相 　教職員の研修、ICT教育、教育相

談等の各事業実施に向け、教育関係 談等の各事業実施に向け、教育関係 談等の各事業実施に向け、教育関係 談等の各事業実施に向け、教育関係

機関との連携をとり、計画的に実施 機関との連携をとり、計画的に実施 機関との連携をとり、計画的に実施 機関との連携をとり、計画的に実施

しました。 しました。 しました。 しました。

■実施結果

　教育センターの各事業及び教育研究活動に対する支援を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　教育センターの各事業の運営及び教育研究活動等の支援をより充実するため、引き続き教育機関との連携を図る必要があります。
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担 当 部 局 304400 子ども未来創造局 教育センター 

事業名  1 教育センター管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  1 教育総務費

取 組 55 内部管理  5 教育センター費

予 算 現 額 15,871,000円 決 算 額 14,291,525円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 1,579,475円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市教育センター条例

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　設備機器管理（施設の整備、機器の保守整備）及び管理（施設の防犯、防災その他安全対策等の確保、施設の衛生、快適な環境の確保）に努め

ます。また、屋外通路についても段階的に補修整備に努めます。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

１　施設内の除草作業等を実施し、 １　電気設備の点検を実施し、電気 １　施設内の除草作業等を実施し、 １　施設内の除草作業等



進します。

４　指導主事が随時学校訪問を行ない、不登校をはじめとした状況の把握に努め、関係機関との連携も図りながら、課題の解決を図ります。

５　市内教育相談機関の案内リーフレットを作成・配付し、児童・生徒、保護者、関係機関職員への周知をします。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　教育相談の実施及びスクールソー 　教育相談の実施及びスクールソー 　教育相談の実施及びスクールソー 　教育相談の実施及びスクールソー

シャルワーカーが学校での会議や関 シャルワーカーが学校での会議や関 シャルワーカーが学校での会議や関 シャルワーカーが学校での会議や関

係機関との連携を支援しました。 係機関との連携を支援しました。 係機関との連携を支援しました。 係機関との連携を支援しました。

　適応指導教室を適切に運営すると 　適応指導教室を適切に運営すると 　適応指導教室を適切に運営すると 　適応指導教室を適切に運営すると

ともに新たな通室生の状況把握に努 ともに新たな通室生の状況把握に努 ともに新たな通室生の状況把握に努 ともに新たな通室生の状況把握に努

めました。 めました。 めました。 めました。

■実施結果

１　教育相談員、スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーが連携して、本市の児童･生徒の支援を行いました。

２　適応指導教室において、通室生の指導、支援を学校との連携を密接に行いながら実施することができました。

３　公的相談機関のリーフレットを作成及び配付することで、市民に対して本市の相談体制についての周知に努めました。

４　学校への不登校ヒアリングを行い、状況の把握に努め、学校と支援方法について検討し、実施することができました。

５　教育センターでは、4,492回教育相談に応じました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　教育相談員(相談担当、スクールカウンセラー、支援教育担当、適応指導教室担当)、適応指導教室担当教員、大阪府公立学校スクールカウンセ

ラー及び同スクールソーシャルワーカーの間で、更なる情報共有や連携の充実が必要です。

担 当 部 局 304400 子ども未来創造局 教育センター 

事業名  4 教育研究事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  5 教育センター費

予 算 現 額 200,000円 決 算 額 20,000円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 180,000円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

教育公務員特例法第21条　地方教育行政の組織及び運営に関する法律第45条　箕面市教育センター条例

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　箕面市の教育課題に対応した調査・研究を行い、各校園の教育活動の推進を図ります。

２　教職員の教育実践、教育研究に寄与するスーパーバイザーの積極的活用と校園内研究活動の支援と充実を図ります。

３　児童・生徒の学力・体力の向上、豊かな心の育成をめざした授業改善を図ります。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　本年度の研究テーマに沿って研究 　本年度の研究テーマに沿って研究 　本年度の研究テーマに沿って研究 　本年度の研究テーマに沿って研究

を深めました。 を深めました。 を深めました。 を深めました。

■実施結果

　研究テーマに沿って指導案を作成し、研究授業を複数回行い、研究の検証を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　次期学習指導要領に対応した指導方法の工夫や改善、とりわけ情報活用能力の向上に向けた研究が必要となっており、研究テーマの見直しが必

要です。
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担 当 部 局 304400 子ども未来創造局 教育センター 

事業名  3 教育相談事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  5 教育センター費

予 算 現 額 2,396,580円 決 算 額 2,144,331円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 252,249円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市教育センター条例

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　スクールソーシャルワーカー2人を8中学校区に週4回ずつ派遣できるように配置します。

２　必要に応じて、教育相談員と小中学校教職員が連携し、児童・生徒理解に基づいた対応を支援します。

３　適応指導教室については、担当教諭が中心となり教育活動を実施したり在籍校との連携をていねいに図る他、相談室相談員が関わることで、

　対象児童・生徒の個に応じた学校復帰支援を促



し、対象

　教員の教育力向上に努めます。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

１　研修の年間計画に沿って、講師 １　研修の年間計画に沿って、講師 １　研修の年間計画に沿って、講師 １　研修の年間計画に沿って、講師

　を招聘し研修を実施しました。 　を招聘し研修を実施しました。 　を招聘し研修を実施しました。 　を招聘し研修を実施しました。

２　初任者研修及び中堅経験者研修 ２　初任者研修及び中堅経験者研修 ２　初任者研修及び中堅経験者研修 ２　初任者研修及び中堅経験者研修

　の本市実施分を年間計画に沿って 　の本市実施分を年間計画に沿って 　の本市実施分を年間計画に沿って 　の本市実施分を年間計画に沿って

　実施しました。 　実施しました。 　実施しました。 　実施しました。

■実施結果

１　教員の経験年数に応じた研修を市として計画的に行い、資質の向上に努めました。

２　小中一貫校の一層の連携を図り、とどろみの森学園、彩都の丘学園で公開授業研究会を行いました。

３　組織的な学校運営や校内研究の推進をねらい、学校力向上パイロット校を設定し、当該校を会場に研修会を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　人事権移譲に伴う研修の企画、検証、整理を引き続き行う必要があります。

担 当 部 局 304400 子ども未来創造局 教育センター 

事業名  6 教育センター教材資料整備事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  5 教育センター費

予 算 現 額 1,575,000円 決 算 額 1,195,532円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 379,468円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市教育センター条例

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　カリキュラムセンター化に向けて教育図書や視聴覚教材、教育指導資料などの収集･整備･充実を図ります。

２　拡大コピー機、カラーコピー機、パソコン等ＩＣＴ機器の有効活用によるすぐれた教材作成の支援を行い、各学校園の教育活動のニーズに応

　じた教材機器の整備を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

１　教育指導資料の収集･整備･充実 １　教育指導資料の収集･整備･充実 １　教育指導資料の収集･整備･充実 １　教育指導資料の収集･整備･充実

　を図りました。 　を図りました。 　を図りました。 　を図りました。

２　印刷機器、ICT機器等の管理に ２　印刷機器、ICT機器等の管理に ２　印刷機器、ICT機器等の管理に ２　印刷機器、ICT機器等の管理に

　努めました。 　努めました。 　努めました。 　努めました。

■実施結果

１　カリキュラムセンター化に向けて教育図書や視聴覚教材、教育指導資料などの収集･整備･充実を図りました。

２　拡大コピー機、カラーコピー機、パソコン等ICT機器の有効活用による優れた教材作成の支援を行い、各学校の教育活動のニーズに応じた教

　材の整備を行いました。

３　保有の視聴覚教材に係る著作権対応において、貸し出しの可否を再度整理しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。
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担 当 部 局 304400 子ども未来創造局 教育センター 

事業名  5 教育研修事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  5 教育センター費

予 算 現 額 1,786,000円 決 算 額 1,418,347円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 367,653円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

教育公務員特例法第21条　地方教育行政の組織及び運営に関する法律第45条　箕面市教育センター条例

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　箕面市立幼稚園、小・中学校の教職員を対象に、研修計画に沿って、講師を招聘し、教育センターや各校園を会場として研修を実施し、教職

 　員の教育力向上を図ります。

２　大阪府より豊能地区教職員人事協議会に移管された法定研修（初任者研修、中堅経験者研修）を、豊能地区研修部会としてサポート



、団体より活動及び交付金

要綱に基づき、交付金の交付決定及 利用状況の報告を受けました。

び交付を行いました。

■実施結果

　交付金を交付したことにより、各教職員研究団体がそれぞれの組織の特色に応じた研究を深め、また、小中学校の各校教職員間の交流により、

より一層の教育活動の発展に寄与しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　永続的に発展する教育研究活動を児童及び生徒に対し、より効果的な還元方法の検討が課題です。

担 当 部 局 304400 子ども未来創造局 教育センター 

事業名 50 教育研修事業（臨時）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  5 教育センター費

予 算 現 額 1,991,000円 決 算 額 964,660円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 1,026,340円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

教育公務員特例法第21条･23条･24条、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第45条、箕面市教育センター条例

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　府の研修及び3市2町が共同実施する研修については府に負担金を支出します。

２　大阪府教育センターが主催する研修のうち、参加が認められない研修などについては、豊能地区3市2町で共同実施や相互交流研修の充実に努

　め、多様な研究の場を保障します。

３　平成23年度まで行われていた大阪府教育センターの「カリナビ・ブランチ豊能・三島」に代わり、校内研究支援を実施します。

４　平成25年度より行なわれている秋田県由利本荘市教育員会との交流研修を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

１　豊能地区3市2町での共同実施研 １　豊能地区3市2町での共同実施研 １　豊能地区3市2町での共同実施研 １　初任者及び10年経験者研修や豊

　修や、相互交流研修を実施しまし 　修や、相互交流研修を実施しまし 　修や、相互交流研修を実施しまし 　能地区相互交流研修を実施しまし

　た。 　た。 　た。 　た。

２　由利本荘市教員等招聘研修の実 ２　由利本荘市より教頭を2名招聘 ２　由利本荘市より教育専門監を招 ２　豊能地区3市2町での共同実施や

　施に向けた調整を行いました。 　し、研修を実施しました。 　聘し、研修を実施しました。 　相互交流研修を実施しました。

■実施結果

１　人事権移譲に伴う初任者及び10年経験者研修を豊能地区教職員人事協議会を中心に3市2町で構成する研修部会で企画運営し、有効な研修を実

　施しました。また、3市2町の研修を豊能地区に開く相互交流研修を実施し、研修の幅が広がりました。

２　大阪府教育センターの研修も多くの門戸が開かれ、数多く参加しました。

３　校内研修支援を実施し、3校で公開研究会が開かれました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　豊能地区相互交流研修の内容の整理が必要です。
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担 当 部 局 304400 子ども未来創造局 教育センター 

事業名  7 教職員研究会助成事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  5 教育センター費

予 算 現 額 4,592,000円 決 算 額 4,532,260円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 59,740円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 03 市要綱 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市教育活動推進費交付金交付要綱

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　全国や府等に連なる自主研究組織への助成を行い、各研究組織の研究活動を支援します。

２　各研究団体の研究成果を箕面市内の教育活動に生かします。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　箕面市教育活動推進費交付金交付 　特にありません。 　特にありません。 　各組織



。

　　（ただし、土曜日は除きます。）

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　新放課後モデル事業2校を含む14 　新放課後モデル事業2校を含む14 　新放課後モデル事業2校を含む14 ・14学童保育室の利用状況は、入所

校の学童保育室の利用状況は、入所 校の学童保育室の利用状況は、入所 校の学童保育室の利用状況は、入所 　児童1,160人、延長登録児童数　

児童1,368人、延長登録児童数573人 児童1,298人、延長登録児童数769人 児童1,211人、延長登録児童数744人 　713人でした。（1/1現在）

でした。（4/1現在） でした。（7/1現在） でした。（10/1現在） ・規則改正手続きを行い、平成30年

　4月からの学童保育室定員を　　

　1,635人に変更しました。

■実施結果

１　増加する利用ニーズに対応し、学童保育の待機児童ゼロを継続するため、止々呂美小、南小、西小、東小、萱野東小、中小、豊川南小、彩都

　の丘小の8校について平成29年4月に学童保育室の増室を行い、定員を320人増やし1,595人としました。

２　14校の学童保育室において、円滑な運営を図ることができました。

３　平成30年4月の利用児童増加に対応するため、彩都の丘小について学童保育室の整備を行いました。

４　学童保育等の放課後関連4事業を担ってきた箕面市社会福祉協議会が受託を終了することに伴い、次期運営体制について検討を行った結果、

　平成30年度から学校の管理下での運営に移行することとし、校長の指揮のもと学校一体で子どもを守り育てる体制とします。

■実施事業の課題の整理（総括）

１　利用児童数増加に対応して待機児童を発生させないようにするため、次年度の利用人数を早期に把握し、学童保育室の増室等の整備を進める

　必要があります。

２　学校管理下による学童保育の運営を円滑に進める必要があります。

担 当 部 局 304100 子ども未来創造局 学校生活支援課 

事業名  2 子どもたちの自由な遊び場開放事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 06 子どもたちを地域ではぐくむまちづくりをめざします  1 教育総務費

取 組 19 子どもの居場所、活動拠点の整備・充実と自由な遊び場づくりを進めます  6 放課後等児童対策費

予 算 現 額 8,278,000円 決 算 額 7,910,025円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 367,975円

市の独自性 03 市単独支出（国府基準＋市α） 独自性の根拠 03 市要綱 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市立小学校における子どもたちの自由な遊び場開放事業実施要綱

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　市内在住の児童に対して自主的な遊びを促進するため、放課後に箕面市立小学校施設の一部（プレイルーム、運動場、体育館）を自由な遊び

　場として開放します。

２　学童保育と一体的な運営を図り、児童の安全確保のため有資格者の指導員を配置します。

３　指導員については子どもたちの自主的な遊びを促進したり、参加できない子どもに対して参加のきっかけを与えたりなど、子どもの遊びを支

　援する方策や子どもの安全確保について研修、情報交換を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　学校施設の一部を遊び場として開 　学校施設の一部を遊び場として開 　学校施設の一部を遊び場として開 　学校施設の一部を遊び場として開

放し、異年齢の児童がふれあうこと 放し、異年齢の児童がふれあうこと 放し、異年齢の児童がふれあうこと 放し、異年齢の児童がふれあうこと

により、児童の健全育成を図ること により、児童の健全育成を図ること により、児童の健全育成を図ること により、児童の健全育成を図ること

ができました。 ができました。 ができました。 ができました。

■実施結果

　市内在住の児童に対して、放課後に箕面市立小学校施設の一部（プレイルーム、運動場、体育館）を自由な遊び場として開放し、異年齢の児童

がふれあうことにより、児童の健全育成を図ることができました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　長期休業中の遊び場の開放については「夏季休業中における子どもの居場所づくり事業」で実施します。
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担 当 部 局 304100 子ども未来創造局 学校生活支援課 

事業名  1 学童保育実施事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 06 子どもたちを地域ではぐくむまちづくりをめざします  1 教育総務費

取 組 19 子どもの居場所、活動拠点の整備・充実と自由な遊び場づくりを進めます  6 放課後等児童対策費

予 算 現 額 209,553,000円 決 算 額 208,299,305円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 1,253,695円

市の独自性 05 国府支出金＋市（ルール分）＋市α 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市学童保育に関する条例、箕面市学童保育に関する条例施行規則、箕面市子ども・子育て支援条例

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　箕面市立小学校12校の学童保育の運営を箕面市社会福祉協議会に委託し、自由な遊び場開放事業との一体運営を実施します。

２　午後5時以降も児童の保育が困難な家庭について、事前申請のうえ午後7時までの延長保育受け入れを行います



対して案内文書及び利用 　実績結果の集計を行いました。 　特にありません。

協議を行い、エアコンのないプレイ 　カードを配布しました。

ルームについては教室の変更を学校 　（申込3,448人）

と調整しました。 ・7月21日から8月25日までの22日　

　間プレイルームを開放しました。

　（延べ利用児童数13,072人）

■実施結果

１　平成29年7月21日から8月25日までの間（8月11日～8月15日は除く）市立小学校12校においてプレイルームを開放し、夏休みの児童の居場所　

　づくりを実施しました。

２　在籍児童の48％（3,448人）の登録がありました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　利用児童の多い学校は、利用教室の変更または追加を学校と調整する必要があります。

担 当 部 局 304100 子ども未来創造局 学校生活支援課 

事業名  4 新放課後モデル事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 06 子どもたちを地域ではぐくむまちづくりをめざします  1 教育総務費

取 組 19 子どもの居場所、活動拠点の整備・充実と自由な遊び場づくりを進めます  6 放課後等児童対策費

予 算 現 額 46,145,000円 決 算 額 46,145,000円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 0円

市の独自性 03 市単独支出（国府基準＋市α） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　学童保育は放課後から午後5時まで、夏休み等の学校休業日は午前8時から午後5時まで実施します。（延長保育は午後7時、土曜日は、午前8

　時から午後5時まで実施します。）

２　活動プログラムとして学習、運動、体験の3分野からなり、児童の学力・体力の向上及び様々な分野への興味関心を広げることに寄与するプ

　ログラムを実施します。

３　学校に既設されているプレイルーム、運動場及び体育館を児童に開放し、安心安全な自由遊びの場を提供します。

４　宿題に取り組む児童のために、自学自習ができる「スタディルーム」を提供します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　4月に学童保育、遊び場開放、及 ・7月に豊川北小及び中小において 　活動プログラムを豊川北小41回、 ・3月に豊川北小及び中小において

びスタディルーム、5月に活動プロ 　第1回運営会議を開催しました。 中小38回実施しました。 　第2回運営会議を開催しました。

グラムを開始し、活動プログラムを ・活動プログラムを豊川北小49回、 ・活動プログラムを豊川北小32回、

豊川北小23回、中小25回実施しまし 　中小35回実施しました。 　中小41回実施しました。

た。

■実施結果

１　豊川北小学校及び中小学校において従来の学童保育に加え、遊び場開放、スタディルーム及び学習・運動・体験の各種活動プログラムを一体

　的に実施し、子どもたちにとって、より充実した放課後の居場所づくりを実現できました。

２　新たな学習支援の手法を検討した結果、平成30年度からスタディルームの指導員を1教室あたり1名増員し、様々な家庭環境にある低学力の子

　どもを中心に、きめ細やかな学習支援を実施し、子ども成長見守りシステムにより学習支援施策の客観的な効果検証を行います。

３　学童保育等の放課後関連4事業を担ってきた箕面市社会福祉協議会が受託を終了することに伴い、次期運営体制について検討を行った結果、

　平成30年度から学校の管理下での運営に移行することとし、校長の指揮のもと学校一体で子どもを守り育てる体制とします。

■実施事業の課題の整理（総括）

　活動プログラムの内容、供給量、地域との連携促進及び新たな学習支援の手法を引き続き検証する必要があるため、平成30年度も本事業を継続

実施します。
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担 当 部 局 304100 子ども未来創造局 学校生活支援課 

事業名  3 夏季休業中における子どもの居場所づくり事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 06 子どもたちを地域ではぐくむまちづくりをめざします  1 教育総務費

取 組 19 子どもの居場所、活動拠点の整備・充実と自由な遊び場づくりを進めます  6 放課後等児童対策費

予 算 現 額 3,599,000円 決 算 額 3,592,822円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 6,178円

市の独自性 06 国府支出金のみ（市負担なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　プレイルームには居場所づくり指導員を配置し、児童の見守りを行います。

２　運営を箕面市社会福祉協議会に、校門での安全管理員配置を箕面市シルバー人材センターに委託します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　実施に向けて学校及び関係機関と ・保護者に



にありません。 　次年度申込児童の増加により彩都

南小学童保育室において、必要物品 保育室にエアコンを設置しました。 の丘小の増室が必要となり、学校と

を整備しました。 調整のうえ教室を確保し、必要物品

を整備し、各学童保育室に平成30年

度からの学校管理下での運営移行に

伴う、必要物品を整備しました。

■実施結果

１　学童保育利用児童の増加に伴い、南小、東小、西小、豊川南小、彩都の丘小の学童保育室を整備しました。

２　増室した南小、東小、西小、豊川南小学童保育室に、環境整備のためにエアコンを設置しました。

３　平成30年度からの学校管理下での運営の移行に伴い、各学童保育室に必要な物品を整備しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　利用希望児童の増加に伴い、待機児童を発生させないため、学童保育室の整備が必要となります。

担 当 部 局 304500 子ども未来創造局 学校施設管理室 

事業名 50 彩都の丘小中一貫校増築等事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  7 小中一貫校整備費

予 算 現 額 26,173,000円 決 算 額 26,055,990円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 117,010円

市の独自性 05 国府支出金＋市（ルール分）＋市α 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　彩都の丘小中学校区域における、児童・生徒急増に対応する増築に伴う、備品等の購入及び設計監理委託等を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　設計監理委託契約を締結しまし 　備品を購入しました。 　特にありません。 　消耗品及び備品等を購入しまし

た。 た。

■実施結果

１　設計監理委託契約を締結しました。

２　消耗品及び備品等を購入しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　学校運営に支障がないよう、今後も計画的に事業を実施します。
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担 当 部 局 304100 子ども未来創造局 学校生活支援課 

事業名 50 学童保育室整備事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 06 子どもたちを地域ではぐくむまちづくりをめざします  1 教育総務費

取 組 19 子どもの居場所、活動拠点の整備・充実と自由な遊び場づくりを進めます  6 放課後等児童対策費

予 算 現 額 14,324,000円 決 算 額 7,621,556円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 6,702,444円

市の独自性 04 国府支出金＋市（ルール分） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　学童保育利用児童の増加に伴う学童保育室の整備を行います。

・実施校　南小、東小、西小、豊川南小、彩都の丘小

・南小、東小、豊川南小エアコン設置

・彩都の丘小施設修繕

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　増室した南小、東小、西小、豊川 　南小、東小、西小、豊川南小学童 　特



委託

　た。 　料を支払いました。

・増築工事に伴う現場監理委託の契 ・予算の一部を翌年度に繰り越しま

　約を締結しました。 　した。

■実施結果

１　増築工事、増築工事に伴う電気設備工事及び機械設備工事の契約を締結しました。

２　増築工事に伴う現場監理委託の契約を締結しました。

３　消耗品及び備品を購入しました。

４　電子黒板設定委託を締結し、委託料を支払いました。

５　予算の一部を翌年度に繰り越しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　学校運営に支障がないよう、今後も計画的に事業を実施します。

担 当 部 局 304500 子ども未来創造局 学校施設管理室 

事業名 90 止々呂美小中一貫校増築事業（H28繰越明許費）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  7 小中一貫校整備費

予 算 現 額 13,907,378円 決 算 額 9,072,000円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 4,835,378円

市の独自性 04 国府支出金＋市（ルール分） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

学校給食法第4条、学校給食衛生管理基準

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　止々呂美小中一貫校の給食室を整備します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　実施設計委託の契約手続を行いま 　実施設計委託の契約を締結しまし 　特にありません。 　実施設計の委託料を支払いまし

した。 た。 た。

■実施結果

　実施設計委託を完了しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。
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担 当 部 局 304500 子ども未来創造局 学校施設管理室 

事業名 51 止々呂美小中一貫校増築事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  7 小中一貫校整備費

予 算 現 額 810,179,000円 決 算 額 245,529,580円 翌年度繰越額 564,649,420円 不 用 額 0円

市の独自性 05 国府支出金＋市（ルール分）＋市α 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　校舎増築の工事、現場監理委託等を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　増築工事の契約を締結しました。 ・増築工事に伴う電気設備工事及び 　特にありません。 ・消耗品及び備品を購入しました。

　機械設備工事の契約を締結しまし ・電子黒板設定委託を締結し、



を進めました。 　ました。 た。

・空調設備整備工事に伴う現場監理

　委託の契約を締結しました。

■実施結果

　空調設備整備工事を完了しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 304500 子ども未来創造局 学校施設管理室 

事業名 91 小中学校体育館空調設備整備事業（Ｈ２８経済対策）（繰越明許費）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます 90 学校共通施設費

予 算 現 額 900,000,000円 決 算 額 793,005,120円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 106,994,880円

市の独自性 02 市単独支出（国府基準どおり） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　小中学校体育館に空調設備を整備し、機能性の向上を図ります。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　空調設備整備工事に伴う実施設計 　空調設備整備工事に伴う実施設計 ・空調設備整備工事の契約を締結し 　空調設備整備工事の契約を締結

を進めました。 を進めました。 　ました。 し、工事を完了しました。

・空調設備整備工事に伴う現場監理

　委託の契約を締結しました。

■実施結果

　空調設備整備工事を完了しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。
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担 当 部 局 304500 子ども未来創造局 学校施設管理室 

事業名 90 小中学校特別教室空調設備整備事業（Ｈ２８経済対策）（繰越明許費）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます 90 学校共通施設費

予 算 現 額 541,370,000円 決 算 額 524,276,280円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 17,093,720円

市の独自性 04 国府支出金＋市（ルール分） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　小中学校特別教室等に空調設備を整備し、児童・生徒の教育環境の向上を図ります。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　空調設備整備工事に伴う実施設計 ・空調設備整備工事の契約を締結し 　空調設備整備工事を完了しまし 　特にありません。



実施結果

職員数　54人

給与費　【給料】149,509,671円　【職員手当等】97,701,011円　【共済費】49,635,140円

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 304100 子ども未来創造局 学校生活支援課 

事業名  3 小学校管理事業（学校生活支援）
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 2,235,000円 決 算 額 2,198,574円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 36,426円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　学校運営に係る報償金（卒業記念品）、消耗品費、通信運搬費、委託料、賃借料の支払いをします。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　学校運営に係る消耗品費、通信運 　学校運営に係る消耗品費、通信運 　学校運営に係る委託料、賃借料を 　学校運営に係る報償金、消耗品費

搬費、委託料、賃借料を支払いまし 搬費、委託料、賃借料を支払いまし 支払いました。 、手数料、委託料、賃借料を支払い

た。 た。 ました。

■実施結果

　学校運営係る報償金（卒業記念品）、消耗品費、通信運搬費（郵便切手・ハガキ）、手数料（グランドピアノ運搬）、委託料（印刷機保守）、

賃借料（緊急搬送用タクシー）の支払いをしました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。
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担 当 部 局 222200 総務部 人事室 

事業名  1 人件費（小学校・学校管理費）
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  2 小学校費

取 組 55 内部管理  1 学校管理費

予 算 現 額 299,485,000円 決 算 額 296,845,822円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 2,639,178円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市一般職の職員の給与に関する条例、箕面市一般職の職員の給与に関する規則

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　職員の給料、各手当の支給や共済費の支払いをします。給与の詳細は市ホームページにおいて公表しています。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　条例、規則に基づき適正に執行し 　条例、規則に基づき適正に執行し 　条例、規則に基づき適正に執行し 　条例、規則に基づき適正に執行し

ました。 ました。 ました。 ました。

■



る学校設備品や

　学校運営に必要な消耗品等を購入 　学校運営に必要な消耗品等を購入 　学校運営に必要な消耗品等を購入 　学校運営に必要な消耗品等を購入

　しました。 　しました。 　しました。 　しました。

・施設等の修繕を実施しました。 ・備品や施設等の修理・修繕を実施 ・備品や施設等の修理・修繕を実施 ・施設等の修繕を実施しました。

　しました。 　しました。

■実施結果

１　経常的に必要となる学校設備品や学校運営に必要な消耗品を購入しました。

２　備品や施設等の修理・修繕を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　学校施設等を適切に管理運営していく必要があります。

担 当 部 局 304102 子ども未来創造局 学校生活支援課 止々呂美小学校

事業名 11 止々呂美小学校管理運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 1,667,000円 決 算 額 1,663,340円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 3,660円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　小学校を運営するにあたり経常的に必要となる学校設備品等を整備するとともに、消耗品等の購入、備品・施設等の修理・修繕を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・経常的に必要となる学校設備品や ・経常的に必要となる学校設備品や 　経常的に必要となる学校設備品や ・経常的に必要となる学校設備品や

　学校運営に必要な消耗品等を購入 　学校運営に必要な消耗品等を購入 学校運営に必要な消耗品等を購入し 　学校運営に必要な消耗品等を購入

　しました。 　しました。 ました。 　しました。

・備品の修理を実施しました。 ・備品の修理を実施しました。 ・備品の修理を実施しました。

■実施結果

１　経常的に必要となる学校設備品や学校運営に必要な消耗品を購入しました。

２　備品や施設等の修理・修繕を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　学校施設等を適切に管理運営していく必要があります。
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担 当 部 局 304101 子ども未来創造局 学校生活支援課 箕面小学校

事業名 10 箕面小学校管理運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 2,975,000円 決 算 額 2,964,985円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 10,015円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　小学校を運営するにあたり経常的に必要となる学校設備品等を整備するとともに、消耗品等の購入、備品・施設等の修理・修繕を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・経常的に必要となる学校設備品や ・経常的に必要となる学校設備品や ・経常的に必要となる学校設備品や ・経常的に必要とな



学校設備品や

　学校運営に必要な消耗品等を購入 　学校運営に必要な消耗品等を購入 　学校運営に必要な消耗品等を購入 　学校運営に必要な消耗品等を購入

　しました。 　しました。 　しました。 　しました。

・備品や施設等の修理・修繕を実施 ・備品や施設等の修理・修繕を実施 ・施設等の修繕を実施しました。 ・備品や施設等の修理・修繕を実施

　しました。 　しました。 　しました。

■実施結果

１　経常的に必要となる学校設備品や学校運営に必要な消耗品を購入しました。

２　備品や施設等の修理・修繕を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　学校施設等を適切に管理運営していく必要があります。

担 当 部 局 304104 子ども未来創造局 学校生活支援課 北小学校

事業名 13 北小学校管理運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 2,065,000円 決 算 額 2,027,286円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 37,714円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　小学校を運営するにあたり経常的に必要となる学校設備品等を整備するとともに、消耗品等の購入、備品・施設等の修理・修繕を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・経常的に必要となる学校設備品や 　経常的に必要となる学校設備品や ・経常的に必要となる学校設備品や ・経常的に必要となる学校設備品や

　学校運営に必要な消耗品等を購入 学校運営に必要な消耗品等を購入し 　学校運営に必要な消耗品等を購入 　学校運営に必要な消耗品等を購入

　しました。 ました。 　しました。 　しました。

・施設等の修繕を実施しました。 ・備品や施設等の修理・修繕を実施 ・備品や施設等の修理・修繕を実施

　しました。 　しました。

■実施結果

１　経常的に必要となる学校設備品や学校運営に必要な消耗品を購入しました。

２　備品や施設等の修理・修繕を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　学校施設等を適切に管理運営していく必要があります。

362

平成２９年度事業成果説明書

担 当 部 局 304103 子ども未来創造局 学校生活支援課 萱野小学校

事業名 12 萱野小学校管理運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 2,995,000円 決 算 額 2,992,535円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 2,465円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　小学校を運営するにあたり経常的に必要となる学校設備品等を整備するとともに、消耗品等の購入、備品・施設等の修理・修繕を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・経常的に必要となる学校設備品や ・経常的に必要となる学校設備品や ・経常的に必要となる学校設備品や ・経常的に必要となる



設備品や

　学校運営に必要な消耗品等を購入 学校運営に必要な消耗品等を購入し 　学校運営に必要な消耗品等を購入 　学校運営に必要な消耗品等を購入

　しました。 ました。 　しました。 　しました。

・備品の修理を実施しました。 ・備品の修理を実施しました。 ・備品の修理を実施しました。

■実施結果

１　経常的に必要となる学校設備品や学校運営に必要な消耗品を購入しました。

２　備品や施設等の修理・修繕を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　学校施設等を適切に管理運営していく必要があります。

担 当 部 局 304106 子ども未来創造局 学校生活支援課 西小学校

事業名 15 西小学校管理運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 3,758,000円 決 算 額 3,757,716円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 284円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　小学校を運営するにあたり経常的に必要となる学校設備品等を整備するとともに、消耗品等の購入、備品・施設等の修理・修繕を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・経常的に必要となる学校設備品や ・経常的に必要となる学校設備品や ・経常的に必要となる学校設備品や ・経常的に必要となる学校設備品や

　学校運営に必要な消耗品等を購入 　学校運営に必要な消耗品等を購入 　学校運営に必要な消耗品等を購入 　学校運営に必要な消耗品等を購入

　しました。 　しました。 　しました。 　しました。

・備品や施設等の修理・修繕を実施 ・備品や施設等の修理・修繕を実施 ・備品や施設等の修理・修繕を実施 ・備品や施設等の修理・修繕を実施

　しました。 　しました。 　しました。 　しました。

■実施結果

１　経常的に必要となる学校設備品や学校運営に必要な消耗品を購入しました。

２　備品や施設等の修理・修繕を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　学校施設等を適切に管理運営していく必要があります。
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担 当 部 局 304105 子ども未来創造局 学校生活支援課 南小学校

事業名 14 南小学校管理運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 2,909,740円 決 算 額 2,906,806円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 2,934円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　小学校を運営するにあたり経常的に必要となる学校設備品等を整備するとともに、消耗品等の購入、備品・施設等の修理・修繕を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・経常的に必要となる学校設備品や 　経常的に必要となる学校設備品や ・経常的に必要となる学校設備品や ・経常的に必要となる学校



設備品や

　学校運営に必要な消耗品等を購入 学校運営に必要な消耗品等を購入し 　学校運営に必要な消耗品等を購入 　学校運営に必要な消耗品等を購入

　しました。 ました。 　しました。 　しました。

・備品や施設等の修理・修繕を実施 ・備品や施設等の修理・修繕を実施 ・備品や施設等の修理・修繕を実施

　しました。 　しました。 　しました。

■実施結果

１　経常的に必要となる学校設備品や学校運営に必要な消耗品を購入しました。

２　備品や施設等の修理・修繕を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　学校施設等を適切に管理運営していく必要があります。

担 当 部 局 304108 子ども未来創造局 学校生活支援課 西南小学校

事業名 17 西南小学校管理運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 3,411,485円 決 算 額 3,406,087円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 5,398円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　小学校を運営するにあたり経常的に必要となる学校設備品等を整備するとともに、消耗品等の購入、備品・施設等の修理・修繕を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・経常的に必要となる学校設備品や ・経常的に必要となる学校設備品や ・経常的に必要となる学校設備品や ・経常的に必要となる学校設備品や

　学校運営に必要な消耗品等を購入 　学校運営に必要な消耗品等を購入 　学校運営に必要な消耗品等を購入 　学校運営に必要な消耗品等を購入

　しました。 　しました。 　しました。 　しました。

・施設等の修繕を実施しました。 ・備品や施設等の修理・修繕を実施 ・備品や施設等の修理・修繕を実施 ・備品や施設等の修理・修繕を実施

　しました。 　しました。 　しました。

■実施結果

１　経常的に必要となる学校設備品や学校運営に必要な消耗品を購入しました。

２　備品や施設等の修理・修繕を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　学校施設等を適切に管理運営していく必要があります。

364

平成２９年度事業成果説明書

担 当 部 局 304107 子ども未来創造局 学校生活支援課 東小学校

事業名 16 東小学校管理運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 2,691,000円 決 算 額 2,681,943円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 9,057円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　小学校を運営するにあたり経常的に必要となる学校設備品等を整備するとともに、消耗品等の購入、備品・施設等の修理・修繕を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・経常的に必要となる学校設備品や 　経常的に必要となる学校設備品や ・経常的に必要となる学校設備品や ・経常的に必要となる学校



となる学校設備品や

　学校運営に必要な消耗品等を購入 　学校運営に必要な消耗品等を購入 　学校運営に必要な消耗品等を購入 　学校運営に必要な消耗品等を購入

　しました。 　しました。 　しました。 　しました。

・備品や施設等の修理・修繕を実施 ・施設等の修繕を実施しました。 ・備品や施設等の修理・修繕を実施 ・備品の修理を実施しました。

　しました。 　しました。

■実施結果

１　経常的に必要となる学校設備品や学校運営に必要な消耗品を購入しました。

２　備品や施設等の修理・修繕を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　学校施設等を適切に管理運営していく必要があります。

担 当 部 局 304110 子ども未来創造局 学校生活支援課 豊川北小学校

事業名 19 豊川北小学校管理運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 2,388,000円 決 算 額 2,386,807円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 1,193円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　小学校を運営するにあたり経常的に必要となる学校設備品等を整備するとともに、消耗品等の購入、備品・施設等の修理・修繕を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・経常的に必要となる学校設備品や ・経常的に必要となる学校設備品や ・経常的に必要となる学校設備品や ・経常的に必要となる学校設備品や

　学校運営に必要な消耗品等を購入 　学校運営に必要な消耗品等を購入 　学校運営に必要な消耗品等を購入 　学校運営に必要な消耗品等を購入

　しました。 　しました。 　しました。 　しました。

・備品や施設等の修理・修繕を実施 ・備品の修理を実施しました。 ・備品の修理を実施しました。 ・備品や施設等の修理・修繕を実施

　しました。 　しました。

■実施結果

１　経常的に必要となる学校設備品や学校運営に必要な消耗品を購入しました。

２　備品や施設等の修理・修繕を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　学校施設等を適切に管理運営していく必要があります。
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担 当 部 局 304109 子ども未来創造局 学校生活支援課 萱野東小学校

事業名 18 萱野東小学校管理運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 3,740,000円 決 算 額 3,724,948円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 15,052円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　小学校を運営するにあたり経常的に必要となる学校設備品等を整備するとともに、消耗品等の購入、備品・施設等の修理・修繕を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・経常的に必要となる学校設備品や ・経常的に必要となる学校設備品や ・経常的に必要となる学校設備品や ・経常的に必要



校設備品や

　学校運営に必要な消耗品等を購入 　学校運営に必要な消耗品等を購入 　学校運営に必要な消耗品等を購入 　学校運営に必要な消耗品等を購入

　しました。 　しました。 　しました。 　しました。

・施設等の修繕を実施しました。 ・備品や施設等の修理・修繕を実施 ・備品の修理を実施しました。 ・施設等の修繕を実施しました。

　しました。

■実施結果

１　経常的に必要となる学校設備品や学校運営に必要な消耗品を購入しました。

２　備品や施設等の修理・修繕を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　学校施設等を適切に管理運営していく必要があります。

担 当 部 局 304112 子ども未来創造局 学校生活支援課 豊川南小学校

事業名 21 豊川南小学校管理運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 4,007,000円 決 算 額 4,003,071円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 3,929円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　小学校を運営するにあたり経常的に必要となる学校設備品等を整備するとともに、消耗品等の購入、備品・施設等の修理・修繕を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・経常的に必要となる学校設備品や ・経常的に必要となる学校設備品や 　経常的に必要となる学校設備品や ・経常的に必要となる学校設備品や

　学校運営に必要な消耗品等を購入 　学校運営に必要な消耗品等を購入 学校運営に必要な消耗品等を購入し 　学校運営に必要な消耗品等を購入

　しました。 　しました。 ました。 　しました。

・施設等の修繕を実施しました。 ・備品や施設等の修理・修繕を実施 ・備品や施設等の修理・修繕を実施

　しました。 　しました。

■実施結果

１　経常的に必要となる学校設備品や学校運営に必要な消耗品を購入しました。

２　備品や施設等の修理・修繕を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　学校施設等を適切に管理運営していく必要があります。
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担 当 部 局 304111 子ども未来創造局 学校生活支援課 中小学校

事業名 20 中小学校管理運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 3,786,000円 決 算 額 3,755,127円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 30,873円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　小学校を運営するにあたり経常的に必要となる学校設備品等を整備するとともに、消耗品等の購入、備品・施設等の修理・修繕を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・経常的に必要となる学校設備品や ・経常的に必要となる学校設備品や ・経常的に必要となる学校設備品や ・経常的に必要となる学



なる学校設備品や

　学校運営に必要な消耗品等を購入 　学校運営に必要な消耗品等を購入 学校運営に必要な消耗品等を購入し 　学校運営に必要な消耗品等を購入

　しました。 　しました。 ました。 　しました。

・備品や施設等の修理・修繕を実施 ・備品の修理を実施しました。 ・施設等の修繕を実施しました。

　しました。

■実施結果

１　経常的に必要となる学校設備品や学校運営に必要な消耗品を購入しました。

２　備品や施設等の修理・修繕を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　学校施設等を適切に管理運営していく必要があります。

担 当 部 局 304114 子ども未来創造局 学校生活支援課 彩都の丘小学校

事業名 23 彩都の丘小学校管理運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 3,002,000円 決 算 額 2,990,227円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 11,773円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　小学校を運営するにあたり経常的に必要となる学校設備品等を整備するとともに、消耗品等の購入、備品・施設等の修理・修繕を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・経常的に必要となる学校設備品や ・経常的に必要となる学校設備品や ・経常的に必要となる学校設備品や ・経常的に必要となる学校設備品や

　学校運営に必要な消耗品等を購入 　学校運営に必要な消耗品等を購入 　学校運営に必要な消耗品等を購入 　学校運営に必要な消耗品等を購入

　しました。 　しました。 　しました。 　しました。

・備品の修理を実施しました。 ・備品や施設等の修理・修繕を実施 ・備品の修理を実施しました。 ・備品の修理を実施しました。

　しました。

■実施結果

１　経常的に必要となる学校設備品や学校運営に必要な消耗品を購入しました。

２　備品や施設等の修理・修繕を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　学校施設等を適切に管理運営していく必要があります。
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担 当 部 局 304113 子ども未来創造局 学校生活支援課 萱野北小学校

事業名 22 萱野北小学校管理運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 2,161,000円 決 算 額 2,152,616円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 8,384円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　小学校を運営するにあたり経常的に必要となる学校設備品等を整備するとともに、消耗品等の購入、備品・施設等の修理・修繕を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・経常的に必要となる学校設備品や ・経常的に必要となる学校設備品や 　経常的に必要となる学校設備品や ・経常的に必要と



配置コンピュータの保守や １　学校配置コンピュータの保守や

　サポートを実施しました。 　サポートを実施しました。 　サポートを実施しました。 　サポートを実施しました。

２　導入ソフトや電子教材を活用し ２　導入ソフトや電子教材を活用し ２　導入ソフトや電子教材を活用し ２　導入ソフトや電子教材を活用し

　た教育の充実を図りました。 　た教育の充実を図りました。 　た教育の充実を図りました。 　た教育の充実を図りました。

３　学校ＯＡサポートにて、学校の ３　学校ＯＡサポートにて、学校の ３　学校ＯＡサポートにて、学校の ３　学校ＯＡサポートにて、学校の

　サポート体制を充実させました。 　サポート体制を充実させました。 　サポート体制を充実させました。 　サポート体制を充実させました。

■実施結果

１　小学校における教育用コンピュータ、図書館システムおよび校務用コンピュータの保守やサポートを行い、ＩＣＴ機器を適正に維持、管理し

　ました。

２　導入ソフトや電子教材を活用した教育の充実を図りました。

３　学校ＯＡサポートにて、小学校のサポート体制を充実させました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　小学校におけるＩＣＴ機器を適正に維持、管理するとともに、学校に対するサポートを継続する体制づくりを引き続き行います。

担 当 部 局 304500 子ども未来創造局 学校施設管理室 

事業名 30 小学校管理事業（学校施設管理）
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 188,753,000円 決 算 額 187,777,278円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 975,722円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　学校運営に係る旅費、消耗品費、修繕料、光熱水費、通信運搬費等の支払いをします。

２　施設管理に係る設備保守業務・止々呂美小中一貫校管理業務（ＰＦＩ）等の委託を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　消耗品費、光熱水費、修繕料等の 　消耗品費、光熱水費、修繕料等の 　消耗品費、光熱水費、修繕料等の 　消耗品費、光熱水費、修繕料等の

支払いを行いました。 支払いを行いました。 支払いを行いました。 支払いを行いました。

■実施結果

１　学校運営に係る旅費、消耗品費、修繕料、光熱水費、通信運搬費等の支払いをしました。

２　施設管理に係る設備保守業務・止々呂美小中一貫校管理業務（ＰＦＩ）等の委託を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　良好な教育環境の提供のため、学校運営経費の適切な確保が必要です。
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担 当 部 局 304400 子ども未来創造局 教育センター 

事業名 25 学校配置コンピュータ管理事業（小学校）
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 32,563,320円 決 算 額 32,423,833円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 139,487円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市教育センター条例

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　教育用コンピュータ、図書館システム、教職員用コンピュータ及び校務用コンピュータの保守やサポートを行い、ＩＣＴ機器を適正に維持、管

理します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

１　学校配置コンピュータの保守や １　学校配置コンピュータの保守や １　学校



品を整備しました ・不足消耗品、備品を整備しまし　

　た。 　た。 。 　た。

・児童用机、椅子を整備しました。 ・老朽化した机、椅子の入替を行い ・児童用机、椅子を整備しました。

・机、椅子の状態調査を行い、老朽 　ました。

　化した机、椅子の入替に伴う入札

　依頼を行いました。

■実施結果

１　止々呂美小学校、彩都の丘小学校において児童数急増に対する不足消耗品、備品を整備しました。

２　児童用机、椅子を整備しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　良好な教育環境の提供のため、老朽化した児童用机、椅子を計画的に整備する必要があります。

担 当 部 局 304400 子ども未来創造局 教育センター 

事業名 55 学校配置コンピュータ整備事業（小学校）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 3,490,680円 決 算 額 3,467,232円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 23,448円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市教育センター条例

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　図書館システムのプリンタを更新します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　学校図書館システムの機器設置及 ・学校図書館システムの機器調達を 　特にありません。 　新環境導入に向けた学校の電力調

び設定作業委託を行いました。 　行いました。 査を行いました。

・学校図書館システムの機器設置及

　び設定作業委託を完了しました。

■実施結果

１　小学校における学校図書館システムの機器設置及び設定作業委託を行いました。

２　教育ＩＣＴ新環境導入に向けた小学校の電力調査を行いました。

　

　

※予算流用　需用費559,440円増（学校配置コンピュータ管理事業（小学校）から流用）

　　　　　　小学校教職員採用人数の増加によりセキュリティＵＳＢの必要数が当初想定していた数量より増加したため

■実施事業の課題の整理（総括）

　今後の適切な保守運用が課題です。
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担 当 部 局 304100 子ども未来創造局 学校生活支援課 

事業名 50 小学校管理事業（臨時）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 13,517,000円 決 算 額 13,513,427円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 3,573円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　止々呂美小学校、彩都の丘小学校の児童急増に対する不足消耗品、備品を整備します。

２　児童数増により不足が生じた机、椅子を整備します。

３　老朽化した机、椅子を入れ替えます。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・不足消耗品、備品を整備しまし　 ・不足消耗品、備品を整備しまし　 　不足消耗品、備



果）

・校庭芝生化に伴う維持管理を実施 ・校庭芝生化に伴う維持管理を実施 ・グラウンド整備等のための消耗品 ・校庭芝生化に伴う維持管理を実施

　しました。 　しました。 　を購入しました。 　しました。

・管理用機器を修理しました。 ・管理用機器を修理しました。 ・管理用機器を修理しました。 ・管理用機器を修理しました。

■実施結果

１　校庭芝生化に伴う維持管理を行いました。

２　管理用機器の修理を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　校庭芝生化に伴う維持管理を今後も適切に行う必要があります。

担 当 部 局 304500 子ども未来創造局 学校施設管理室 

事業名 61 小学校施設維持管理事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 19,197,000円 決 算 額 18,947,566円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 249,434円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　点検結果に基づく不良箇所の修繕（電気設備、消防設備、プールろ過設備、給水設備、遊具・体育施設）において、学校の安全を確保する

　ため実施します。

２　プールろ過機のろ材を入れ替えます。

３　エアコンフィルターの交換、洗浄委託を実施します。

４　小学校施設における不良箇所等の小中規模の改修工事を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・学校施設維持管理のための業務委 ・学校施設維持管理のための業務委 ・消耗品を購入しました。 ・消耗品を購入しました。

　託を行いました。 　託を行いました。 ・各種修繕を実施しました。 ・各種修繕を実施しました。

・エアコンフィルターの交換を実施 ・エアコンフィルターの交換を実施

　しました。 　しました。

・各種修繕を実施しました。 ・各種修繕を実施しました。

■実施結果

１　小学校の各種設備不良箇所の修繕（電気設備、消防設備、プールろ過設備、給水設備、遊具・体育施設）を実施しました。

２　プールろ過機のろ材を入れ替えました。

３　エアコンフィルターの交換、洗浄委託を実施しました。

４　小学校施設における不良箇所等の小中規模の改修工事を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

１　今後も適正な施設の維持管理に努めます。

２　学校教育に支障がないよう、休業期間を中心に工事を施行するため、工程をよく調整する必要があります。

３　老朽設備の計画的な修繕を行う必要があります。
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担 当 部 局 304500 子ども未来創造局 学校施設管理室 

事業名 60 学校緑化推進事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 3,070,000円 決 算 額 3,024,363円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 45,637円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　校庭芝生化に伴う維持管理（豊川北小学校、萱野小学校、とどろみの森学園、西南小学校、南小学校、萱野北小学校、東小学校、萱野東小学

　校、北小学校、中小学校、箕面小学校、豊川南小学校）を行います。

２　管理用機器の修理を実施します。

３　エッジ処理の業務委託を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成



等補助金の実

　績報告を行い、補助金の額が確定

　しました。

■実施結果

　箕面、北小学校において、理科教育の振興を図るための教材教具等（顕微鏡他）を整備しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 304101 子ども未来創造局 学校生活支援課 箕面小学校

事業名 10 箕面小学校教育振興事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  2 教育振興費

予 算 現 額 1,226,000円 決 算 額 1,225,189円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 811円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　児童の学習意欲を高めるために必要な指導用消耗品、教材教具及び図書館の図書を整備し、教育活動が円滑に進められるようにします。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　指導用消耗品や教材教具を購入し 　指導用消耗品や図書を購入しまし 　指導用消耗品、教材教具や図書を 　指導用消耗品や図書を購入しまし

ました。 た。 購入しました。 た。

■実施結果

１　指導用消耗品を購入しました。

２　指導用教材教具（電子式スクール直線ミシン他）を購入しました。

３　学校図書館の図書（計267冊）を購入しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　指導上必要な消耗品、教材教具及び図書を適切に整備する必要があります。
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担 当 部 局 304100 子ども未来創造局 学校生活支援課 

事業名  1 小学校教育振興事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  2 教育振興費

予 算 現 額 500,000円 決 算 額 494,948円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 5,052円

市の独自性 04 国府支出金＋市（ルール分） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　理科教育の振興を図るための教材教具等を整備します。（箕面小、北小）

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　理科教育設備整備費等補助金の交 　理科教育振興教材教具を整備しま ・理科教育振興教材教具を整備しま 　特にありません。

付申請を行い、交付が決定しました した。（箕面小） 　した。（北小）

。 ・理科教育設備整備費



書を購入しまし

た。 購入しました。 た。 た。

■実施結果

１　指導用消耗品を購入しました。

２　指導用教材教具（顕微鏡用デジタルカメラアダプター他）を購入しました。

３　学校図書館の図書（計243冊）を購入しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　指導上必要な消耗品、教材教具及び図書を適切に整備する必要があります。

担 当 部 局 304103 子ども未来創造局 学校生活支援課 萱野小学校

事業名 12 萱野小学校教育振興事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  2 教育振興費

予 算 現 額 1,688,000円 決 算 額 1,687,148円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 852円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　児童の学習意欲を高めるために必要な指導用消耗品、教材教具及び図書館の図書を整備し、教育活動が円滑に進められるようにします。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　指導用消耗品、教材教具や図書を 　指導用消耗品や図書を購入しまし 　指導用消耗品や図書を購入しまし 　指導用消耗品、教材教具や図書を

購入しました。 た。 た。 購入しました。

■実施結果

１　指導用消耗品を購入しました。

２　指導用教材教具（学校用オルガン他）を購入しました。

３　学校図書館の図書（計371冊）を購入しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　指導上必要な消耗品、教材教具及び図書を適切に整備する必要があります。
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担 当 部 局 304102 子ども未来創造局 学校生活支援課 止々呂美小学校

事業名 11 止々呂美小学校教育振興事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  2 教育振興費

予 算 現 額 1,499,000円 決 算 額 1,490,603円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 8,397円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　児童の学習意欲を高めるために必要な指導用消耗品、教材教具及び図書館の図書を整備し、教育活動が円滑に進められるようにします。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　指導用消耗品や図書を購入しまし 　指導用消耗品、教材教具や図書を 　指導用消耗品や図書を購入しまし 　指導用消耗品や図



入しました。 た。 購入しました。

■実施結果

１　指導用消耗品を購入しました。

２　指導用教材教具（吸水ローラー他）を購入しました。

３　学校図書館の図書（計214冊）を購入しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　指導上必要な消耗品、教材教具及び図書を適切に整備する必要があります。

担 当 部 局 304105 子ども未来創造局 学校生活支援課 南小学校

事業名 14 南小学校教育振興事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  2 教育振興費

予 算 現 額 1,095,260円 決 算 額 1,095,209円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 51円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　児童の学習意欲を高めるために必要な指導用消耗品、教材教具及び図書館の図書を整備し、教育活動が円滑に進められるようにします。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　指導用消耗品、教材教具や図書を 　指導用消耗品や図書を購入しまし 　指導用消耗品、教材教具や図書を 　指導用消耗品、教材教具や図書を

購入しました。 た。 購入しました。 購入しました。

■実施結果

１　指導用消耗品を購入しました。

２　指導用教材教具（電子式スクール直線ミシン他）を購入しました。

３　学校図書館の図書（計269冊）を購入しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　指導上必要な消耗品、教材教具及び図書を適切に整備する必要があります。
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担 当 部 局 304104 子ども未来創造局 学校生活支援課 北小学校

事業名 13 北小学校教育振興事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  2 教育振興費

予 算 現 額 880,000円 決 算 額 878,486円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 1,514円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　児童の学習意欲を高めるために必要な指導用消耗品、教材教具及び図書館の図書を整備し、教育活動が円滑に進められるようにします。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　指導用消耗品や図書を購入しまし 　指導用消耗品、教材教具や図書を 　指導用消耗品や図書を購入しまし 　指導用消耗品、教材教具や図書を

た。 購



入しました。 た。 購入しました。 た。

■実施結果

１　指導用消耗品を購入しました。

２　指導用教材教具（学校用オルガン他）を購入しました。

３　学校図書館の図書（計342冊）を購入しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　指導上必要な消耗品、教材教具及び図書を適切に整備する必要があります。

担 当 部 局 304107 子ども未来創造局 学校生活支援課 東小学校

事業名 16 東小学校教育振興事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  2 教育振興費

予 算 現 額 1,230,000円 決 算 額 1,211,959円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 18,041円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　児童の学習意欲を高めるために必要な指導用消耗品、教材教具及び図書館の図書を整備し、教育活動が円滑に進められるようにします。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　指導用消耗品、教材教具や図書を 　指導用消耗品、教材教具や図書を 　指導用消耗品や図書を購入しまし 　指導用消耗品や図書を購入しまし

購入しました。 購入しました。 た。 た。

■実施結果

１　指導用消耗品を購入しました。

２　指導用教材教具（立体模型19種セット他）を購入しました。

３　学校図書館の図書（計430冊）を購入しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　指導上必要な消耗品、教材教具及び図書を適切に整備する必要があります。
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担 当 部 局 304106 子ども未来創造局 学校生活支援課 西小学校

事業名 15 西小学校教育振興事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  2 教育振興費

予 算 現 額 1,569,000円 決 算 額 1,568,796円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 204円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　児童の学習意欲を高めるために必要な指導用消耗品、教材教具及び図書館の図書を整備し、教育活動が円滑に進められるようにします。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　指導用消耗品、教材教具や図書を 　指導用消耗品や図書を購入しまし 　指導用消耗品、教材教具や図書を 　指導用消耗品や図書を購入しまし

購



し

購入しました。 購入しました。 購入しました。 た。

■実施結果

１　指導用消耗品を購入しました。

２　指導用教材教具（ワイヤレスアンプ他）を購入しました。

３　学校図書館の図書（計359冊）を購入しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　指導上必要な消耗品、教材教具及び図書を適切に整備する必要があります。

担 当 部 局 304109 子ども未来創造局 学校生活支援課 萱野東小学校

事業名 18 萱野東小学校教育振興事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  2 教育振興費

予 算 現 額 1,476,000円 決 算 額 1,475,116円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 884円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　児童の学習意欲を高めるために必要な指導用消耗品、教材教具及び図書館の図書を整備し、教育活動が円滑に進められるようにします。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　指導用消耗品や図書を購入しまし 　指導用消耗品や図書を購入しまし 　指導用消耗品や図書を購入しまし 　指導用消耗品や図書を購入しまし

た。 た。 た。 た。

■実施結果

１　指導用消耗品を購入しました。

２　学校図書館の図書（計333冊）を購入しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　指導上必要な消耗品及び図書を適切に整備する必要があります。
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担 当 部 局 304108 子ども未来創造局 学校生活支援課 西南小学校

事業名 17 西南小学校教育振興事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  2 教育振興費

予 算 現 額 1,470,515円 決 算 額 1,470,353円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 162円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　児童の学習意欲を高めるために必要な指導用消耗品、教材教具及び図書館の図書を整備し、教育活動が円滑に進められるようにします。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　指導用消耗品、教材教具や図書を 　指導用消耗品、教材教具や図書を 　指導用消耗品、教材教具や図書を 　指導用消耗品や図書を購入しま



を購入しまし

購入しました。 た。 た。 た。

■実施結果

１　指導用消耗品を購入しました。

２　指導用教材教具（電子式スクール直線ミシン他）を購入しました。

３　学校図書館の図書（計378冊）を購入しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　指導上必要な消耗品、教材教具及び図書を適切に整備する必要があります。

担 当 部 局 304111 子ども未来創造局 学校生活支援課 中小学校

事業名 20 中小学校教育振興事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  2 教育振興費

予 算 現 額 1,385,000円 決 算 額 1,384,108円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 892円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　児童の学習意欲を高めるために必要な指導用消耗品、教材教具及び図書館の図書を整備し、教育活動が円滑に進められるようにします。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　指導用消耗品、教材教具や図書を 　指導用消耗品や図書を購入しまし 　指導用消耗品や図書を購入しまし 　指導用消耗品、教材教具や図書を

購入しました。 た。 た。 購入しました。

■実施結果

１　指導用消耗品を購入しました。

２　指導用教材教具（ザイロホーン他）を購入しました。

３　学校図書館の図書（計497冊）を購入しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　指導上必要な消耗品、教材教具及び図書を適切に整備する必要があります。
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担 当 部 局 304110 子ども未来創造局 学校生活支援課 豊川北小学校

事業名 19 豊川北小学校教育振興事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  2 教育振興費

予 算 現 額 1,431,000円 決 算 額 1,412,483円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 18,517円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　児童の学習意欲を高めるために必要な指導用消耗品、教材教具及び図書館の図書を整備し、教育活動が円滑に進められるようにします。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　指導用消耗品、教材教具や図書を 　指導用消耗品や図書を購入しまし 　指導用消耗品や図書を購入しまし 　指導用消耗品や図書



を購入しまし

購入しました。 た。 購入しました。 た。

■実施結果

１　指導用消耗品を購入しました。

２　指導用教材教具（電子式スクール直線ミシン他）を購入しました。

３　学校図書館の図書（計347冊）を購入しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　指導上必要な消耗品、教材教具及び図書を適切に整備する必要があります。

担 当 部 局 304113 子ども未来創造局 学校生活支援課 萱野北小学校

事業名 22 萱野北小学校教育振興事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  2 教育振興費

予 算 現 額 766,000円 決 算 額 765,268円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 732円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　児童の学習意欲を高めるために必要な指導用消耗品、教材教具及び図書館の図書を整備し、教育活動が円滑に進められるようにします。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　指導用消耗品や図書を購入しまし 　指導用消耗品や図書を購入しまし 　指導用消耗品や図書を購入しまし 　指導用消耗品や図書を購入しまし

た。 た。 た。 た。

■実施結果

１　指導用消耗品を購入しました。

２　学校図書館の図書（計252冊）を購入しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　指導上必要な消耗品及び図書を適切に整備する必要があります。
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担 当 部 局 304112 子ども未来創造局 学校生活支援課 豊川南小学校

事業名 21 豊川南小学校教育振興事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  2 教育振興費

予 算 現 額 1,770,000円 決 算 額 1,759,504円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 10,496円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　児童の学習意欲を高めるために必要な指導用消耗品、教材教具及び図書館の図書を整備し、教育活動が円滑に進められるようにします。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　指導用消耗品、教材教具や図書を 　指導用消耗品や図書を購入しまし 　指導用消耗品、教材教具や図書を 　指導用消耗品や図書



購入しまし

た。 た。 た。 た。

■実施結果

１　指導用消耗品を購入しました。

２　学校図書館の図書（計534冊）を購入しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　指導上必要な消耗品及び図書を適切に整備する必要があります。

担 当 部 局 304100 子ども未来創造局 学校生活支援課 

事業名 27 児童就学援助事業（扶助費）
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  2 教育振興費

予 算 現 額 34,382,000円 決 算 額 31,944,489円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 2,437,511円

市の独自性 05 国府支出金＋市（ルール分）＋市α 独自性の根拠 02 市規則 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

学校教育法第19条、箕面市就学援助規則、箕面市就学援助費給付要綱、箕面市支援教育就学奨励費給付要綱

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　経済的理由により箕面市立小学校への就学が困難な児童の世帯に学用品費等を補助します。

　（援助項目は、新入学用品費、学用品費、校外活動費、修学旅行費、通学費、学校病治療費、30年度入学準備金です。）

２　支援学級在籍生徒に対して、学用品費等を補助します。

　（援助項目は、新入学用品費、学用品費、校外活動費、修学旅行費です。）

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　平成29年度就学援助の申請を受付 ・随時申請者への追加認定（認定　 ・随時申請者への追加認定（認定　 ・追加認定（認定者：27名）、学用

し、当初認定に係る事務を行いまし 　者：15名）、認定者への学用品費 　者：19名）、認定者への学用品費 　品費等の支給

た。 　等の支給 　等の支給 ・平成30年度入学準備金の受付・認

・受付期間：入学日～6月1日 ・支援教育就学奨励の受付(申請　 ・支援教育就学奨励の認定及び学用 　定・支給（認定者：111名）

・申請者数：860名 　者：266名） 　品費等の支給（認定者：239名） ・支援教育就学奨励（学用品費）の

・認定者数：805名 　支給

■実施結果

１　就学援助

　　認定者：要保護者（生活保護受給者）36名

　　　　　　準要保護者（世帯の前年所得が生活保護法による需要額の1.2倍以内である等の世帯）830名

２　支援教育就学奨励

　　認定者：239名（支援学級在籍児童で、世帯の前年所得が生活保護法による需要額の2.5倍以内である世帯）

■実施事業の課題の整理（総括）

１　近隣他市の状況・動向の把握に努める必要があります。

２　制度の一層の周知に努める必要があります。
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担 当 部 局 304114 子ども未来創造局 学校生活支援課 彩都の丘小学校

事業名 23 彩都の丘小学校教育振興事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  2 教育振興費

予 算 現 額 1,436,000円 決 算 額 1,435,537円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 463円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　児童の学習意欲を高めるために必要な指導用消耗品、教材教具及び図書館の図書を整備し、教育活動が円滑に進められるようにします。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　指導用消耗品や図書を購入しまし 　指導用消耗品や図書を購入しまし 　指導用消耗品や図書を購入しまし 　指導用消耗品や図書を



施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 304500 子ども未来創造局 学校施設管理室 

事業名 50 立替施行に係る償還事業（小学校）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  3 教育施設費

予 算 現 額 42,127,000円 決 算 額 42,126,794円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 206円

市の独自性 02 市単独支出（国府基準どおり） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　大阪府の立替施行により建設した止々呂美小学校（小中一貫校）の建設費を償還します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　償還金（前期）を支払いました。 　特にありません。 　償還金（後期）を支払いました。

■実施結果

　償還金の支払いを行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。
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担 当 部 局 304104 子ども未来創造局 学校生活支援課 北小学校

事業名 53 北小学校教育振興事業（臨時）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  2 教育振興費

予 算 現 額 300,000円 決 算 額 300,000円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 0円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　ふるさと寄附金を活用して教育環境の整備を図ります。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　特にありません。 　アコーディオン、グロッケン、ポ 　特にありません。

ータブルワイヤレスアンプセットを

整備しました。

■実施結果

　ふるさと寄附金を活用してアコーディオン他を購入しました。

■実



を

た。 支払いました。 た。 支払いました。

■実施結果

　償還金の支払いを行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 304500 子ども未来創造局 学校施設管理室 

事業名 52 豊川南小学校改修事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  3 教育施設費

予 算 現 額 10,827,000円 決 算 額 10,825,660円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 1,340円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　豊川南小学校改修のため、工事、備品の購入等を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 ・普通教室改修工事の契約を締結し 　特にありません。 　特にありません。

　ました。

・改修に伴う備品を購入しました。

■実施結果

１　普通教室改修工事を実施しました。

２　改修に伴う備品を購入しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。
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担 当 部 局 304500 子ども未来創造局 学校施設管理室 

事業名 51 都市再生機構立替施行に係る償還事業（小学校）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  3 教育施設費

予 算 現 額 473,047,000円 決 算 額 473,046,040円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 960円

市の独自性 02 市単独支出（国府基準どおり） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　都市再生機構の立替施行により建設した彩都の丘小学校（小中一貫校）の既存校舎及び増築の建設費を償還します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　増築に伴う償還金を支払いまし 　既存校舎及び増築に伴う償還金を 　増築に伴う償還金を支払いまし 　既存校舎及び増築に伴う償還金



備工事の契約を締結しました。

２　負担金の支払いを行いました。

３　消耗品及び備品等を購入しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 222200 総務部 人事室 

事業名  1 人件費（中学校・学校管理費）
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  3 中学校費

取 組 55 内部管理  1 学校管理費

予 算 現 額 119,364,000円 決 算 額 118,217,606円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 1,146,394円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市一般職の職員の給与に関する条例、箕面市一般職の職員の給与に関する規則

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　職員の給料、各手当の支給や共済費の支払いをします。給与の詳細は市ホームページにおいて公表しています。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　条例、規則に基づき適正に執行し 　条例、規則に基づき適正に執行し 　条例、規則に基づき適正に執行し 　条例、規則に基づき適正に執行し

ました。 ました。 ました。 ました。

■実施結果

職員数　21人

給与費　【給料】57,766,507円　【職員手当等】40,463,607円　【共済費】19,987,492円

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。
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担 当 部 局 304500 子ども未来創造局 学校施設管理室 

事業名 53 彩都の丘学園地域安全センター整備事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  3 教育施設費

予 算 現 額 37,157,000円 決 算 額 37,010,728円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 146,272円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　彩都の丘学園に地域安全センターを整備します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　建築工事、機械設備工事、電気設 　負担金の支払いを行いました。 　消耗品及び備品等を購入しまし

備工事の契約を締結しました。 た。

■実施結果

１　建築工事、機械設備工事、電気設



ました 費、委託料、賃借料を支払いました 支払いました。 委託料、賃借料を支払いました。

。 。

■実施結果

　学校運営に係る報償金（卒業記念品）、消耗品費、通信運搬費（郵便切手・ハガキ）、委託料（印刷機保守）、賃借料（緊急搬送用タクシー）

の支払いをしました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 304121 子ども未来創造局 学校生活支援課 第一中学校

事業名 10 第一中学校管理運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  3 中学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 4,950,093円 決 算 額 4,949,621円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 472円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　中学校を運営するにあたり経常的に必要となる学校設備品等を整備するとともに、消耗品等の購入、備品・施設等の修理・修繕を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　経常的に必要となる学校設備品や ・経常的に必要となる学校設備品や ・経常的に必要となる学校設備品や ・経常的に必要となる学校設備品や

学校運営に必要な消耗品等を購入し 　学校運営に必要な消耗品等を購入 　学校運営に必要な消耗品等を購入 　学校運営に必要な消耗品等を購入

ました。 　しました。 　しました。 　しました。

・施設等の修繕を実施しました。 ・備品や施設等の修理・修繕を実施 ・備品や施設等の修理・修繕を実施

　しました。 　しました。

■実施結果

１　経常的に必要となる学校設備品や学校運営に必要な消耗品を購入しました。

２　備品や施設等の修理・修繕を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　学校施設等を適切に管理運営していく必要があります。
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担 当 部 局 304100 子ども未来創造局 学校生活支援課 

事業名  3 中学校管理事業（学校生活支援）
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  3 中学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 1,752,000円 決 算 額 1,663,360円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 88,640円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　学校運営に係る報償金（卒業記念品）、消耗品費、通信運搬費、委託料、賃借料の支払いをします。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　学校運営に係る消耗品、通信運搬 　学校運営に係る消耗品、通信運搬 　学校運営に係る委託料、賃借料を 　学校運営に係る報償金、消耗品、

費、委託料、賃借料を支払い



る学校設備品や

　学校運営に必要な消耗品等を購入 　学校運営に必要な消耗品等を購入 　学校運営に必要な消耗品等を購入 　学校運営に必要な消耗品等を購入

　しました。 　しました。 　しました。 　しました。

・備品や施設等の修理・修繕を実施 ・備品の修理を実施しました。 ・備品の修理を実施しました。 ・備品や施設等の修理・修繕を実施

　しました。 　しました。

■実施結果

１　経常的に必要となる学校設備品や学校運営に必要な消耗品を購入しました。

２　備品や施設等の修理・修繕を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　学校施設等を適切に管理運営していく必要があります。

担 当 部 局 304123 子ども未来創造局 学校生活支援課 第三中学校

事業名 12 第三中学校管理運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  3 中学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 4,623,000円 決 算 額 4,621,578円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 1,422円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　中学校を運営するにあたり経常的に必要となる学校設備品等を整備するとともに、消耗品等の購入、備品・施設等の修理・修繕を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・経常的に必要となる学校設備品や ・経常的に必要となる学校設備品や ・経常的に必要となる学校設備品や ・経常的に必要となる学校設備品や

　学校運営に必要な消耗品等を購入 　学校運営に必要な消耗品等を購入 　学校運営に必要な消耗品等を購入 　学校運営に必要な消耗品等を購入

　しました。 　しました。 　しました。 　しました。

・備品や施設等の修理・修繕を実施 ・備品や施設等の修理・修繕を実施 ・備品や施設等の修理・修繕を実施 ・備品や施設等の修理・修繕を実施

　しました。 　しました。 　しました。 　しました。

■実施結果

１　経常的に必要となる学校設備品や学校運営に必要な消耗品を購入しました。

２　備品や施設等の修理・修繕を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　学校施設等を適切に管理運営していく必要があります。
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担 当 部 局 304122 子ども未来創造局 学校生活支援課 第二中学校

事業名 11 第二中学校管理運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  3 中学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 3,940,000円 決 算 額 3,885,728円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 54,272円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　中学校を運営するにあたり経常的に必要となる学校設備品等を整備するとともに、消耗品等の購入、備品・施設等の修理・修繕を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・経常的に必要となる学校設備品や ・経常的に必要となる学校設備品や ・経常的に必要となる学校設備品や ・経常的に必要とな



る学校設備品や

　学校運営に必要な消耗品等を購入 　学校運営に必要な消耗品等を購入 　学校運営に必要な消耗品等を購入 　学校運営に必要な消耗品等を購入

　しました。 　しました。 　しました。 　しました。

・備品や施設等の修理・修繕を実施 ・施設等の修繕を実施しました。 ・備品や施設等の修理・修繕を実施 ・備品や施設等の修理・修繕を実施

　しました。 　しました。 　しました。

■実施結果

１　経常的に必要となる学校設備品や学校運営に必要な消耗品を購入しました。

２　備品や施設等の修理・修繕を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　学校施設等を適切に管理運営していく必要があります。

担 当 部 局 304125 子ども未来創造局 学校生活支援課 第五中学校

事業名 14 第五中学校管理運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  3 中学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 4,362,000円 決 算 額 4,351,883円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 10,117円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　中学校を運営するにあたり経常的に必要となる学校設備品等を整備するとともに、消耗品等の購入、備品・施設等の修理・修繕を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　経常的に必要となる学校設備品や ・経常的に必要となる学校設備品や ・経常的に必要となる学校設備品や ・経常的に必要となる学校設備品や

学校運営に必要な消耗品等を購入し 　学校運営に必要な消耗品等を購入 　学校運営に必要な消耗品等を購入 　学校運営に必要な消耗品等を購入

ました。 　しました。 　しました。 　しました。

・備品や施設等の修理・修繕を実施 ・備品や施設等の修理・修繕を実施 ・備品や施設等の修理・修繕を実施

　しました。 　しました。 　しました。

■実施結果

１　経常的に必要となる学校設備品や学校運営に必要な消耗品を購入しました。

２　備品や施設等の修理・修繕を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　学校施設等を適切に管理運営していく必要があります。
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担 当 部 局 304124 子ども未来創造局 学校生活支援課 第四中学校

事業名 13 第四中学校管理運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  3 中学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 4,846,000円 決 算 額 4,808,728円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 37,272円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　中学校を運営するにあたり経常的に必要となる学校設備品等を整備するとともに、消耗品等の購入、備品・施設等の修理・修繕を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・経常的に必要となる学校設備品や ・経常的に必要となる学校設備品や ・経常的に必要となる学校設備品や ・経常的に必要とな



る学校設備品や

　学校運営に必要な消耗品等を購入 学校運営に必要な消耗品等を購入し 　学校運営に必要な消耗品等を購入 　学校運営に必要な消耗品等を購入

　しました。 ました。 　しました。 　しました。

・備品の修理を実施しました。 ・備品の修理を実施しました。 ・備品の修理を実施しました。

■実施結果

１　経常的に必要となる学校設備品や学校運営に必要な消耗品を購入しました。

２　備品の修理を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　学校施設等を適切に管理運営していく必要があります。

担 当 部 局 304127 子ども未来創造局 学校生活支援課 止々呂美中学校

事業名 16 止々呂美中学校管理運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  3 中学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 1,526,000円 決 算 額 1,525,750円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 250円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　中学校を運営するにあたり経常的に必要となる学校設備品等を整備するとともに、消耗品等の購入、備品・施設等の修理・修繕を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　経常的に必要となる学校設備品や ・経常的に必要となる学校設備品や ・経常的に必要となる学校設備品や ・経常的に必要となる学校設備品や

学校運営に必要な消耗品等を購入し 　学校運営に必要な消耗品等を購入 　学校運営に必要な消耗品等を購入 　学校運営に必要な消耗品等を購入

ました。 　しました。 　しました。 　しました。

・施設等の修繕を実施しました。 ・施設等の修繕を実施しました。 ・備品の修理を実施しました。

■実施結果

１　経常的に必要となる学校設備品や学校運営に必要な消耗品を購入しました。

２　備品や施設等の修理・修繕を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　学校施設等を適切に管理運営していく必要があります。
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担 当 部 局 304126 子ども未来創造局 学校生活支援課 第六中学校

事業名 15 第六中学校管理運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  3 中学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 3,748,000円 決 算 額 3,729,885円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 18,115円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　中学校を運営するにあたり経常的に必要となる学校設備品等を整備するとともに、消耗品等の購入、備品・施設等の修理・修繕を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・経常的に必要となる学校設備品や 　経常的に必要となる学校設備品や ・経常的に必要となる学校設備品や ・経常的に必要とな



なる学校設備品や

学校運営に必要な消耗品等を購入し 学校運営に必要な消耗品等を購入し 学校運営に必要な消耗品等を購入し 学校運営に必要な消耗品等を購入し

ました。 ました。 ました。 ました。

■実施結果

　経常的に必要となる学校設備品や学校運営に必要な消耗品を購入しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　学校施設等を適切に管理運営していく必要があります。

担 当 部 局 304400 子ども未来創造局 教育センター 

事業名 25 学校配置コンピュータ管理事業（中学校）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  3 中学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 25,508,440円 決 算 額 24,865,483円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 642,957円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市教育センター条例

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　教育用コンピュータ、図書館システム及び校務用コンピュータの保守やサポートを行い、ＩＣＴ機器を適正に維持、管理します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

１　学校配置コンピュータの保守や １　学校配置コンピュータの保守や １　学校配置コンピュータの保守や １　学校配置コンピュータの保守や

　サポートを実施しました。 　サポートを実施しました。 　サポートを実施しました。 　サポートを実施しました。

２　導入ソフトや電子教材を活用し ２　導入ソフトや電子教材を活用し ２　導入ソフトや電子教材を活用し ２　導入ソフトや電子教材を活用し

　た教育の充実を図りました。 　た教育の充実を図りました。 　た教育の充実を図りました。 　た教育の充実を図りました。

３　学校ＯＡサポートにて、学校の ３　学校ＯＡサポートにて、学校の ３　学校ＯＡサポートにて、学校の ３　学校ＯＡサポートにて、学校の

　サポート体制を充実させました。 　サポート体制を充実させました。 　サポート体制を充実させました。 　サポート体制を充実させました。

■実施結果

１　中学校における教育用コンピュータ、図書館システムおよび公務用コンピュータの保守やサポートを行い、ＩＣＴ機器を適正に維持、管理し

　ました。

２　導入ソフトや電子教材を活用した教育の充実を図りました。

３　学校ＯＡサポートにて、中学校のサポート体制を充実させました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　中学校におけるＩＣＴ機器を適正に維持、管理するとともに、学校に対するサポートを継続する体制づくりを引き続き行います。

386

平成２９年度事業成果説明書

担 当 部 局 304128 子ども未来創造局 学校生活支援課 彩都の丘中学校

事業名 17 彩都の丘中学校管理運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  3 中学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 1,464,000円 決 算 額 1,463,564円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 436円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　中学校を運営するにあたり経常的に必要となる学校設備品等を整備するとともに、消耗品等の購入、備品・施設等の修理・修繕を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　経常的に必要となる学校設備品や 　経常的に必要となる学校設備品や 　経常的に必要となる学校設備品や 　経常的に必要と



消耗品費、燃料費、光熱水費、修 　消耗品費、燃料費、光熱水費、修

繕料等の支払いを行いました。 繕料等の支払いを行いました。 繕料等の支払いを行いました。 繕料等の支払いを行いました。

■実施結果

１　学校運営に係る旅費、消耗品費、修繕料、光熱水費、通信運搬費等の支払いをしました。

２　施設管理に係る設備保守業務・止々呂美小中一貫校管理業務（ＰＦＩ）等の委託を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　良好な教育環境の提供のため、学校運営費の適切な確保が必要です。

担 当 部 局 304100 子ども未来創造局 学校生活支援課 

事業名 50 中学校管理事業（臨時）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  3 中学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 7,042,000円 決 算 額 7,037,524円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 4,476円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　止々呂美中学校、彩都の丘中学校の生徒数急増に対する不足消耗品、備品を整備します。

２　生徒数増により不足が生じた机、椅子を整備します。

３　老朽化した机、椅子を入れ替えます。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・不足消耗品、備品を整備しまし　 ・不足消耗品を整備しました。 　特にありません。 ・不足消耗品、備品を整備しまし　

　た。 ・老朽化した机、椅子の入替を行い 　た。

・生徒用机、椅子を整備しました。 　ました。 ・生徒用机、椅子を整備しました。

・机、椅子の状態調査を行い、老朽

　化した机、椅子の入替に伴う入札

　依頼を行いました。

■実施結果

１　止々呂美中学校、彩都の丘中学校において生徒数急増に対する不足消耗品、備品を整備しました。

２　生徒用机、椅子を整備しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　良好な教育環境の提供のため、老朽化した生徒用机、椅子を計画的に整備する必要があります。
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担 当 部 局 304500 子ども未来創造局 学校施設管理室 

事業名 30 中学校管理事業（学校施設管理）
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  3 中学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 160,458,000円 決 算 額 160,389,865円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 68,135円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　学校運営に係る旅費、消耗品費、修繕料、光熱水費、通信運搬費等の支払いをします。

２　施設管理に係る設備保守業務・止々呂美小中一貫校管理業務（ＰＦＩ）等の委託を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　消耗品費、燃料費、光熱水費、修 　消耗品費、燃料費、光熱水費、修 　



校図書館システムの機器の設置

　及び設定作業委託を完了しまし　

　た。

■実施結果

１　中学校における学校図書館システムの機器の設置及び設定作業委託を行いました。

２　教育ＩＣＴ新環境導入に向けた中学校の電力調査を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　今後の適切な保守運用が課題です。

担 当 部 局 304500 子ども未来創造局 学校施設管理室 

事業名 60 中学校施設維持管理事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  3 中学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 17,080,000円 決 算 額 15,757,400円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 1,322,600円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　点検結果に基づく不良箇所の修繕（電気設備、消防設備、プールろ過設備、給水設備、遊具・体育施設）において、学校の安全を確保する

　ため実施します。

２　プールろ過機のろ材を入替えます。

３　エアコンフィルターの交換、洗浄委託を実施します。

４　中学校施設における不良箇所等の小中規模の改修工事を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・学校施設維持管理のための業務委 ・学校施設維持管理のための業務委 ・消耗品を購入しました。 ・消耗品を購入しました。

　託を行いました。 　託を行いました。 ・各種修繕を実施しました。 ・各種修繕を実施しました。

・エアコンフィルターの交換を実施 ・エアコンフィルターの交換を実施

　しました。 　しました。

・各種修繕を実施しました。 ・各種修繕を実施しました。

■実施結果

１　中学校の各種設備不良箇所の修繕（電気設備、消防設備、プールろ過設備、給水設備、遊具・体育施設）を実施しました。

２　プールろ過機のろ材を入れ替えました。

３　エアコンフィルターの交換、洗浄委託を実施しました。

４　中学校施設における不良箇所等の小中規模の改修工事を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

１　今後も適正な施設の維持管理に努めます。

２　学校教育に支障がないよう、休業期間を中心に工事を施行するため、工程をよく調整する必要があります。

３　老朽設備の計画的な修繕を行う必要があります。
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担 当 部 局 304400 子ども未来創造局 教育センター 

事業名 55 学校配置コンピュータ整備事業（中学校）
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  3 中学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 1,788,560円 決 算 額 1,772,928円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 15,632円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市教育センター条例

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　図書館システムのプリンタを更新します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　学校図書館システムの機器の設置 ・学校図書館システムの機器調達を 　特にありません。 　新環境導入に向けた学校の電力調

及び設定作業委託を行いました。 　行いました。 査を行いました。

・学



六中学校において、理科教育の振興を図るための教材教具（薬品庫他）を整備しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 304121 子ども未来創造局 学校生活支援課 第一中学校

事業名 10 第一中学校教育振興事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  3 中学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  2 教育振興費

予 算 現 額 2,491,907円 決 算 額 2,491,907円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 0円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　生徒の学習意欲を高めるために必要な指導用消耗品、教材教具及び図書館の図書を整備し、教育活動が円滑に進められるようにします。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　指導用消耗品、教材教具や図書を 　指導用消耗品や図書を購入しまし 　指導用消耗品や図書を購入しまし 　指導用消耗品、教材教具や図書を

購入しました。 た。 た。 購入しました。

■実施結果

１　指導用消耗品を購入しました。

２　指導用教材教具（電子式ジグザグミシン他）を購入しました。

３　学校図書館の図書（計390冊）を購入しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　指導上必要な消耗品、教材教具及び図書を適切に整備する必要があります。
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担 当 部 局 304100 子ども未来創造局 学校生活支援課 

事業名  1 中学校教育振興事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  3 中学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  2 教育振興費

予 算 現 額 500,000円 決 算 額 500,000円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 0円

市の独自性 04 国府支出金＋市（ルール分） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　理科教育の振興を図るための教材教具を整備します。（六中）

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　理科教育設備整備費等補助金の交 　理科教育振興教材教具を整備しま 　理科教育設備整備費等補助金の実 　特にありません。

付申請を行い、交付が決定しました した。（六中） 績報告を行い、補助金の額が確定し

。 ました。

■実施結果

　第



し

購入しました。 た。 購入しました。 た。

■実施結果

１　指導用消耗品を購入しました。

２　指導用教材教具（コースロープ他）を購入しました。

３　学校図書館の図書（計390冊）を購入しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　指導上必要な消耗品、教材教具及び図書を適切に整備する必要があります。

担 当 部 局 304123 子ども未来創造局 学校生活支援課 第三中学校

事業名 12 第三中学校教育振興事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  3 中学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  2 教育振興費

予 算 現 額 2,316,000円 決 算 額 2,315,883円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 117円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　生徒の学習意欲を高めるために必要な指導用消耗品、教材教具及び図書館の図書を整備し、教育活動が円滑に進められるようにします。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　指導用消耗品、教材教具や図書を 　指導用消耗品、教材教具や図書を 　指導用消耗品や図書を購入しまし 　指導用消耗品や図書を購入しまし

購入しました。 購入しました。 た。 た。

■実施結果

１　指導用消耗品を購入しました。

２　指導用教材教具（バリトンサックス他）を購入しました。

３　学校図書館の図書（計456冊）を購入しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　指導上必要な消耗品、教材教具及び図書を適切に整備する必要があります。
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担 当 部 局 304122 子ども未来創造局 学校生活支援課 第二中学校

事業名 11 第二中学校教育振興事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  3 中学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  2 教育振興費

予 算 現 額 1,720,000円 決 算 額 1,719,811円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 189円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　生徒の学習意欲を高めるために必要な指導用消耗品、教材教具及び図書館の図書を整備し、教育活動が円滑に進められるようにします。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　指導用消耗品、教材教具や図書を 　指導用消耗品や図書を購入しまし 　指導用消耗品、教材教具や図書を 　指導用消耗品や図書を購入しま



し

購入しました。 た。 た。 た。

■実施結果

１　指導用消耗品を購入しました。

２　指導用教材教具（ホルン他）を購入しました。

３　学校図書館の図書（計485冊）を購入しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　指導上必要な消耗品、教材教具及び図書を適切に整備する必要があります。

担 当 部 局 304125 子ども未来創造局 学校生活支援課 第五中学校

事業名 14 第五中学校教育振興事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  3 中学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  2 教育振興費

予 算 現 額 1,654,000円 決 算 額 1,648,534円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 5,466円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　生徒の学習意欲を高めるために必要な指導用消耗品、教材教具及び図書館の図書を整備し、教育活動が円滑に進められるようにします。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　指導用消耗品、教材教具や図書を 　指導用消耗品や図書を購入しまし 　指導用消耗品、教材教具や図書を 　指導用消耗品、教材教具や図書を

購入しました。 た。 購入しました。 購入しました。

■実施結果

１　指導用消耗品を購入しました。

２　指導用教材教具（フルート他）を購入しました。

３　学校図書館の図書（計352冊）を購入しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　指導上必要な消耗品、教材教具及び図書を適切に整備する必要があります。
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担 当 部 局 304124 子ども未来創造局 学校生活支援課 第四中学校

事業名 13 第四中学校教育振興事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  3 中学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  2 教育振興費

予 算 現 額 2,592,000円 決 算 額 2,591,411円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 589円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　生徒の学習意欲を高めるために必要な指導用消耗品、教材教具及び図書館の図書を整備し、教育活動が円滑に進められるようにします。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　指導用消耗品、教材教具や図書を 　指導用消耗品や図書を購入しまし 　指導用消耗品や図書を購入しまし 　指導用消耗品や図書を購入しま



し

購入しました。 た。 購入しました。 た。

■実施結果

１　指導用消耗品を購入しました。

２　指導用教材教具（直流電流計他）を購入しました。

３　学校図書館の図書（計449冊）を購入しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　指導上必要な消耗品、教材教具及び図書を適切に整備する必要があります。

担 当 部 局 304127 子ども未来創造局 学校生活支援課 止々呂美中学校

事業名 16 止々呂美中学校教育振興事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  3 中学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  2 教育振興費

予 算 現 額 977,000円 決 算 額 976,903円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 97円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　生徒の学習意欲を高めるために必要な指導用消耗品、教材教具及び図書館の図書を整備し、教育活動が円滑に進められるようにします。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　指導用消耗品を購入しました。 　指導用消耗品や図書を購入しまし 　指導用消耗品や図書を購入しまし 　指導用消耗品や図書を購入しまし

た。 た。 た。

■実施結果

１　指導用消耗品を購入しました。

２　学校図書館の図書（計200冊）を購入しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　指導上必要な消耗品、教材教具及び図書を適切に整備する必要があります。
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担 当 部 局 304126 子ども未来創造局 学校生活支援課 第六中学校

事業名 15 第六中学校教育振興事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  3 中学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  2 教育振興費

予 算 現 額 2,260,000円 決 算 額 2,259,898円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 102円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　生徒の学習意欲を高めるために必要な指導用消耗品、教材教具及び図書館の図書を整備し、教育活動が円滑に進められるようにします。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　指導用消耗品、教材教具や図書を 　指導用消耗品や図書を購入しまし 　指導用消耗品、教材教具や図書を 　指導用消耗品や図書を購入しま



を購入しまし

た。 購入しました。 た。

■実施結果

１　指導用消耗品を購入しました。

２　指導用教材教具（捺印器）を購入しました。

３　学校図書館の図書（計311冊）を購入しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　指導上必要な消耗品及び図書を適切に整備する必要があります。

担 当 部 局 304100 子ども未来創造局 学校生活支援課 

事業名 20 生徒就学援助事業（扶助費）
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  3 中学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  2 教育振興費

予 算 現 額 46,679,000円 決 算 額 43,118,971円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 3,560,029円

市の独自性 05 国府支出金＋市（ルール分）＋市α 独自性の根拠 02 市規則 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

学校教育法第19条、箕面市就学援助規則、箕面市就学援助費給付要綱、箕面市支援教育就学奨励費給付要綱

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　経済的理由により箕面市立中学校への就学が困難な生徒の世帯に学用品費等を補助します。

　（援助項目は、新入学用品費、学用品費、校外活動費、修学旅行費、通学費、学校病治療費、30年度入学準備金です。）

２　支援学級在籍生徒に対して、学用品費等を補助します。

　（援助項目は、新入学用品費、学用品費、校外活動費、修学旅行費です。）

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　平成29年度就学援助の申請を受付 ・随時申請者への追加認定（認定　 ・随時申請者への追加認定（認定　 ・追加認定（認定者：4名）、学用

し、当初認定に係る事務を行いまし 　者：6名）、認定者への学用品費 　者：7名）、認定者への学用品費 　品費等の支給

た。 　等の支給 　等の支給 ・平成30年度入学準備金の受付・認

・受付日：入学日～6月1日 ・支援教育就学奨励の受付（申請　 ・支援教育就学奨励の認定及び学用 　定・支給（認定者：6名）

・申請者数：559名 　者：85名） 　品費等の支給（認定者：75名） ・支援教育就学奨励（学用品費）の

・認定者数：518名 　支給

■実施結果

１　就学援助

　　認定者：要保護者（生活保護受給者）37名

　　　　　　準要保護者（世帯の前年所得が生活保護法による需要額の1.2倍以内である等の世帯）498名

２　支援教育就学奨励

　　認定者：75名（支援学級在籍生徒で、世帯の所得が生活保護法による需要額の2.5倍以内である世帯）

■実施事業の課題の整理（総括）

１　近隣他市の状況・動向の把握に努める必要があります。

２　制度の一層の周知に努める必要があります。
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担 当 部 局 304128 子ども未来創造局 学校生活支援課 彩都の丘中学校

事業名 17 彩都の丘中学校教育振興事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  3 中学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  2 教育振興費

予 算 現 額 1,054,000円 決 算 額 1,052,339円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 1,661円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　生徒の学習意欲を高めるために必要な指導用消耗品、教材教具及び図書館の図書を整備し、教育活動が円滑に進められるようにします。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　指導用消耗品を購入しました。 　指導用消耗品や図書を購入しまし 　指導用消耗品、教材教具や図書を 　指導用消耗品や図書



実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 304500 子ども未来創造局 学校施設管理室 

事業名 50 立替施行に係る償還事業（中学校）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  3 中学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  3 教育施設費

予 算 現 額 36,189,000円 決 算 額 36,188,613円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 387円

市の独自性 02 市単独支出（国府基準どおり） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　大阪府の立替施行により建設した止々呂美中学校（小中一貫校）の建設費を償還します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　償還金（前期）を支払いました。 　特にありません。 　償還金（後期）を支払いました。

■実施結果

　償還金の支払いを行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。
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担 当 部 局 304126 子ども未来創造局 学校生活支援課 第六中学校

事業名 50 第六中学校教育振興事業（臨時）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  3 中学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  2 教育振興費

予 算 現 額 207,000円 決 算 額 207,000円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 0円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　ふるさと寄附金を活用して第六中学校吹奏楽部の楽器の整備を図ります。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　特にありません。 　フルートとハーモニーキーボード 　特にありません。

を整備しました。

■実施結果

　ふるさと寄附金を活用して吹奏楽部の楽器（フルート他）を購入しました。

■



を

た。 支払いました。 た。 支払いました。

■実施結果

　償還金の支払いを行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 222200 総務部 人事室 

事業名  1 人件費（幼稚園費）
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  4 幼稚園費

取 組 55 内部管理  1 幼稚園費

予 算 現 額 223,119,000円 決 算 額 221,216,642円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 1,902,358円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市一般職の職員の給与に関する条例、箕面市一般職の職員の給与に関する規則

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　職員の給料、各手当の支給や共済費の支払いをします。給与の詳細は市ホームページにおいて公表しています。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　条例、規則に基づき適正に執行し 　条例、規則に基づき適正に執行し 　条例、規則に基づき適正に執行し 　条例、規則に基づき適正に執行し

ました。 ました。 ました。 ました。

■実施結果

職員数　29人

給与費　【給料】107,442,168円　【職員手当等】76,468,766円　【共済費】37,305,708円

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。
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担 当 部 局 304500 子ども未来創造局 学校施設管理室 

事業名 51 都市再生機構立替施行に係る償還事業（中学校）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  3 中学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  3 教育施設費

予 算 現 額 527,457,000円 決 算 額 527,456,394円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 606円

市の独自性 02 市単独支出（国府基準どおり） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　都市再生機構の立替施行により建設した彩都の丘中学校（小中一貫校）の既存校舎及び増築の建設費を償還します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　増築に伴う償還金を支払いまし 　既存校舎及び増築に伴う償還金を 　増築に伴う償還金を支払いまし 　既存校舎及び増築に伴う償還金



た。（全園） 　を行いました。（全園） 　を行いました。（全園）

・スプリンクラー修繕を行いまし　 ・汚水桝インバート修繕を行いまし ・ガス給湯器取替修繕を行いまし　

　た。（とよかわみなみ） 　た。（なか） 　た。（とよかわみなみ）

■実施結果

　公立幼稚園施設の適正な維持管理を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　園児の安全確保のため、施設の適正な維持管理が必要です。

担 当 部 局 306200 子ども未来創造局 幼児教育保育室 

事業名  6 幼稚園運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  4 幼稚園費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 幼稚園費

予 算 現 額 1,654,000円 決 算 額 1,432,650円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 221,350円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

学校教育法、箕面市立幼稚園条例

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　公立幼稚園の円滑な運営を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・入園記念品を贈呈しました。 　事務機器保守委託料の支払いを行 　事務機器保守委託料の支払いを行 ・卒園証書を授与し、卒園記念品を

・平成29年度分の被服を職員へ貸与 いました。 いました。 　贈呈しました。

　しました。 ・事務機器保守委託料の支払いを行

・事務機器保守委託契約を締結し、 　いました。

　委託料の支払いを行いました。

■実施結果

・公立幼稚園を円滑に運営しました。

・公立幼稚園の運営に必要な被服の貸与、物品の購入、事務機器の保守等を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。
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担 当 部 局 306200 子ども未来創造局 幼児教育保育室 

事業名  5 幼稚園管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  4 幼稚園費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 幼稚園費

予 算 現 額 5,976,000円 決 算 額 5,905,458円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 70,542円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

幼稚園設置基準、箕面市立幼稚園条例

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　公立幼稚園の適正な管理を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・産業廃棄物収集運搬及び処理業務 ・産業廃棄物収集運搬及び処理業務 ・産業廃棄物収集運搬及び処理業務 ・産業廃棄物収集運搬及び処理業務

　委託を締結しました。（全園） 　を行いまし



の幼稚園の適正な管理を行いました。

２　施設老朽化に伴う不具合をその都度修繕しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　施設全般の点検と点検結果に則した修繕が必要です。

担 当 部 局 306251 子ども未来創造局 幼児教育保育室 かやの幼稚園

事業名 11 かやの幼稚園運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  4 幼稚園費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 幼稚園費

予 算 現 額 641,000円 決 算 額 630,662円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 10,338円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

学校教育法、箕面市立幼稚園条例

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　かやの幼稚園の円滑な運営を実施します。

２　かやの幼稚園と地域及び小学校等との連携を実施します。

３　地域開放事業を実施し、地域の子育て支援を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・かやの幼稚園を円滑に運営しまし ・かやの幼稚園を円滑に運営しまし ・かやの幼稚園を円滑に運営しまし ・かやの幼稚園を円滑に運営しまし

　た。 　た。 　た。 　た。

・かやの幼稚園と地域及び小学校等 ・かやの幼稚園と地域及び小学校等 ・かやの幼稚園と地域及び小学校等 ・かやの幼稚園と地域及び小学校等

　との連携を積極的に行いました。 　との連携を積極的に行いました。 　との連携を積極的に行いました。 　との連携を積極的に行いました。

■実施結果

１　かやの幼稚園を円滑に運営しました。

２　かやの幼稚園と地域及び小学校等との連携を積極的に行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。
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担 当 部 局 306251 子ども未来創造局 幼児教育保育室 かやの幼稚園

事業名 10 かやの幼稚園管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  4 幼稚園費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 幼稚園費

予 算 現 額 763,000円 決 算 額 762,886円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 114円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

幼稚園設置基準、箕面市立幼稚園条例

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　かやの幼稚園の適正な管理を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　かやの幼稚園を適正に管理しまし 　かやの幼稚園を適正に管理しまし 　かやの幼稚園を適正に管理しまし 　かやの幼稚園を適正に管理しまし

た。 た。 た。 た。

■実施結果

１　かや



結果

１　せいなん幼稚園の適正な管理を行いました。

２　芝生の適正な維持管理を行いました。

３　施設老朽化に伴う不具合をその都度修繕しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　施設全般の点検と点検結果に則した修繕が必要です。

担 当 部 局 306252 子ども未来創造局 幼児教育保育室 せいなん幼稚園

事業名 13 せいなん幼稚園運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  4 幼稚園費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 幼稚園費

予 算 現 額 497,000円 決 算 額 481,883円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 15,117円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

学校教育法、箕面市立幼稚園条例

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　せいなん幼稚園の円滑な運営を実施します。

２　せいなん幼稚園と地域及び小学校等との連携を実施します。

３　地域開放事業を実施し、地域の子育て支援を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・せいなん幼稚園を円滑に運営しま ・せいなん幼稚園を円滑に運営しま ・せいなん幼稚園を円滑に運営しま ・せいなん幼稚園を円滑に運営しま

　した。 　した。 　した。 　した。

・せいなん幼稚園と地域及び小学校 ・せいなん幼稚園と地域及び小学校 ・せいなん幼稚園と地域及び小学校 ・せいなん幼稚園と地域及び小学校

　等との連携を積極的に行いまし 　等との連携を積極的に行いまし 　等との連携を積極的に行いまし 　等との連携を積極的に行いまし

　た。 　た。 　た。 　た。

■実施結果

１　せいなん幼稚園を円滑に運営しました。

２　せいなん幼稚園と地域及び小学校等との連携を積極的に行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。
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担 当 部 局 306252 子ども未来創造局 幼児教育保育室 せいなん幼稚園

事業名 12 せいなん幼稚園管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  4 幼稚園費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 幼稚園費

予 算 現 額 739,000円 決 算 額 738,823円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 177円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

幼稚園設置基準、箕面市立幼稚園条例

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　せいなん幼稚園の適正な管理を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　せいなん幼稚園を適正に管理しま 　せいなん幼稚園を適正に管理しま 　せいなん幼稚園を適正に管理しま 　せいなん幼稚園を適正に管理しま

した。 した。 した。 した。

■実施



理を行いました。

２　施設老朽化に伴う不具合をその都度修繕しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　施設全般の点検と点検結果に則した修繕が必要です。

担 当 部 局 306253 子ども未来創造局 幼児教育保育室 なか幼稚園

事業名 15 なか幼稚園運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  4 幼稚園費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 幼稚園費

予 算 現 額 592,000円 決 算 額 572,358円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 19,642円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

学校教育法、箕面市立幼稚園条例

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　なか幼稚園の円滑な運営を実施します。

２　なか幼稚園と地域及び小学校等との連携を実施します。

３　地域開放事業を実施し、地域の子育て支援を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・なか幼稚園を円滑に運営しまし ・なか幼稚園を円滑に運営しまし　 ・なか幼稚園を円滑に運営しまし　 ・なか幼稚園を円滑に運営しまし　

　た。 　た。 　た。 　た。

・なか幼稚園と地域及び小学校等 ・なか幼稚園と地域及び小学校等 ・なか幼稚園と地域及び小学校等 ・なか幼稚園と地域及び小学校等

　との連携を積極的に行いました。 　との連携を積極的に行いました。 　との連携を積極的に行いました。 　との連携を積極的に行いました。

■実施結果

１　なか幼稚園を円滑に運営しました。

２　なか幼稚園と地域及び小学校等との連携を積極的に行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。
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担 当 部 局 306253 子ども未来創造局 幼児教育保育室 なか幼稚園

事業名 14 なか幼稚園管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  4 幼稚園費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 幼稚園費

予 算 現 額 836,000円 決 算 額 835,907円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 93円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

幼稚園設置基準、箕面市立幼稚園条例

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　なか幼稚園の適正な管理を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　なか幼稚園を適正に管理しまし 　なか幼稚園を適正に管理しまし 　なか幼稚園を適正に管理しまし 　なか幼稚園を適正に管理しまし

た。 た。 た。 た。

■実施結果

１　なか幼稚園の適正な管



理しました。 理しました。 理しました。

■実施結果

１　とよかわみなみ幼稚園の適正な管理を行いました。

２　芝生の適正な維持管理を行いました。

３　施設老朽化に伴う不具合をその都度修繕しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　施設全般の点検と点検結果に則した修繕が必要です。

担 当 部 局 306254 子ども未来創造局 幼児教育保育室 とよかわみなみ幼稚園

事業名 17 とよかわみなみ幼稚園運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  4 幼稚園費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 幼稚園費

予 算 現 額 559,000円 決 算 額 526,093円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 32,907円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

学校教育法、箕面市立幼稚園条例

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　とよかわみなみ幼稚園の円滑な運営を実施します。

２　とよかわみなみ幼稚園と地域及び小学校等との連携を実施します。

３　地域開放事業を実施し、地域の子育て支援を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・とよかわみなみ幼稚園を円滑に運 ・とよかわみなみ幼稚園を円滑に運 ・とよかわみなみ幼稚園を円滑に運 ・とよかわみなみ幼稚園を円滑に運

　営しました。 　営しました。 　営しました。 　営しました。

・とよかわみなみ幼稚園と地域及び ・とよかわみなみ幼稚園と地域及び ・とよかわみなみ幼稚園と地域及び ・とよかわみなみ幼稚園と地域及び

　小学校等との連携を積極的に行い 　小学校等との連携を積極的に行い 　小学校等との連携を積極的に行い 　小学校等との連携を積極的に行い

　ました。 　ました。 　ました。 　ました。

■実施結果

１　とよかわみなみ幼稚園を円滑に運営しました。

２　とよかわみなみ幼稚園と地域及び小学校等との連携を積極的に行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。
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担 当 部 局 306254 子ども未来創造局 幼児教育保育室 とよかわみなみ幼稚園

事業名 16 とよかわみなみ幼稚園管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  4 幼稚園費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 幼稚園費

予 算 現 額 749,000円 決 算 額 748,650円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 350円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

幼稚園設置基準、箕面市立幼稚園条例

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　とよかわみなみ幼稚園の適正な管理を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　とよかわみなみ幼稚園を適正に管 　とよかわみなみ幼稚園を適正に管 　とよかわみなみ幼稚園を適正に管 　とよかわみなみ幼稚園を適正に管

理しました。



題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 306200 子ども未来創造局 幼児教育保育室 

事業名 51 幼稚園緑化推進事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  4 幼稚園費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 幼稚園費

予 算 現 額 293,000円 決 算 額 290,950円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 2,050円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　芝生の維持・保護に必要な機材等を購入するとともに、散水設備のメンテナンスを行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・幼稚園の芝生の維持管理を行いま ・幼稚園の芝生の維持管理を行いま ・幼稚園の芝生の維持管理を行いま ・幼稚園の芝生の維持管理を行いま

　した。 　した。 　した。 　した。

・肥料の購入を行いました。（とよ ・肥料の購入を行いました。（とよ ・オーバーシード用芝種子の購入を ・肥料、土の購入を行いました。　

　かわみなみ） 　かわみなみ） 　行いました。（とよかわみなみ） 　（せいなん、とよかわみなみ）

■実施結果

　幼稚園の芝生の維持管理を行い、教育環境の整備を図りました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　保育内容と芝生維持管理の調整が必要です。
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担 当 部 局 306200 子ども未来創造局 幼児教育保育室 

事業名 50 幼稚園管理事業（臨時）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  4 幼稚園費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 幼稚園費

予 算 現 額 74,000円 決 算 額 74,000円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 0円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

幼稚園設置基準、箕面市立幼稚園条例

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　木製複合遊具の修繕を行います。（かやの）

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　特にありません。 　木製複合遊具の修繕を行いまし 　特にありません。

た。（かやの）

■実施結果

　公立幼稚園の臨時的な設備の点検、修繕等を行いました。

■実施事業の課



ません。 　空調設備整備工事を完了しまし 　特にありません。

ました。 た。

■実施結果

　空調設備整備工事を完了しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 222200 総務部 人事室 

事業名  1 人件費（社会教育総務費）
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  5 社会教育費

取 組 55 内部管理  1 社会教育総務費

予 算 現 額 413,829,000円 決 算 額 411,519,994円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 2,309,006円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市一般職の職員の給与に関する条例、箕面市一般職の職員の給与に関する規則

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　職員の給料、各手当の支給や共済費の支払いをします。給与の詳細は市ホームページにおいて公表しています。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　条例、規則に基づき適正に執行し 　条例、規則に基づき適正に執行し 　条例、規則に基づき適正に執行し 　条例、規則に基づき適正に執行し

ました。 ました。 ました。 ました。

■実施結果

職員数　58人

給与費　【給料】194,100,418円　【職員手当等】147,012,277円　【共済費】70,407,299円

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。
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担 当 部 局 304500 子ども未来創造局 学校施設管理室 

事業名 90 幼稚園管理事業（臨時）（Ｈ２８経済対策）（繰越明許費）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  4 幼稚園費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 幼稚園費

予 算 現 額 25,414,000円 決 算 額 24,783,840円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 630,160円

市の独自性 04 国府支出金＋市（ルール分） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

幼稚園設置基準、箕面市立幼稚園条例

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　かやの幼稚園、せいなん幼稚園、なか幼稚園、とよかわみなみ幼稚園の遊戯室に空調設備を整備し、学習環境の向上を図ります。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　空調設備整備工事の契約を締結し 　特にあり



階事務所の共益 ・サンプラザ1号館5階事務所の共益 ・サンプラザ1号館5階事務所の共益

　費を支払いました。 　費を支払いました。 　費を支払いました。 　費を支払いました。

・資料保管倉庫の賃借料を支払いま

　した。

■実施結果

１　事務に係る経費を適切に執行しました。

２　資料保管倉庫の賃借料を支払いました。

３　サンプラザ1号館5階事務所の共益費を支払いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 307100 子ども未来創造局 文化国際室 

事業名  3 社会教育推進事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  5 社会教育費

取 組 24 市民が自主的な生涯学習活動を活発に行います  1 社会教育総務費

予 算 現 額 291,000円 決 算 額 178,260円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 112,740円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

社会教育法、箕面市社会教育委員に関する条例、箕面市社会教育委員会議規則

■位置づけられた市の個別計画

箕面市生涯学習推進基本計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　市内の社会教育関係者及び公募市民などにより構成される社会教育委員会議の事務局として、社会教育委員会議を開催し、また社会教育研究

　大会及び各種研修会に参加します。

２　大学連携にかかる包括協定を推進します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　第1回社会教育委員会議を開催し ・生涯学習推進基本計画の進捗管理 　生涯学習推進基本計画の進捗管理 ・第2回社会教育委員会議を開催し

ました。 　を行いました。 を行いました。 　ました。

・近畿地区社会教育研究大会（京都 ・北ブロック社会教育連絡協議会研

　大会）に社会教育委員1名が参加 　修会に1名人権教育セミナーに1名

　しました。 　大阪府社会教育研究会議に2名の

　社会教育委員が参加しました。

■実施結果

　社会教育委員会議を2回開催し、生涯学習推進基本計画の進捗状況を確認しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。
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担 当 部 局 307100 子ども未来創造局 文化国際室 

事業名  2 文化国際室一般事務経費
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  5 社会教育費

取 組 55 内部管理  1 社会教育総務費

予 算 現 額 2,118,000円 決 算 額 2,099,590円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 18,410円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　事務に係る経費（普通旅費、消耗品費、通信運搬費）を執行します。

２　資料保管倉庫の賃借料を支払います。

３　サンプラザ1号館5階事務所の共益費を支払います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・事務に係る経費を執行しました。 ・事務に係る経費を執行しました。 ・事務に係る経費を執行しました。 ・事務に係る経費を執行しました。

・サンプラザ1号館5階事務所の共益 ・サンプラザ1号館5



体からの相談 　社会教育事業補助団体からの相談 ・社会教育事業補助団体からの相談

　た。 　に対応しました。 に対応しました。 　に対応しました。

・社会教育事業補助金審査会を開催 ・交付決定団体1団体の交付確定を ・交付決定団体6団体の交付確定を

　し、7団体への交付を決定しまし 　行い、補助金を交付しました。 　行い、補助金を交付しました。

　た。

■実施結果

　社会教育関係団体等7団体に補助金を交付し、事業への支援を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　より利用しやすい補助金となるよう応募方法や募集時期の見直しを行う必要があります。

担 当 部 局 307100 子ども未来創造局 文化国際室 

事業名  5 美術展開催事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 14 旧街道などの歴史や新しい市民文化を後世に伝えていきます  5 社会教育費

取 組 41 市民の自主的な活動が新しい箕面文化として定着するよう支援します  1 社会教育総務費

予 算 現 額 1,343,000円 決 算 額 1,343,000円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 0円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　箕面市民展を10月27日から11月5日まで開催します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　第60回箕面市民展開催に向けて（ 　第2回目の打ち合わせ会議を行い ・10月27日から11月5日まで第60　 　特にありません。

公財）箕面市メイプル文化財団と委 ました。 　回箕面市民展を開催しました。

託契約を締結し、第1回目の打ち合 　339点が出展され、3,475人が来　

わせ会議を行いました。 　場されました。

・第60回箕面市民展の反省会を行い

　ました。

■実施結果

　第60回箕面市民展を10月27日から11月5日まで開催しました。（出展数：339点　内訳：絵画・彫塑の部145点、写真の部87点、工芸の部60点、

書の部47点、来場者数：3,475人）

■実施事業の課題の整理（総括）

　出展数や来場者数のさらなる増加に向けて、関係者と運営方法について調整を行う必要があります。

404

平成２９年度事業成果説明書

担 当 部 局 307100 子ども未来創造局 文化国際室 

事業名  4 社会教育関係団体育成事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  5 社会教育費

取 組 24 市民が自主的な生涯学習活動を活発に行います  1 社会教育総務費

予 算 現 額 432,000円 決 算 額 378,000円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 54,000円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 03 市要綱 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

社会教育法、箕面市補助金交付規則、箕面市社会教育事業補助金交付要綱

■位置づけられた市の個別計画

箕面市生涯学習推進基本計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　公募制、事業費補助による社会教育事業補助金を交付するとともに、市内の社会教育関係団体・生涯学習グループへの支援を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・社会教育事業補助金を募集しまし ・社会教育事業補助団



成果）

・埋蔵文化財試掘調査を3件実施し 　埋蔵文化財試掘調査を2件実施し 　埋蔵文化財試掘調査を3件実施し ・埋蔵文化財試掘調査を2件実施し

　ました。 ました。 ました。 　ました。

・文化財案内看板の移設を行いまし ・文化財保護審議会を開催しまし　

　た。 　た。

・勝尾寺旧参道案内看板の新設に伴

　い旧看板を処分しました。

■実施結果

１　埋蔵文化財試掘調査を10件実施しました。

２　文化財保護審議会を開催しました。

３　文化財案内看板の移設を行うとともに、勝尾寺旧参道案内看板の新設に伴い旧看板を処分しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　貴重な文化財を保存するだけでなく、地域活性化の資源として活用を図る必要があります。

担 当 部 局 307101 子ども未来創造局 文化国際室 郷土資料館

事業名 11 萱野三平記念館管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 14 旧街道などの歴史や新しい市民文化を後世に伝えていきます  5 社会教育費

取 組 40 箕面の歴史・文化を学び、子どもたちに伝えていきます  1 社会教育総務費

予 算 現 額 2,497,000円 決 算 額 2,470,157円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 26,843円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市立萱野三平記念館条例、同条例施行規則

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　施設の管理運営（管理委託・警備委託・植木剪定・除草委託）を行います。

２　施設を公開し、周知・広報に努めます。

３　資料の収集に努めます。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・施設の管理を実施しました。 ・施設の管理を実施しました。 ・施設の管理を実施しました。 ・施設の管理を実施しました。

・市民等への公開に努めました。 ・市民等への公開に努めました。 ・市民等への公開に努めました。 ・市民等への公開に努めました。

■実施結果

１　施設の管理運営を行いました。

２　市民等に対して施設を公開しました。入館者数は3,516人でした。

■実施事業の課題の整理（総括）

　入館者や和室利用者が増加するように、施設の広報に努める必要があります。
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担 当 部 局 307101 子ども未来創造局 文化国際室 郷土資料館

事業名 10 文化財保護活用事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 14 旧街道などの歴史や新しい市民文化を後世に伝えていきます  5 社会教育費

取 組 40 箕面の歴史・文化を学び、子どもたちに伝えていきます  1 社会教育総務費

予 算 現 額 268,000円 決 算 額 160,885円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 107,115円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

文化財保護法、箕面市文化財保護条例、箕面市文化財保護審議会運営規則

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　埋蔵文化財の試掘調査を実施します。　

２　文化財保護審議会を開催します。　

３　文化財の指定・文化財の保護・活用を図るとともに、市民への公開に努めます。

４　文化財説明板の設置、改修を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（



ありません。 ・第2回箕面市立公民館運営審議会

　した。 　を開催しました。

・第1回箕面市立公民館運営審議会 ・第1回箕面市立生涯学習センター

　を開催しました。 　運営審議会を開催しました。

■実施結果

　箕面市立公民館運営審議会及び箕面市立生涯学習センター運営審議会を開催しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 307200 子ども未来創造局 生涯学習・市民活動室 

事業名 14 四中開放教室管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  5 社会教育費

取 組 24 市民が自主的な生涯学習活動を活発に行います  1 社会教育総務費

予 算 現 額 3,913,000円 決 算 額 3,846,029円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 66,971円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

市立学校屋内運動場等設備の使用に関する条例、同条例施行規則

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　業務委託により施設の利用申請等に関する各種事務手続きを行います。

２　施設の維持管理を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・施設の貸館業務、管理業務を行い 　施設の貸館業務、管理業務を行い 　施設の貸館業務、管理業務を行い 　施設の貸館業務、管理業務を行い

　ました。 ました。 ました。 ました。

・委託契約を締結しました。

■実施結果

１　利用者が円滑に施設を利用できるように、貸館業務、管理業務を行いました。

２　利用件数は1,586件、利用者数は18,146人、稼働率は31.5％でした。

■実施事業の課題の整理（総括）

　施設、設備等の経年劣化に伴い、計画的な修繕や更新が必要です。
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担 当 部 局 307200 子ども未来創造局 生涯学習・市民活動室 

事業名 13 公民館運営審議会及び生涯学習センター運営審議会運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  5 社会教育費

取 組 25 多様な生涯学習機会を充実します  1 社会教育総務費

予 算 現 額 326,000円 決 算 額 194,380円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 131,620円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市立公民館条例、箕面市立生涯学習センター条例、箕面市立公民館運営審議会規則、箕面市立生涯学習センター運営審議会規則

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　公民館運営審議会及び生涯学習センター運営審議会を開催します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・5月1日付けで委員改選を行いま　 　特にありません。 　特に



（成果）

　公共施設予約サービスを提供しま 　公共施設予約サービスを提供しま 　公共施設予約サービスを提供しま 　公共施設予約サービスを提供しま

した。 した。 した。 した。

■実施結果

　公共施設予約システムの安定稼働に努めました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　今後も公共施設予約システムの安定稼働に努める必要があります。

担 当 部 局 307200 子ども未来創造局 生涯学習・市民活動室 

事業名 16 成人祭開催事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 06 子どもたちを地域ではぐくむまちづくりをめざします  5 社会教育費

取 組 20 社会体験や地域交流の充実に取り組み、子どもの育ちをはぐくみます  1 社会教育総務費

予 算 現 額 1,206,590円 決 算 額 1,201,119円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 5,471円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 03 市要綱 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

文部事務次官通達、箕面市成人祭ブラッシュアップ会議設置要綱

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　新成人の門出を祝福するため、成人の日（平成30年1月8日）に成人祭を開催します。平成29年度は、平成9年4月2日～平成10年4月1日までに

　出生されたかたが対象になります。

２　平成29年度新規採用職員による「成人祭ブラッシュアップ会議」で成人祭の企画・検討及び運営を実施します。

３　市内事業者の協賛を募ります。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　ブラッシュアップ会議を開催し、 　ブラッシュアップ会議を開催し、 ・ブラッシュアップ会議を開催し、 　成人祭を1月8日に開催し、878人

今年度の成人祭開催にかかる内容に 今年度の成人祭開催にかかる内容に 　今年度の成人祭開催にかかる内容 が参加されました。

ついて検討を行いました。 ついて検討を行いました。 　について検討を行いました。

・新成人（1,435人）に案内ハガキ

　を送付しました。

■実施結果

１　成人祭を平成30年1月8日に開催しました。

２　参加者は878人（全新成人数1,435人）で、参加率61.2%でした。

■実施事業の課題の整理（総括）

　新成人の式典参加率を向上させるため、今後もイベントの内容などを検討する必要があります。

407

平成２９年度事業成果説明書

担 当 部 局 307200 子ども未来創造局 生涯学習・市民活動室 

事業名 15 公共施設予約システム管理運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  5 社会教育費

取 組 26 学んだことを地域で生かします  1 社会教育総務費

予 算 現 額 23,215,580円 決 算 額 21,030,682円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 2,184,898円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 02 市規則 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市公共施設予約システムの利用者登録手続等に関する規則

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　外部サーバ方式による予約管理システムを利用し、市内14ヵ所の文化施設及び市内3ヵ所の体育施設の予約管理を行います。

２　インターネット経由による抽選予約（抽選申込及び自動抽選）、空室予約を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果



います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　箕面山に生息するニホンザルの集 ・箕面山に生息するニホンザルの集 　箕面山に生息するニホンザルの集 ・箕面山に生息するニホンザルの集

団管理及びパトロールを実施し、適 　団管理及びパトロールを実施し、 団管理及びパトロールを実施し、適 　団管理及びパトロールを実施し、

正な保護管理に努めました。 　適正な保護管理に努めました。 正な保護管理に努めました。 　適正な保護管理に努めました。

・箕面山ニホンザル保護管理委員会 ・箕面山ニホンザル保護管理委員会

　を開催しました。 　を開催しました。

■実施結果

１　箕面山に生息するニホンザルの適正な保護管理を実施しました。

　（人工給餌・集団管理及びパトロール・農村地及び行楽シーズン時の猿被害防止警備等）

２　箕面山ニホンザル保護管理委員会を2回開催しました。

３　「箕面市サル餌やり禁止条例」に基づき、餌やり行為の取り締まりを実施しましたが、違反はありませんでした。

■実施事業の課題の整理（総括）

　人間とニホンザルが共生していける生息環境を整備する必要があります。

担 当 部 局 307101 子ども未来創造局 文化国際室 郷土資料館

事業名 50 萱野三平記念館管理事業（臨時）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 14 旧街道などの歴史や新しい市民文化を後世に伝えていきます  5 社会教育費

取 組 40 箕面の歴史・文化を学び、子どもたちに伝えていきます  1 社会教育総務費

予 算 現 額 966,000円 決 算 額 962,820円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 3,180円

市の独自性 05 国府支出金＋市（ルール分）＋市α 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市立萱野三平記念館条例、同条例施行規則

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　施設の老朽箇所等の補修を行います。

　・萱野三平記念館長屋門屋根瓦等修繕

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　特にありません。 　特にありません。 　萱野三平記念館長屋門の漆喰剥離

、屋根瓦の補修を実施するとともに

、中庭の井戸枠山土流失改修を実施

しました。

■実施結果

　施設の老朽箇所等の補修を行いました。

　・萱野三平記念館長屋門屋根瓦等修繕

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。
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担 当 部 局 307300 子ども未来創造局 天然記念物室 

事業名 20 天然記念物管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 14 旧街道などの歴史や新しい市民文化を後世に伝えていきます  5 社会教育費

取 組 40 箕面の歴史・文化を学び、子どもたちに伝えていきます  1 社会教育総務費

予 算 現 額 2,991,000円 決 算 額 2,425,482円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 565,518円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

文化財保護法、箕面市サル餌やり禁止条例、同条例施行規則、箕面山ニホンザル保護管理委員会条例、箕面山ニホンザル保護管理委員会運営規則

■位置づけられた市の個別計画

箕面山に生息するニホンザル保護管理計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　箕面山ニホンザルの適正な保護管理について、審議、検討をするために箕面山ニホンザル保護管理委員会を開催します。

２　箕面山ニホンザルの集団管理及び猿被害防止パトロールを実施するための施設、設備の運営を行



償（物損）件数 　猿による被害の補償（物損・農作 　猿による被害の補償（物損）件数 　猿による被害はありませんでした

は1件でした。 物）件数は2件でした。 は1件でした。 。

■実施結果

１　猿による被害の補償を4件行いました。

２　猿による被害防止のためパトロールを実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　適正な保護管理のため、さらに生息環境を整備する必要があります。

担 当 部 局 307300 子ども未来創造局 天然記念物室 

事業名 57 天然記念物食害対策事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 14 旧街道などの歴史や新しい市民文化を後世に伝えていきます  5 社会教育費

取 組 40 箕面の歴史・文化を学び、子どもたちに伝えていきます  1 社会教育総務費

予 算 現 額 10,382,000円 決 算 額 10,382,000円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 0円

市の独自性 04 国府支出金＋市（ルール分） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

文化財保護法

■位置づけられた市の個別計画

箕面山に生息するニホンザル保護管理計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　天然記念物「箕面山のサル生息地」に生息するニホンザルの適正な保護管理を実施するため、個体数調整のための調査、適正個体数維持のため

の経口避妊薬の投与による出産コントロールの実施、発信機（ラジオテレメトリー・ＧＰＳ）による位置同定と集団管理調査、生息地の森林管理

と植生管理調査、猿害防止対策のための調査を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　発信機による集団の位置同定調査 　発信機による集団の位置同定調査 ・発信機による集団の位置同定調査 ・発信機による集団の位置同定調査

及び猿被害防止のための調査を実施 及び猿被害防止のための調査を実施 　及び猿被害防止のための調査を実 　及び猿被害防止のための調査を実

しました。 しました。 　施しました。 　施しました。

・経口避妊薬投与による出産コント ・経口避妊薬投与による出産コント

　ロールを実施しました。 　ロールを実施しました。

■実施結果

１　発信機による集団の位置同定調査を実施しました。

２　出産数を抑制するため、出産コントロール対象個体に避妊薬を投与しました。

３　生息地の植生環境調査を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　収集したデータを分析し、今後の保護管理に活用する必要があります。
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担 当 部 局 307300 子ども未来創造局 天然記念物室 

事業名 56 天然記念物管理事業（臨時）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 14 旧街道などの歴史や新しい市民文化を後世に伝えていきます  5 社会教育費

取 組 40 箕面の歴史・文化を学び、子どもたちに伝えていきます  1 社会教育総務費

予 算 現 額 2,254,000円 決 算 額 1,363,456円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 890,544円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 02 市規則 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

文化財保護法、天然記念物箕面山に生息する猿による被害補償規則

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　天然記念物「箕面山のサル生息地」に生息するニホンザルによる被害への補償と猿被害防止対策の実施、自然の姿で生息できる環境を維持する

ため、生息環境の整備を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　猿による被害の補



た。 　ました。 　ました。

・移動図書館車両及び配本車の運行 ・移動図書館車両及び配本車の運行 ・移動図書館車両及び配本車の運行 ・移動図書館車両及び配本車の運行

　を行いました。 　を行いました。 　を行いました。 　を行いました。

■実施結果

１　中央図書館として、全館の調整を行いました。

２　移動図書館及び配本車の運転業務を委託により実施しました。

３　どの世代のかたも快適に利用いただけるよう管理運営に努めました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　各世代が利用しやすい図書館管理運営を継続し、快適性の維持や利便性の向上に努める必要があります。

担 当 部 局 307500 子ども未来創造局 中央図書館 

事業名  2 図書館運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  5 社会教育費

取 組 25 多様な生涯学習機会を充実します  2 図書館費

予 算 現 額 3,439,343円 決 算 額 3,213,521円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 225,822円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

図書館法、箕面市立図書館条例

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　資料の貸出、資料相談及び講座等の図書館サ－ビスを効果的、効率的に実施します。

２　北摂地区7市3町の図書館広域利用の開始により、広域利用の促進を図ります。

３　箕面手づくり紙芝居コンクールをはじめ、子どもと本のまつりの実施などにより、子どもの読書活動の推進を図ります。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・効率的なサービス実施に努めまし ・効率的なサービス実施に努めまし 　効率的なサービス実施に努めまし 　効率的なサービス実施に努めまし

　た。 　た。 た。 た。

・北摂地区7市3町の図書館広域利 ・北摂地区7市3町の図書館広域利

　用開始に向け、調整を行いまし 　用を開始しました。

　た。

■実施結果

１　資料の貸出、資料相談、タブレット端末等のサービスを実施するとともに、講座やイベントを各館で実施しました。また、「新着図書案内」

　や「声と点字の読書情報」をはじめとする案内冊子等を発行し、読書情報提供に努めました。

２　引き続き豊能地区3市2町の図書館広域利用を実施するとともに、7月から北摂地区7市3町の広域利用に拡大しました。

３　箕面手づくり紙芝居コンクールをはじめ、子どもと本のまつりなどの実施により、子どもの読書活動を推進しました。

４　「すくすくタイム」を実施し、子育て世代がより利用しやすい図書館サービスに努めました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　北摂7市3町の図書館広域利用開始について、さらに周知を図る必要があります。
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担 当 部 局 307500 子ども未来創造局 中央図書館 

事業名  1 中央図書館管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  5 社会教育費

取 組 25 多様な生涯学習機会を充実します  2 図書館費

予 算 現 額 5,937,657円 決 算 額 5,810,075円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 127,582円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

図書館法、箕面市立図書館条例

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　市民が安全快適に図書館を利用できるように管理運営を行います。

２　移動図書館車両及び配本車の運行を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・経費の節減と業務の効率化に努め ・経費の節減と業務の効率化に努め ・経費の節減と業務の効率化に努め ・経費の節減と業務の効率化に努め

　ました。 　まし



料収集に努めまし 　幅広い分野の資料収集に努めまし

た。 た。 た。 た。

■実施結果

１　市民の資料要求に応えるため幅広く資料を収集し、市民に提供しました。

２　資料整理業務を委託により実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　市民のニーズに応えるため、多様な資料を収集する必要があります。

担 当 部 局 307500 子ども未来創造局 中央図書館 

事業名  4 図書館協議会運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  5 社会教育費

取 組 25 多様な生涯学習機会を充実します  2 図書館費

予 算 現 額 279,000円 決 算 額 66,980円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 212,020円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

図書館法、箕面市立図書館条例、箕面市立図書館協議会設置条例、箕面市立図書館協議会運営規則

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　箕面市立図書館協議会を開催し、図書館事業の運営に関する有識者や市民の意見を反映することで、図書館サービスの充実を図ります。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　第1回箕面市立図書館協議会を開 　特にありません。 　特にありません。 　特にありません。

催しました。（4月）

■実施結果

　箕面市立図書館協議会を1回開催しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　図書館運営にかかる課題の進捗状況に合わせて、会議を開催する必要があります。
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担 当 部 局 307500 子ども未来創造局 中央図書館 

事業名  3 図書館資料等整備事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  5 社会教育費

取 組 25 多様な生涯学習機会を充実します  2 図書館費

予 算 現 額 62,200,000円 決 算 額 61,857,089円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 342,911円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

図書館法、箕面市立図書館条例

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　市民の資料要求に応え資料の充実を図ります。

２　最新の情報源となる雑誌については、要望の多い雑誌の複数館分の購入も行いながら、多様なタイトルを所蔵できるよう努めます。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　幅広い分野の資料収集に努めまし 　幅広い分野の資料収集に努めまし 　幅広い分野の資



」を実施し、延300人の

　参加がありました。

■実施結果

１　利用者が常に快適かつ安全に図書館を利用できるように管理運営に努めました。

２　地域ボランティアグループと協働で子ども向けイベントを実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　各世代がより利用しやすい図書館をめざし、管理運営を行う必要があります。

担 当 部 局 307500 子ども未来創造局 中央図書館 

事業名  6 図書館情報システム管理運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  5 社会教育費

取 組 26 学んだことを地域で生かします  2 図書館費

予 算 現 額 16,632,000円 決 算 額 16,522,904円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 109,096円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

図書館法、箕面市立図書館条例

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　図書館利用者の利便性向上と業務の効率化を図ります。

２　学校図書館との連携を強化します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　図書館システムによる図書館情報 　図書館システムによる図書館情報 　図書館システムによる図書館情報 　図書館システムによる図書館情報

サービスを実施しました。 サービスを実施しました。 サービスを実施しました。 サービスを実施しました。

■実施結果

　図書館システムによる図書館情報サービスを実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。
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担 当 部 局 307500 子ども未来創造局 中央図書館 

事業名  5 東図書館管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  5 社会教育費

取 組 25 多様な生涯学習機会を充実します  2 図書館費

予 算 現 額 521,000円 決 算 額 447,568円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 73,432円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

図書館法、箕面市立図書館条例

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　市民が安全快適に図書館を利用できるように管理運営を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・経費の節減と業務の効率化に努め 　経費の節減と業務の効率化に努め 　経費の節減と業務の効率化に努め 　経費の節減と業務の効率化に努め

　ました。 ました。 ました。 ました。

・市民との協働による「子どもと本

　のまつり



もと本 ・市民との協働による「おはなし会 ・市民との協働による「桜ヶ丘図書

　のまつり」を実施し、延130人の 　スペシャルおばけ大会」を実施し 　館クリスマスおたのしみ会」を実

　参加がありました。 　、延210人の参加がありました。 　施し、延216人の参加がありまし

　た。

■実施結果

１　利用者が常に快適かつ安全に図書館を利用できるように管理運営に努めました。

２　地域ボランティアグループとの協働でイベント等を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 307500 子ども未来創造局 中央図書館 

事業名  8 萱野南図書館管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  5 社会教育費

取 組 25 多様な生涯学習機会を充実します  2 図書館費

予 算 現 額 326,145円 決 算 額 277,433円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 48,712円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

図書館法、箕面市立図書館条例

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　市民が安全快適に図書館を利用できるように管理運営を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　経費の節減と業務の効率化に努め ・経費の節減と業務の効率化に努め ・経費の節減と業務の効率化に努め 　経費の節減と業務の効率化に努め

ました。 　ました。 　ました。 ました。

・市民との協働による「おはなし会 ・市民との協働による「おはなし会

　スペシャルなつのまき」を実施　 　スペシャルふゆのまき」を実施　

　し、33人の参加がありました。 　し、55人の参加がありました。

■実施結果

１　利用者が常に快適かつ安全に図書館を利用できるように管理運営に努めました。

２　地域ボランティアグループとの協働でイベント等を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。
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担 当 部 局 307500 子ども未来創造局 中央図書館 

事業名  7 桜ヶ丘図書館管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  5 社会教育費

取 組 25 多様な生涯学習機会を充実します  2 図書館費

予 算 現 額 1,349,000円 決 算 額 1,309,288円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 39,712円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

図書館法、箕面市立図書館条例

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　市民が安全快適に図書館を利用できるように管理運営を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・経費の節減と業務の効率化に努め ・経費の節減と業務の効率化に努め ・経費の節減と業務の効率化に努め 　経費の節減と業務の効率化に努め

　ました。 　ました。 　ました。 ました。

・市民との協働による「子ど



化に努め ・経費の節減と業務の効率化に努め ・経費の節減と業務の効率化に努め ・経費の節減と業務の効率化に努め

　ました。 　ました。 　ました。 　ました。

・市民との協働により展示及び講座 ・市民との協働により展示及び講座 ・市民との協働により展示及び講座 ・市民との協働により展示及び講座

　等を開催しました。 　等を開催しました。 　等を開催しました。 　等を開催しました。

　　実施回数　3回 　　実施回数　5回 　　実施回数　5回 　　実施回数　6回

　　参加人数　58人 　　参加人数　114人 　　参加人数　220人 　　参加人数　228人

■実施結果

１　利用者が常に快適かつ安全に図書館を利用できるように管理運営に努めました。

２　市民との協働事業により特色ある図書館運営ができました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　施設・設備等の老朽化に伴い、計画的な修繕や更新が必要です。

担 当 部 局 307500 子ども未来創造局 中央図書館 

事業名 10 図書コーナー管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  5 社会教育費

取 組 25 多様な生涯学習機会を充実します  2 図書館費

予 算 現 額 2,155,000円 決 算 額 2,025,671円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 129,329円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

図書館法、箕面市立図書館条例

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　市民が安全快適に図書館を利用できるように管理運営を行います。

２　萱野中央人権文化センターとの複合施設であることを活かした図書館運営を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・経費の節減と業務の効率化に努め ・経費の節減と業務の効率化に努め ・経費の節減と業務の効率化に努め ・経費の節減と業務の効率化に努め

　ました。 　ました。 　ました。 　ました。

・萱野中央人権文化センターが実施 ・萱野中央人権文化センターが実施 ・萱野中央人権文化センターが実施 ・萱野中央人権文化センターが実施

　する各種事業に対し、資料の提供 　する各種事業に対し、資料の提供 　する各種事業に対し、資料の提供 　する各種事業に対し、資料の提供

　や関連資料の展示を行いました。 　や関連資料の展示を行いました。 　や関連資料の展示を行いました。 　や関連資料の展示を行いました。

■実施結果

１　利用者が常に快適かつ安全に図書コーナーを利用できるように管理運営に努めました。

２　萱野中央人権文化センターが実施する各種事業に協力・連携し、資料・情報の提供や関連資料の展示を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。
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担 当 部 局 307500 子ども未来創造局 中央図書館 

事業名  9 西南図書館管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  5 社会教育費

取 組 25 多様な生涯学習機会を充実します  2 図書館費

予 算 現 額 18,981,855円 決 算 額 18,732,561円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 249,294円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

図書館法、箕面市立図書館条例

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　市民が安全快適に図書館を利用できるように管理運営を行います。

２　ＮＰＯとの協働により、効率的で多様な図書館運営を行います。

３　会議室等の利用の促進、地域活動の活性化を促します。

４　講座の開催などにより、子育てを支援します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・経費の節減と業務の効率



務の効率化に努め

ました。 ました。 　ました。 ました。

・多文化交流センターが実施する各

　種国際交流事業に対し、資料提供

　や関連資料の展示を行いました。

■実施結果

１　利用者が常に快適かつ安全に図書館を利用できるように管理運営に努めました。

２　多文化交流センターが実施する各種国際交流事業に協力・連携し、資料・情報の提供や関連資料の展示を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 307500 子ども未来創造局 中央図書館 

事業名 12 箕面・世界子どもの本アカデミー賞選定事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  5 社会教育費

取 組 25 多様な生涯学習機会を充実します  2 図書館費

予 算 現 額 978,000円 決 算 額 978,000円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 0円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

図書館法、箕面市立図書館条例

■位置づけられた市の個別計画

箕面市子ども読書活動推進計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　前年度に、学校図書館や市立図書館で子どもたちに最も支持された作品及び本の主人公に対し賞を贈呈し、11月に授賞式を開催します。

２　「絵本賞」「作品賞」「主演男優賞」「主演女優賞」「ヤングアダルト賞」のノミネート作品を6月に発表し、7月に小・中学校の児童・生徒

　の投票により各賞の受賞者を決定します。また、受賞者を招待し授賞式を子どもたちの司会・進行により開催します。受賞者には手作りの「オ

　スカー像」を授与します。

３　受賞作家やノミネート作家等に市内の小・中学校へ訪問してもらうオーサービジットを開催します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・実行委員会を立ち上げ、ノミネー ・ノミネート作品を中心に各学校や 　授賞式を開催しました。 　市内の小・中学校でオーサービジ

　ト作品を選定・発表しました。 　市立図書館で読書活動推進に取り ットを開催しました。

・学校での読書活動用にノミネート 　組みました。

　作品を購入し、小・中学校に貸し ・小・中学校において投票を行い各

　出しました。 　部門賞を決定しました。

■実施結果

　私立小・中学校も参加した取り組みとして、また、市内の書店にも協力いただき事業を進めることができました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。
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担 当 部 局 307500 子ども未来創造局 中央図書館 

事業名 11 小野原図書館管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  5 社会教育費

取 組 25 多様な生涯学習機会を充実します  2 図書館費

予 算 現 額 1,547,000円 決 算 額 1,250,762円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 296,238円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

図書館法、箕面市立図書館条例

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　市民が安全快適に図書館を利用できるように管理運営を行います。

２　多文化交流センターとの複合施設であることを活かした図書館運営を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　経費の節減と業務の効率化に努め 　経費の節減と業務の効率化に努め ・経費の節減と業務の効率化に努め 　経費の節減と業



0 子ども未来創造局 中央図書館 

事業名 50 西南図書館使用料還付事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  5 社会教育費

取 組 55 内部管理  2 図書館費

予 算 現 額 20,000円 決 算 額 0円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 20,000円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市立図書館条例、箕面市立図書館管理運営規則

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　前年度収納済の施設使用料について還付を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　特にありません。 　特にありません。 　特にありません。

■実施結果

　使用料の還付はありませんでした。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。
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担 当 部 局 307500 子ども未来創造局 中央図書館 

事業名 13 指定管理施設使用料還付事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  5 社会教育費

取 組 55 内部管理  2 図書館費

予 算 現 額 400,000円 決 算 額 0円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 400,000円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 02 市規則 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市立図書館管理運営規則、箕面市公共施設予約システムの利用者登録手続等に関する規則

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　西南図書館において受領した指定管理施設の使用料を各指定管理者に償還金として支払います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　特にありません。 　特にありません。 　特にありません。

■実施結果

　償還金の支払はありませんでした。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 30750



　事業を実施しました。 　事業を実施しました。 　事業を実施しました。

　業務の委託契約を締結しました。 　　西南図書館　   994人参加 　　西南図書館　252人参加 　　西南図書館　262人参加

・事業を実施しました。 　　東図書館　　   317人参加 　　東図書館　　202人参加 　　東図書館　　261人参加

　　西南図書館　   228人参加

　　東図書館　　   215人参加

■実施結果

１　西南図書館「フリースペース」及び東図書館「うきうきひろば」をＮＰＯ団体に運営委託し、実施しました。

２　年間参加者は、西南図書館1,736人、東図書館995人でした。

■実施事業の課題の整理（総括）

１　安全・安心な居場所づくりに向けて、市民との協働で実施していく必要があります。

２　図書館を拠点とし、地域で活動する市民とのつながりを生かした事業として、継続する必要があります。

担 当 部 局 307500 子ども未来創造局 中央図書館 

事業名 52 中央図書館管理事業（臨時）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  5 社会教育費

取 組 25 多様な生涯学習機会を充実します  2 図書館費

予 算 現 額 11,330,000円 決 算 額 11,142,036円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 187,964円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

図書館法、箕面市立図書館条例

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　平成27年度図書館システム更新計画に基づき、ゲート監視機用他パソコン32台とプリンタ10台の更新を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　パソコン及びプリンタの更新に向 　パソコン及びプリンタの更新を行 　特にありません。 　特にありません。

け、業者選定及び仕様などの検討を いました。

行いました。

■実施結果

　ゲート監視機用他パソコン32台とプリンタ10台の更新を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　新図書館情報システムの利便性の向上を目指し、可能な範囲で改善等を図る必要があります。
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担 当 部 局 307500 子ども未来創造局 中央図書館 

事業名 51 子どもの居場所運営事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 06 子どもたちを地域ではぐくむまちづくりをめざします  5 社会教育費

取 組 19 子どもの居場所、活動拠点の整備・充実と自由な遊び場づくりを進めます  2 図書館費

予 算 現 額 297,000円 決 算 額 297,000円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 0円

市の独自性 04 国府支出金＋市（ルール分） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市子ども条例

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　子どもたちの自由な遊び（囲碁・将棋、工作・手芸ほか）の見守り、読書活動の支援を行います。

２　西南図書館「フリースペース」及び東図書館「うきうきひろば」をＮＰＯ団体に運営委託して実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・ＮＰＯ団体と子どもの居場所運営



犯カメラの修繕を行いました。

　ました。

■実施結果

　施設の老朽箇所等の補修を行いました。　

　・汚水排水管取替工事

　・対面朗読室空調機修繕

　・井水給水ポンプ取替工事

　・防犯カメラ修繕

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 304200 子ども未来創造局 青少年育成室 

事業名  1 青少年育成室一般事務経費
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  5 社会教育費

取 組 55 内部管理  3 青少年対策費

予 算 現 額 75,000円 決 算 額 64,088円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 10,912円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　青少年育成室（青少年対策費）の事務運営に必要な物品等の購入及び出張旅費の支出を行います。

２　関係会議における出席者の駐車代を支出します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　一般事務経費を執行しました。 　一般事務経費を執行しました。 　一般事務経費を執行しました。 　一般事務経費を執行しました。

■実施結果

　事務処理の執行を適正に行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。
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担 当 部 局 307500 子ども未来創造局 中央図書館 

事業名 53 西南図書館管理事業（臨時）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  5 社会教育費

取 組 25 多様な生涯学習機会を充実します  2 図書館費

予 算 現 額 6,911,000円 決 算 額 6,828,840円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 82,160円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

図書館法、箕面市立図書館条例

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　施設の老朽箇所等の補修を行います。　

　・汚水排水管取替工事

　・空調機修繕

　・井水給水ポンプ取替工事

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 ・対面朗読室の空調機を修繕しまし 　特にありません。 ・汚水排水管取替工事を行いまし　

　た。 　た。

・井水給水ポンプの取替工事を行い ・防



四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　激励金（個人）4件交付 　激励金（個人）7件交付 ・激励金（個人）5件交付 ・激励金（個人）42件交付

・部活動旅費　　4件交付 ・激励金（団体） 4件交付

・箕面市子ども・子育て会議青少年 ・事業費補助を実施

　健全育成部会を開催（功績功労者 ・青少年健全育成推進功績功労者を

　表彰対象者決定等） 　表彰

■実施結果

・青少年健全育成に係る活動への激励・助成を行いました。

・青少年健全育成市民大会で功績功労者表彰を行いました。（もみじ顕彰11件、ささゆり褒賞89件）

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 304200 子ども未来創造局 青少年育成室 

事業名  3 子ども安全・健全育成地域活動推進事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 06 子どもたちを地域ではぐくむまちづくりをめざします  5 社会教育費

取 組 19 子どもの居場所、活動拠点の整備・充実と自由な遊び場づくりを進めます  3 青少年対策費

予 算 現 額 3,250,000円 決 算 額 3,250,000円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 0円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 03 市要綱 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市子ども安全・健全育成地域活動推進交付金交付要綱

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　各小学校区の青少年を守る会が行う事業を推進するため、次の事業を対象に交付金を交付します。

１　地域のパトロール活動、通学路の安全点検等の子どもの安心・安全の確保に関する事業

２　子どもの地域事業参画の促進、地域住民の自主的活動等地域の教育力の向上を図るための事業

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　箕面小校区を除いた13の校区から 　交付金を活用した行事が行われま 　交付金を活用した行事が行われま 　交付金を活用した行事が行われま

交付申請があり、申請があった全校 した。（社会を明るくする運動関連 した。（地域運動会など） した。（地域レクリエーション行事

区に対して交付決定および交付金の 活動、みのおの子どもを育てる大人 など）

交付を行いました。 たちの学習会など）

■実施結果

　交付金を活用し、各小学校区青少年を守る会が子どもの安心・安全の確保、子どもの地域行事へ参画を促進する事業及び地域の教育力の向上を

図る取り組みが行われました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　地域における青少年健全育成のための取り組みを継続させていくため、引き続き各小学校区の青少年を守る会と協働して事業を推進します。
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担 当 部 局 304200 子ども未来創造局 青少年育成室 

事業名  2 青少年健全育成推進事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 06 子どもたちを地域ではぐくむまちづくりをめざします  5 社会教育費

取 組 20 社会体験や地域交流の充実に取り組み、子どもの育ちをはぐくみます  3 青少年対策費

予 算 現 額 2,484,610円 決 算 額 2,343,713円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 140,897円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市子ども条例、箕面市青少年健全育成推進奨励金等交付要綱

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　青少年健全育成に係る諸活動への激励・助成を行います。

　・青少年健全育成諸活動の功労者に対する表彰

　・地域青少年健全育成諸活動への補助金の交付

　・青少年自らの文化・スポーツ活動への激励金の交付

　・児童・生徒の全国大会・近畿大会出場などへの交通費等の半額助成

第１四半期 第２四半期 第３



事や世代間交流事業など、地域における青少年健全育成活動や青少年団体の育成活動を支援します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・春の交通安全運動への協力 ・危険箇所・問題箇所の改善要望書 ・第2回全体研修会を開催 ・第3回、第4回全体研修会を開催

・危険箇所・問題箇所点検活動を実 　を市長へ提出 ・青少年社会環境実態調査を実施 ・箕面止々呂美・森町マラソン大会

　施 ・箕面まつり、秋の全国交通安全運 ・こども会ドッジボール大会、赤い 　への協力

・第1回全体研修会を開催 　動への協力 　羽根共同募金運動への協力 ・青少年健全育成市民大会、春のこ

・社会を明るくする運動統一活動に ・少年を守る日統一活動に参加 　どもフェスティバルに参加

　参加 ・青少年指導員推薦会を開催 ・青少年指導員推薦会を開催

■実施結果

１　通学路や子どもの活動場所を中心とした危険箇所・問題箇所点検活動および簡易補修活動並びに街頭パトロール活動や環境浄化活動を通じ

　て、青少年のための健全な環境づくりを推進しました。

２　少年を守る日統一活動、青少年健全育成市民大会等、青少年健全育成に関する取り組みに参加しました。

３　全国交通安全運動や共同募金運動、箕面まつりの運営への協力等を行いました。

４　こども会行事の支援や、地域における子ども向けイベント等の青少年健全育成事業を、関係団体と協力しながら積極的に展開しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　子どもたちを取り巻く環境の変化や地域のニーズに対応した活動を展開していく必要があります。

担 当 部 局 304200 子ども未来創造局 青少年育成室 

事業名  5 青少年関係団体育成事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 06 子どもたちを地域ではぐくむまちづくりをめざします  5 社会教育費

取 組 20 社会体験や地域交流の充実に取り組み、子どもの育ちをはぐくみます  3 青少年対策費

予 算 現 額 1,032,000円 決 算 額 841,653円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 190,347円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 03 市要綱 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

社会教育法、箕面市子ども活動支援事業実施要綱

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　地域の青少年健全育成団体が安心して活発な活動ができるよう、各団体が加入する社会教育活動主催者賠償責任保険の手続きを行います。

２　青年指導者の充実を図るため、リーダークラブの研修・活動の支援とスカウト団の研修の支援を行います。

３　子どもたちで考えて実施する活動の実現を目指すため、行事のプログラム立案から実施までをサポートする青年指導者を地域団体に派遣しま

　す。

４　自主的に活動する青少年で構成される団体に活動場所を提供する「子ども活動支援拠点」の管理を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・青少年健全育成団体の活動を支援 ・青少年健全育成団体の活動を支援 ・青少年健全育成団体の活動を支援 ・青少年健全育成団体の活動を支援

・賠償責任保険の加入案内を実施 ・こども会行事等への青年指導者派 ・こども会行事等への青年指導者派 ・こども会行事等への青年指導者派

・こども会行事等への青年指導者派 　遣9件 　遣11件 　遣5件

　遣16件 ・活動支援拠点利用者数252人 ・活動支援拠点利用者数202人 ・活動支援拠点利用者数252人

・活動支援拠点利用者数279人 ・賠償責任保険の加入手続き35団体 ・スカウト団会議を開催

・スカウト団会議を開催

■実施結果

１　社会教育活動主催者賠償責任保険の加入手続きを行いました。（加入団体35団体）

２　リーダークラブの研修・活動の支援とスカウト団リーダー研修の支援を行いました。

３　こども会等に対し、イベントのサポートやレクリエーションの指導を行う青年指導者の派遣を実施しました。（派遣41件）

４　「子ども活動支援拠点」の管理・運営を行いました。（利用団体3団体／利用者数985人）

■実施事業の課題の整理（総括）

　指導者の派遣ニーズが高いため、担い手の育成が必要です。特に高校生から大学生相当年齢の青年指導者が必要です。
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担 当 部 局 304200 子ども未来創造局 青少年育成室 

事業名  4 青少年指導員設置事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 06 子どもたちを地域ではぐくむまちづくりをめざします  5 社会教育費

取 組 20 社会体験や地域交流の充実に取り組み、子どもの育ちをはぐくみます  3 青少年対策費

予 算 現 額 4,603,390円 決 算 額 4,487,880円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 115,510円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 02 市規則 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市青少年指導員設置規則

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　通学路や子どもの活動場所を中心とした危険箇所・問題箇所点検活動、街頭パトロール活動、環境浄化活動を通じて、青少年のための健全な

　環境づくりを推進します。

２　登校指導、おあしす運動など、全市的・啓発的な取り組みに参加します。

３　全国交通安全運動や共同募金運動、箕面まつりの運営への協力等を行います。

４　こども会行



成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・青色防犯パトロール講習会を実施 ・青色防犯パトロール講習会を実施 ・少年を守る日統一活動を実施 　特にありません。

・見まもり隊の旗の実証実験を開始 ・社会を明るくする運動統一活動へ

　の協力

・各校区へ事故防止用品を配付

■実施結果

１　各校区における青色防犯パトロールの実施の支援を行いました。

２　見まもり隊の旗の実証実験を開始しました。

２　各校区の青少年指導員に事故防止用品（電柱巻き及び飛び出し注意人形等の注意喚起看板）を配付しました。

３　社会を明るくする運動への協力を行い、少年を守る日統一活動を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

１　地域住民と行政が協働して子どもの安全を推進し、さらに青少年健全育成にかかる地域の教育力の向上を図る必要があります。

２　見まもり隊の旗について、実証実験を通して耐久性の確認を行う必要があります。

担 当 部 局 304200 子ども未来創造局 青少年育成室 

事業名  7 こども会育成推進事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 06 子どもたちを地域ではぐくむまちづくりをめざします  5 社会教育費

取 組 20 社会体験や地域交流の充実に取り組み、子どもの育ちをはぐくみます  3 青少年対策費

予 算 現 額 2,311,000円 決 算 額 2,230,381円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 80,619円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 03 市要綱 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

社会教育法、箕面市こども会活動促進事業交付金交付要綱、箕面市地域づくり貢献表彰要綱

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　日頃の練習の成果のためのドッジボール大会を行います。

２　子どものリーダーを育成するメンバーリーダー講習会（野外実習と室内講習）を行います。

３　こども会活動を支援する大人のために育成者・指導者講習会を行います。

４　こども会活動促進事業交付金を交付します。

５　単位・校区こども会活動が円滑に行えるように箕面市こども会育成協議会（以下「こ育協」という。）と協働して支援します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・こ育協へ36の単位こども会と14 　特にありません。 　箕面市こども会ドッジボール大会 ・メンバーリーダー講習会（室内講

　の校区こども会が加入 の実施（参加705人） 　習）を実施（参加200人）

・メンバーリーダー講習会（野外実

　習）実施（参加106人）

・こども会活動促進事業交付金を交

　付

■実施結果

１　こ育協との共催事業を実施しました。（メンバーリーダー講習会（野外実習と室内講習）、箕面市こども会ドッジボール大会）

２　こ育協主催の「こども会フェスタ」を後援しました。

３　こども会活動促進事業補助金の交付により、地域における子どもの居場所づくりや様々な体験を通じ、児童の健全育成が図られました。

４　単位・校区こども会の支援、情報提供などをこ育協と協働で行いました。（こ育協加入団体・人数：36単位こども会、14校区こども会、こど

　も会会員数1,217人、育成者・指導者数857人）

■実施事業の課題の整理（総括）

　こども会役員の負担を軽減するなどの検討が必要です。
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担 当 部 局 304200 子ども未来創造局 青少年育成室 

事業名  6 子どもの安全推進事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 06 子どもたちを地域ではぐくむまちづくりをめざします  5 社会教育費

取 組 20 社会体験や地域交流の充実に取り組み、子どもの育ちをはぐくみます  3 青少年対策費

予 算 現 額 630,000円 決 算 額 629,586円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 414円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　おあしす運動や少年を守る日の統一活動を通じて、子どもの安全と青少年の健全育成を推進します。

２　地域での日常的な見まもり活動を促進するとともに、自主的な安全対策を促進するため、事故防止用品を配付します。

３　見まもり隊の旗について、試作品による実証実験を行い、耐久性の確認を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（



共催]

　　　市内在住・在学の中学生による弁論大会

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・ブラスフェスティバル実行委員会 ・青少年文化祭実行委員会の開催　 ・青少年弁論大会を実施（出場者16 ・青少年弁論大会の入賞者作品集を

　を開催（１回） 　（2回） 　人、来場者数約130人） 　発行（200部）

・ブラスフェスティバルを開催（出 ・青少年文化祭の開催（舞台18団　 ・来年度のブラスフェスティバルに

　演10団体、約390人、来場者数約 　体、展示17団体、来場者数約　　 　向けた打ち合わせ会を開催

　1,200人） 　2,700人）

・青少年文化祭実行委員会の開催　

■実施結果

　下記事業の実施を通じて、青少年の文化活動の発表や意見表明の場を提供することができました。

１　第21回ブラスフェスティバル（中学吹奏楽部の活動を広く周知するとともに、高校・一般・招待団体の演奏を聴くことにより自己研鑽とな

　りました。）

２　第25回青少年文化祭（高校生のクラブを招待し、中学生以下によい刺激を与え、また運営スタッフも中高生が一部を担いました。）

３　第36回青少年弁論大会（箕面市立箕面文化・交流センター8階大会議室にて開催しました。）

■実施事業の課題の整理（総括）

　青少年文化祭の実行委員会において、引き続き参加団体による主体的な運営形態を図ります。

担 当 部 局 304200 子ども未来創造局 青少年育成室 

事業名 50 青少年吹奏楽団育成事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 06 子どもたちを地域ではぐくむまちづくりをめざします  5 社会教育費

取 組 20 社会体験や地域交流の充実に取り組み、子どもの育ちをはぐくみます  3 青少年対策費

予 算 現 額 6,349,000円 決 算 額 5,824,391円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 524,609円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　青少年吹奏楽団の活動場所を確保します。

２　音楽活動のマネジメント能力を有する箕面市メイプル文化財団と箕面市青少年吹奏楽団育成業務委託契約を締結します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・箕面市メイプル文化財団と箕面市 ・夏の吹奏楽祭の開催 ・秋のコンサートの開催 ・第25回定期演奏会を開催

　青少年吹奏楽団育成業務委託契約 ・大阪府吹奏楽コンクール（金賞） ・第65回全日本吹奏楽コンクール　 ・依頼演奏2件

　を締結 ・関西吹奏楽コンクール（金賞） 　（銀賞） ・吹奏楽団と協議のうえ、支援方法

・依頼演奏4件 ・依頼演奏3件 　を決定しました。

■実施結果

・練習場所の確保など青少年吹奏楽団の活動を支えることで、青少年に音楽活動の場を提供し、府内トップレベルの実力を維持することができま

　した。

・市主催や地域主催の行事において、9件の演奏依頼がありました。

・吹奏楽団と協議のうえ、今後の支援方法を決定しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。
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担 当 部 局 304200 子ども未来創造局 青少年育成室 

事業名  8 青少年文化活動振興事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 06 子どもたちを地域ではぐくむまちづくりをめざします  5 社会教育費

取 組 20 社会体験や地域交流の充実に取り組み、子どもの育ちをはぐくみます  3 青少年対策費

予 算 現 額 2,236,000円 決 算 額 2,139,726円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 96,274円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市子ども条例

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　ブラスフェスティバルの開催[箕面市中学校吹奏楽連盟と共催]

　　　中学校吹奏楽部と高校・一般吹奏楽団とのジョイントコンサート（招待演奏あり）

２　青少年文化祭の開催[箕面市中学校文化部活動連盟と共催]

　　　学校クラブや社会教育団体などで活動する中学生以下の青少年の文化の祭典

３　青少年弁論大会の開催[箕面ライオンズクラブとの



借り上げます。

 (3)　指定管理者の評価制度に基づく評価を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・市有林火災保険へ加入 ・施設利用者数7,412人 ・施設利用者数4,308人（12月は施 ・施設利用者数2,729人（1～2月は

・給水ポンプ場等用地の賃貸借契約 ・指定管理者の評価にかかる合議の 　設閉鎖期間） 　施設閉鎖期間）

　締結 　実施

・施設利用者数7,400人

■実施結果

・指定管理者が事業計画書に基づいて施設の管理運営を行いました。

・施設利用者数：21,849人

■実施事業の課題の整理（総括）

　施設の老朽化対策の検討が必要です。

担 当 部 局 304200 子ども未来創造局 青少年育成室 

事業名 50 野外活動センター補修事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 06 子どもたちを地域ではぐくむまちづくりをめざします  5 社会教育費

取 組 19 子どもの居場所、活動拠点の整備・充実と自由な遊び場づくりを進めます  4 野外活動センター費

予 算 現 額 3,615,000円 決 算 額 3,369,600円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 245,400円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市立青少年教学の森野外活動センター条例、同条例施行規則

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　第一キャンプ場テント木製土台の修繕および高圧受電設備等の修繕を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　特にありません。 　特にありません。 ・第一キャンプ場テント土台の修繕

　を実施

・高圧受電設備の修繕を実施

■実施結果

　計画通りに修繕工事を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　設備等の点検結果に基づいた計画的な修繕が必要となっています。
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担 当 部 局 304200 子ども未来創造局 青少年育成室 

事業名  1 野外活動センター管理運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 06 子どもたちを地域ではぐくむまちづくりをめざします  5 社会教育費

取 組 19 子どもの居場所、活動拠点の整備・充実と自由な遊び場づくりを進めます  4 野外活動センター費

予 算 現 額 39,760,000円 決 算 額 39,669,520円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 90,480円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市立青少年教学の森野外活動センター条例、同条例施行規則

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　指定管理者の業務状況を把握し、必要に応じて指定管理者と協議や調整を行います。

２　青少年教学の森野外活動センターの管理に関わる以下の事務を行います。

 (1)　市有林火災保険に加入します。

 (2)　青少年教学の森野外活動センターへ給水するためのポンプ場等の用地を



く保守点検を ・各種委託契約に基づく保守点検を ・各種委託契約に基づく保守点検を

　を行いました。 　行いました。 　行いました。 　行いました。

・光熱水費等を支払いました。 ・光熱水費等を支払いました。 ・光熱水費等を支払いました。 ・光熱水費等を支払いました。

・駐車場入口の車路管制設備修繕を ・コントラバスの修理を行いまし　 ・非常用電源バッテリーの取替修繕 ・トイレ系統埋没汚水管の修繕を行

　行いました。 　た。 　を行いました。 　いました。

■実施結果

１　利用者が安全かつ快適に利用できるように、施設、設備等の維持管理を行いました。

２　利用件数は5,438件、利用者数は79,363人、稼働率は52.6％でした。

■実施事業の課題の整理（総括）

　施設、設備等の老朽化に伴い、計画的な修繕や更新が必要です。

担 当 部 局 307200 子ども未来創造局 生涯学習・市民活動室 

事業名  2 東生涯学習センター管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  5 社会教育費

取 組 24 市民が自主的な生涯学習活動を活発に行います  5 生涯学習センター費

予 算 現 額 15,591,000円 決 算 額 15,290,691円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 300,309円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市立生涯学習センター条例、同条例施行規則

■位置づけられた市の個別計画

箕面市生涯学習推進基本計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　グループ活動を支援します。

２　施設の利用申請等に関する各種事務手続きを行います。

３　施設の維持管理を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・各種委託契約を締結し、保守点検 ・各種委託契約に基づく保守点検を ・各種委託契約に基づく保守点検を ・各種委託契約に基づく保守点検を

　を行いました。 　行いました。 　行いました。 　行いました。

・光熱水費等を支払いました。 ・光熱水費等を支払いました。 ・光熱水費等を支払いました。 ・光熱水費等を支払いました。

・陶芸窯煙突取替修繕等を行いまし ・2階ガラス割れ修繕等を行いまし ・地下駐車場消火器のガスボンベを

　た。 　た。 　交換しました。

■実施結果

１　利用者が安全かつ快適に利用できるように、施設、設備等の維持管理を行いました。

２　利用件数は5,102件、利用人数は69,218人、稼働率は45.2％でした。

■実施事業の課題の整理（総括）

　施設、設備等の経年劣化に伴い、計画的な修繕や更新が必要です。
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担 当 部 局 307200 子ども未来創造局 生涯学習・市民活動室 

事業名  1 中央生涯学習センター管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  5 社会教育費

取 組 24 市民が自主的な生涯学習活動を活発に行います  5 生涯学習センター費

予 算 現 額 53,540,390円 決 算 額 53,313,669円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 226,721円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市立生涯学習センター条例､同条例施行規則

■位置づけられた市の個別計画

箕面市生涯学習推進基本計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　グループ活動を支援します。

２　施設の利用申請等に関する各種事務手続きを行います。

３　施設の維持管理を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・各種委託契約を締結し、保守点検 ・各種委託契約に基づ



めます。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・生涯学習講座（春の講座）を開催 ・昨年度の講座受講者に対するフォ ・まなび・つどい・ふれあいまつり ・生涯学習講座（冬の講座）を開催

　しました。 　ローアップアンケートを実施しま 　を開催しました。 　しました。

・箕面シニア塾を（公財）箕面市メ 　した。 ・秋の生涯学習講座を開催し、冬講 ・生涯学習講座（春の講座）の準備

　イプル文化財団に委託し、開催し ・生涯学習講座（秋の講座）の受講 　座の受講生募集を行いました。 　を行いました。

　ました。 　者募集を行いました。 ・箕面シニア塾の修了式を行いまし

　た。

■実施結果

１　春・秋・冬の講座を企画・運営しました。（全22講座、受講者数487人）

２　昨年度の講座受講者に対するフォローアップアンケートを実施しました。

３　箕面シニア塾を開催しました。（全10コース、受講者数446人、修了率78.3％）

■実施事業の課題の整理（総括）

　各種講座について、市の健康長寿の方針を踏まえて運営を進める必要があります。

担 当 部 局 307200 子ども未来創造局 生涯学習・市民活動室 

事業名  4 （仮称）西南生涯学習センター管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  5 社会教育費

取 組 24 市民が自主的な生涯学習活動を活発に行います  5 生涯学習センター費

予 算 現 額 6,639,636円 決 算 額 5,852,753円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 786,883円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市立生涯学習センター条例、同条例施行規則

■位置づけられた市の個別計画

箕面市生涯学習推進基本計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　グループ活動の支援を行います。

２　施設の利用申請等に関する各種事務手続きを行います。

３　施設の維持管理を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・各種委託契約を締結しました。 　電話使用料等を支払いました。 　電話使用料等を支払いました。 ・西南生涯学習センターを開館しま

・電話使用料等を支払いました。 　した。

・光熱水費等を支払いました。

■実施結果

１　平成30年2月に開館した西南生涯学習センターの維持管理を行いました。

２　平成30年2月、3月における利用件数は423件、利用人数は6,640人、稼働率は35.1％でした。

■実施事業の課題の整理（総括）

　施設を多様な生涯学習機会を提供する場として活用していく必要があります。
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担 当 部 局 307200 子ども未来創造局 生涯学習・市民活動室 

事業名  3 生涯学習推進事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  5 社会教育費

取 組 25 多様な生涯学習機会を充実します  5 生涯学習センター費

予 算 現 額 16,207,000円 決 算 額 15,772,296円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 434,704円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市立公民館条例、同条例施行規則、箕面市立生涯学習センター条例、同条例施行規則

■位置づけられた市の個別計画

箕面市生涯学習推進基本計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　市民ニーズの高い講座の企画・運営を行います。

２　生涯学習センターが主催する学習センターまつりなどのイベントを実施します。

３　生きがいや知識を学ぶ支援を行うため、箕面シニア塾を委託により実施します。

４　各講座の修了者が引き続き自主活動できるよう、繋がりづくりや情報提供に努



中央生涯学習センター管理事業（臨時）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  5 社会教育費

取 組 27 生涯学習拠点の整備・連携を進めます  5 生涯学習センター費

予 算 現 額 2,018,000円 決 算 額 1,950,480円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 67,520円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市立生涯学習センター条例､同条例施行規則

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　施設の老朽箇所等の補修を行います。

　・自家発電機起動用蓄電池交換工事

２　老朽化した備品等の更新を行います。

　・展示パネル

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　展示パネルを購入しました。 　自家発電機起動用蓄電池交換工事 　特にありません。

を行いました。

■実施結果

１　施設の老朽箇所等の補修を行いました。

　・自家発電機起動用蓄電池交換工事

２　老朽化した備品等の更新を行いました。

　・展示パネル

■実施事業の課題の整理（総括）

　施設、設備等の老朽化に伴い、計画的な修繕や更新が必要です。
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担 当 部 局 307200 子ども未来創造局 生涯学習・市民活動室 

事業名 50 生涯学習センター使用料還付事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  5 社会教育費

取 組 55 内部管理  5 生涯学習センター費

予 算 現 額 25,000円 決 算 額 0円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 25,000円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市立生涯学習センター条例､同条例施行規則

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　前年度収納済みの施設使用料について還付を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　特にありません。 　特にありません。 　特にありません。

■実施結果

　使用料の還付はありませんでした。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 307200 子ども未来創造局 生涯学習・市民活動室 

事業名 51 



階ホール排煙窓開閉装置修繕を 　特にありません。 　特にありません。

した。 　行いました。

・カーテン（第2会議室、美術室）

　を購入しました。

■実施結果

１　施設の老朽箇所等の補修を行いました。

　・排煙窓（ホール）修繕、雑排水槽逆止弁取替修繕

２　老朽化した備品等の更新を行いました。

　・カーテン（第2会議室、美術室）

■実施事業の課題の整理（総括）

　施設、設備等の老朽化に伴い、計画的な修繕や更新が必要です。

担 当 部 局 307200 子ども未来創造局 生涯学習・市民活動室 

事業名 53 （仮称）西南生涯学習センター整備事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  5 社会教育費

取 組 27 生涯学習拠点の整備・連携を進めます  5 生涯学習センター費

予 算 現 額 14,392,364円 決 算 額 14,338,364円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 54,000円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　（仮称）西南生涯学習センターの建設を行います。

２　（仮称）西南生涯学習センターのオープンに向け準備を進めます。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　新施設の機能について整理を行い 　備品等の購入にかかる準備を行い 　備品等の購入にかかる準備を行い ・備品等を購入しました。

ました。 ました。 ました。 ・西南生涯学習センターを開館しま

　した。

■実施結果

　平成30年2月のオープンに向けた準備を進め、西南生涯学習センターを開館しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　新施設の適切な維持管理を行う必要があります。
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担 当 部 局 307200 子ども未来創造局 生涯学習・市民活動室 

事業名 52 東生涯学習センター管理事業（臨時）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  5 社会教育費

取 組 24 市民が自主的な生涯学習活動を活発に行います  5 生涯学習センター費

予 算 現 額 1,110,000円 決 算 額 1,061,964円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 48,036円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市立生涯学習センター条例、同条例施行規則

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　施設の老朽箇所等の補修を行います。

　・排煙窓（ホール）修繕、雑排水槽逆止弁取替修繕

２　老朽化した備品の更新を行います。

　・カーテン（第2会議室、美術室）

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　雑排水槽逆止弁取替修繕を行いま ・2



学習センターの建設工事を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 304301 子ども未来創造局 学校教育室 青少年指導センター

事業名  1 青少年指導センター管理運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 06 子どもたちを地域ではぐくむまちづくりをめざします  5 社会教育費

取 組 20 社会体験や地域交流の充実に取り組み、子どもの育ちをはぐくみます  6 青少年指導センター費

予 算 現 額 3,566,000円 決 算 額 3,402,780円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 163,220円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市立青少年指導センター条例、同条例施行規則

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　青少年の問題行動や諸課題に関し、関係機関・学校等と連携してその把握に努め、必用に応じて指導・助言を行うとともに、相談活動を通じ

　て問題行動や諸課題の適切な対応・早期解決に取り組みます。

２　痴漢・不審者・問題箇所等の情報把握に努め、適宜関係機関・学校等と連携して被害の未然防止を図ります。

３　関係機関及び補導員等の出務に係る駐車代・職員の旅費・青少年指導センター維持管理費・事務諸経費を執行します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・青色防犯パトロールカーによる巡 ・青色防犯パトロールカーによる巡 ・青色防犯パトロールカーによる巡 ・青色防犯パトロールカーによる巡

　回：12回 　回：14回 　回：17回 　回：16回

・こども110番プレート等設置枚　 ・こども110番プレート等設置枚　 ・こども110番プレート等設置枚　 ・こども110番プレート等設置枚　

　数：10枚 　数：103枚 　数：26枚 　数：60枚

　（延べ1,686枚　廃止4枚） 　（延べ1,783枚　廃止6枚） 　（延べ1,802枚　廃止7枚） 　（延べ1,859枚　廃止3枚）

・青少年相談：延べ185回 ・青少年相談：延べ127回 ・青少年相談：延べ159回 ・青少年相談：延べ172回

■実施結果

１　青少年の問題行動や諸課題に関し、関係機関・学校等と連携してその把握に努め、必用に応じて指導・助言を行うとともに、相談活動を通じ

　て問題行動や諸課題の適切な対応・早期解決に取り組みました。

２　痴漢・不審者・問題箇所等の情報把握に努め、適宜関係機関・学校等と連携して被害の未然防止を図りました。

３　関係機関及び補導員等の出務に係る駐車代・職員の旅費・青少年指導センター維持管理費・事務諸経費を執行しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

１　青少年の行動範囲の広がりや問題行動の低年齢化が進んでいることから、各関係機関との連携を一層強化する必要があります。

２　対象年齢が18歳までであることから、小学校・中学校・高校の発達段階における専門的な対応が必要です。

３　特に高校生年代（16～18歳）における相談及び対応を充実させる必要があります。
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担 当 部 局 307200 子ども未来創造局 生涯学習・市民活動室 

事業名 90 （仮称）西南生涯学習センター整備事業（H28繰越明許費）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  5 社会教育費

取 組 27 生涯学習拠点の整備・連携を進めます  5 生涯学習センター費

予 算 現 額 548,415,000円 決 算 額 547,867,820円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 547,180円

市の独自性 05 国府支出金＋市（ルール分）＋市α 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　（仮称）西南生涯学習センターの建設を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　建設工事を行いました。 　建設工事を行いました。 ・建設工事を行いました。 　建設工事を完了しました。

・水道口径別納付金を支払いまし　

　た。

■実施結果

　西南生涯



防止のた

　めの啓発活動等を展開します。

３　研修会を実施し、補導員の資質向上に努めます。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・委嘱式を実施 ・街頭補導活動及び夏季特別街頭補 ・補導（夜間）を実施：6回 ・役員会を実施

・総会を実施 　導（夜間）を実施：14回 ・中学校体育祭の巡視を実施 ・街頭補導活動を実施：6回

・街頭補導活動を実施：6回 ・箕面警察と合同で少年非行・被害 ・警察主催の合同補導へ参加 ・中学校卒業式の巡視を実施

・警察主催の合同補導へ参加 　防止、暴走族追放啓発活動を実施 ・警察主催の歳末特別補導へ参加 ・研修会を実施

■実施結果

１　青少年の健全育成を期するため、関係諸団体（協助員・保護司・青少年指導員）、各市立小中学校・公私立高等学校代表 計32名からなる補

　導員を委嘱し、補導活動を実施しました。

２　具体的な活動として、問題箇所の調査・情報交換・点検活動・改善のための取り組み、夜間を含む年30回程度の街頭補導活動、非行防止のた

　めの啓発活動等を展開しました。

３　研修会を実施し、補導員の資質向上に努めました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　より早期に問題箇所を把握できるよう、各関係機関との連携を強化しながら対応する必要があります。

担 当 部 局 307101 子ども未来創造局 文化国際室 郷土資料館

事業名  1 郷土資料館管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 14 旧街道などの歴史や新しい市民文化を後世に伝えていきます  5 社会教育費

取 組 40 箕面の歴史・文化を学び、子どもたちに伝えていきます  7 郷土資料館費

予 算 現 額 11,095,000円 決 算 額 10,569,946円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 525,054円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市立郷土資料館条例、同条例施行規則

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　来館者が快適にかつ安全に見学ができるように、郷土資料館の管理を行います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２　収蔵している貴重な資料の保管に努めます。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　施設の維持管理を行いました。 　施設の維持管理を行いました。 　施設の維持管理を行いました。 　施設の維持管理を行いました。

■実施結果

　来館者が安全かつ快適に見学できるよう施設の維持管理に努めました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。
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担 当 部 局 304301 子ども未来創造局 学校教育室 青少年指導センター

事業名  2 青少年補導員設置事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 06 子どもたちを地域ではぐくむまちづくりをめざします  5 社会教育費

取 組 20 社会体験や地域交流の充実に取り組み、子どもの育ちをはぐくみます  6 青少年指導センター費

予 算 現 額 1,848,000円 決 算 額 1,846,518円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 1,482円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 02 市規則 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市青少年補導員設置規則

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　青少年の健全育成を期するため、関係諸団体（協助員・保護司・青少年指導員）、各市立小中学校・公私立高等学校代表 計32名からなる補

　導員を委嘱し、補導活動を実施します。

２　具体的な活動として、問題箇所の調査・情報交換・点検活動・改善のための取り組み、夜間を含む年30回程度の街頭補導活動、非行



祝う－祝いの ・企画展「戦時生活資料展」、「北 ・企画展「北摂みのお昔の風景展」 　施設改修のため1月4日から休館し

　衣装と道具－」を開催しました。 　摂みのお昔の風景展」を開催しま 　を引き続き開催しました。 ました。

・体験講座「水引きでつくるハレの 　した。 ・体験講座「秋の箕面でドングリ遊

　日の小物」を開催しました。 ・現地学習会「親子で歩こう！箕面 　び」、「しめ縄づくり」を開催し

　電車道」を開催しました。 　ました。

■実施結果

１　平成29年度の入館者数は12,444人でした。（施設改修のため1月4日から休館）

２　3回の企画展を開催するとともに、体験講座や現地学習会を開催しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　保有する文化財の有効活用を図るとともに、郷土資料館の魅力を高め入館者の増加を図る必要があります。

担 当 部 局 307101 子ども未来創造局 文化国際室 郷土資料館

事業名 50 地方創生拠点整備交付金活用事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 14 旧街道などの歴史や新しい市民文化を後世に伝えていきます  5 社会教育費

取 組 40 箕面の歴史・文化を学び、子どもたちに伝えていきます  7 郷土資料館費

予 算 現 額 13,200,000円 決 算 額 8,948,900円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 4,251,100円

市の独自性 04 国府支出金＋市（ルール分） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　地方創生拠点整備交付金を活用し、観光等で箕面に来られた方の回遊性を高めるための拠点として郷土資料館等を改修整備します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　地方創生拠点整備交付金の交付申 　地方創生拠点整備交付金の交付が ・拠点整備を行うため、郷土資料館

請を行いました。 決定しました。 　及び周辺の改修を行いました。

・郷土資料館の展示を一新するため

　、展示資料作成を委託しました。

■実施結果

１　地方創生拠点整備交付金を活用し、郷土資料館等を改修しました。

２　郷土資料館の展示を一新するため、地方創生拠点整備交付金を活用し、展示用資料を委託により作成しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。
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担 当 部 局 307101 子ども未来創造局 文化国際室 郷土資料館

事業名  2 郷土資料館運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 14 旧街道などの歴史や新しい市民文化を後世に伝えていきます  5 社会教育費

取 組 40 箕面の歴史・文化を学び、子どもたちに伝えていきます  7 郷土資料館費

予 算 現 額 4,729,000円 決 算 額 4,286,019円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 442,981円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市立郷土資料館条例、同条例施行規則

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　市民の郷土学習の場として、企画展示と講座（公開講座・体験講座・現地学習会）を開催します。

２　資料の収集・整理を行います。

３　学校事業の一環としての団体見学の受入れを積極的に行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・企画展「ハレの日を



を行い ・指定管理者による管理運営を行い ・指定管理者による管理運営を行い

　ました。 　ました。 　ました。 　ました。

・文化・交流センターの共益費を支 ・文化・交流センターの共益費を支 ・文化・交流センターの共益費を支 ・文化・交流センターの共益費を支

　払いました。 　払いました。 　払いました。 　払いました。

・指定管理者の評価に係る合議を行

　いました。

■実施結果

１　箕面都市開発株式会社を指定管理者として、文化・交流センターの管理運営を行いました。

２　文化・交流センターの共益費を支払いました。

３　利用件数は10,531件、利用者数は142,891人、稼働率は35.6％でした。

■実施事業の課題の整理（総括）

　施設、設備等の老朽化に伴い、計画的な修繕や更新が必要です。

担 当 部 局 307200 子ども未来創造局 生涯学習・市民活動室 

事業名 50 文化・交流センター管理運営事業（臨時）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  5 社会教育費

取 組 24 市民が自主的な生涯学習活動を活発に行います  8 文化・交流センター費

予 算 現 額 775,440円 決 算 額 775,440円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 0円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市立箕面文化・交流センター条例､同条例施行規則

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　施設の老朽箇所等の補修を行います。

　・サンプラザ1号館地下1階郷土資料館窒素ガス消火設備バッテリー交換

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　特にありません。 ・サンプラザ1号館地下1階郷土資料 　サンプラザ1号館市専用部分の水

　館窒素ガス消火設備バッテリー交 道メーターの取替を行いました。

　換を行いました。

・サンプラザ1号館地下1階市民ギャ

　ラリー及び多目的室の空調機の修

　繕を行いました。

■実施結果

　施設の老朽箇所等の補修を行いました。

　・サンプラザ1号館地下1階郷土資料館窒素ガス消火設備バッテリー交換

　・サンプラザ1号館地下1階市民ギャラリー及び多目的室空調機修繕

　・サンプラザ1号館市専用部分水道メーター取替

※予算流用　需用費719,440円増（中央生涯学習センター管理事業等から流用）

　　　　　　箕面文化・交流センターの空調機等を緊急に修繕する必要があったため

■実施事業の課題の整理（総括）

　施設、設備等の老朽化に伴い、計画的な修繕や更新が必要です。
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担 当 部 局 307200 子ども未来創造局 生涯学習・市民活動室 

事業名  1 文化・交流センター管理運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  5 社会教育費

取 組 24 市民が自主的な生涯学習活動を活発に行います  8 文化・交流センター費

予 算 現 額 68,241,000円 決 算 額 68,239,726円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 1,274円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市立箕面文化・交流センター条例､同条例施行規則

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　箕面都市開発株式会社を指定管理者として、文化・交流センターの管理運営を行います。

２　文化・交流センターの共益費を支払います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・指定管理者による管理運営を行い ・指定管理者による管理運営



に通知しました。 ・ストレスチェックを実施しまし

　た。 　た。

・教職員定期健康診断の実施に向け

　て準備を行いました。

■実施結果

　教職員の各種健康診断、ストレスチェックを実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　事務を適切に執行し、業務を円滑に進めます。

担 当 部 局 304100 子ども未来創造局 学校生活支援課 

事業名  4 全国市長会学校災害賠償補償保険事業（小中学校）
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  6 保健体育費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 保健体育総務費

予 算 現 額 1,011,000円 決 算 額 1,010,839円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 161円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

国家賠償法

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　市に賠償責任がある不慮の事故等の発生に備えて、全国市長会学校災害賠償補償保険に加入します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　全国市長会学校災害賠償補償保険 　箕面市立第四中学校での事故につ 　特にありません。 　特にありません。

に加入しました。 いて、物損部分の修理代金を支払い

ました。

■実施結果

　市に賠償責任がある不慮の事故等の発生に備えて、全国市長会学校災害賠償補償保険に加入しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。
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担 当 部 局 303200 子ども未来創造局 教職員人事室 

事業名  1 教職員健康管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  6 保健体育費

取 組 55 内部管理  1 保健体育総務費

予 算 現 額 2,207,000円 決 算 額 2,206,267円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 733円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

学校教育法第12条、学校保健安全法第15条、感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律第53条の2、労働安全衛生法第66条

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　教職員を対象とした健康診断等に係る事務を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・Ｂ型肝炎抗原抗体血液検査及びＢ 　教職員定期健康診断を実施し、診 ・VDT検診を実施しました。 　円滑に事務を進めました。

　型肝炎ワクチン接種を実施しまし 断結果を本人



者負担金の徴収及び 　特にありません。 　特にありません。

約を締結し、掛金の支払いをしまし 納入をしました。

た。

■実施結果

１　日本スポーツ振興センターとの契約締結及び掛金の支払い事務を円滑に進めることができました。

２　各校ごとの保護者負担金徴収及び納入事務を円滑に進めることができました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 304300 子ども未来創造局 学校教育室 

事業名  8 児童・生徒健康管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  6 保健体育費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 保健体育総務費

予 算 現 額 63,496,000円 決 算 額 62,990,841円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 505,159円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

学校教育法、学校保健安全法、感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　学校医、学校歯科医、学校薬剤師の配置や報酬、諸検査の関係機関への委託など各種事務手続きを行います。

２　学校での検診で使用する器具の整備を行います。

３　空気中の化学物質検査など学校薬剤師による各種検査を実施します。

４　学校における健康診断等に係る必要書類の印刷、配布を行います。

５　学校等の求めに応じて教育・医療支援システム会議を開催します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　学校医、学校歯科医、学校薬剤師 　小・中学校の空気中の化学物質検 　就学時・就園時健康診断を実施し 　次年度の各検診に向けて準備を進

の配置や、各校において定期健康診 査、プールの水質検査等を実施しま ました。 めました。

断が円滑に実施できるよう検診器具 した。

等の準備・点検、結核検診・心臓検

診等の委託事務・調整等を行いまし

た。

■実施結果

　関係機関や各校との連携を図りながら、園児・児童・生徒の各種健康診断を実施し、健康管理を進めることができました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　各種健康診断を円滑に進めるとともに、各種健康診断の分析調査を行い、健康管理や保健指導に活かしていくことが必要です。
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担 当 部 局 304300 子ども未来創造局 学校教育室 

事業名  7 日本スポーツ振興センター災害共済掛金事業（小中学校）
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  6 保健体育費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 保健体育総務費

予 算 現 額 12,042,000円 決 算 額 11,164,465円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 877,535円

市の独自性 02 市単独支出（国府基準どおり） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

独立行政法人日本スポーツ振興センター法

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　日本スポーツ振興センターとの契約を締結します。

２　日本スポーツ振興センターへ掛金の支払い及び保護者負担分の掛金徴収を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　日本スポーツ振興センターとの契 　各校より保護



開催し、今 ・学校保健会総会を開催し、「こど ・学校保健会第1回研修会「ケガや ・学校保健会第2回研修会を開催し

　年度の事業計画・予算・講演会の 　ものからだ　けがと故障　予防と 　病気の際のケーススタディ　救急 　「日本スポーツ振興センター災害

　内容を検討しました。 　セルフケア」の講演会を実施しま 　車を呼ぶべきかどうかの見極め」 　共済給付制度について」の講演会

・学校園保健担当者会を実施しまし 　した。 　を実施しました。 　を実施しました。

　た。 ・学校園保健担当者会を実施しまし ・学校園保健担当者会を実施しまし ・学校園保健担当者会を実施し、学

　た。 　た。 　校保健だよりを発行しました。

■実施結果

　関係機関等と連携し、各研修会や学校園保健担当者会などを通じて、各校園における保健指導の充実に向けて取組を進めました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　各種健康診断の結果や感染症の動向などを把握し、必要な研修を実施することで、保健指導をより充実していく必要があります。

担 当 部 局 304300 子ども未来創造局 学校教育室 

事業名 10 口腔衛生推進事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  6 保健体育費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 保健体育総務費

予 算 現 額 285,000円 決 算 額 284,976円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 24円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　全園児・小学校1年生を対象としたブラッシング巡回指導（学期ごとに年3回実施）を実施します。

２　希望のある保育所、小学校（1年生以外の学年）、中学校対象のブラッシング巡回指導を実施します。

３　よい歯のポスター募集やよい歯の学校園募集等啓発的事業を推進します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・全小学校1年生、全園児を対象に 　全園児を対象にブラッシング指導 　全小学校1年生、全園児を対象に 　全小学校1年生、全園児、3小学校

　ブラッシング指導を実施しまし を実施しました。 ブラッシング指導を実施しました。 の4～6年生を対象にブラッシング指

　た。 導を実施し、1園への3歳児と保護者

・歯っぴい健康フェスタ2017で催 への指導を実施しました。

　し物コーナー業務に従事しまし

　た。

■実施結果

１　小学校14校、幼稚園4園でブラッシング指導を実施し、健康・口腔衛生の推進及び基本的生活習慣獲得に向けての自己管理資質を養うことが

　できました。

２　ブラッシング指導では、位相差顕微鏡より撮影した口腔常在菌を電子黒板で観察するなどの授業が効果的でした。

■実施事業の課題の整理（総括）

　小学校6年生でのむし歯経験歯数の保有本数は、府下市町村では箕面市はトップクラスの少なさですが、低学年になるほど状況が良くない傾向

がみられるので、幼児・児童・生徒及び保護者への指導、啓発が重要です。
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担 当 部 局 304300 子ども未来創造局 学校教育室 

事業名  9 教育振興事業（保健関係）
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  6 保健体育費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 保健体育総務費

予 算 現 額 329,000円 決 算 額 267,036円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 61,964円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　保健主事、養護教諭の研修会を実施します。

２　箕面市学校保健会の事業計画を実施します。

３　箕面市学校保健会だよりの作成・印刷・配布を行います。

４　学校園保健担当者部会を実施し、各校園における健診、健康教育、保健指導の充実をはかります。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・第1回役員・理事会を



書、医療費支払請求書、 ・災害報告書、医療費支払請求書、 ・災害報告書、医療費支払請求書、

　た。 　異動報告書を提出しました。 　異動報告書を提出しました。 　異動報告書を提出しました。

・災害報告書、医療費支払請求書、

　異動報告書を提出しました。

■実施結果

・日本スポーツ振興センターへの平成29年度分契約更新を行いました。

・園児のけが等について、災害共済給付金の請求を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 306200 子ども未来創造局 幼児教育保育室 

事業名 16 園児健康管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  6 保健体育費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 保健体育総務費

予 算 現 額 7,024,000円 決 算 額 7,003,447円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 20,553円

市の独自性 03 市単独支出（国府基準＋市α） 独自性の根拠 03 市要綱 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

学校教育法、学校保健法、結核予防法、箕面市立保育所及び幼稚園災害共済給付金補てん救済金給付要綱

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　園医・園歯科医・園薬剤師を配置します。　

２　検尿、空気中化学物質等の各種検査を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・園医等の委嘱を行うとともに、報 ・園医等に報酬を支払いました。 ・園医等に報酬を支払いました。 ・園医等に報酬を支払いました。

　酬を支払いました。 ・園児健康診断及び各種検査を実施 ・園児健康診断及び各種検査を実施 ・園児健康診断及び各種検査を実施

・園児健康診断及び各種検査を実施 　しました。 　しました。 　しました。

　しました。 ・平成30年度入園予定児の就園時健 ・薬剤師検査試薬料、オージオメー

　診を行いました。 　ター、体重計等測定機器検査料を

　支払いました。

■実施結果

　園医等を配置し、健康診断や各種検査を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。
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担 当 部 局 306200 子ども未来創造局 幼児教育保育室 

事業名 15 日本スポーツ振興センター災害共済等掛金事業（幼稚園）
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  6 保健体育費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 保健体育総務費

予 算 現 額 99,000円 決 算 額 91,609円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 7,391円

市の独自性 02 市単独支出（国府基準どおり） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

独立行政法人日本スポーツ振興センター法

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　日本スポーツ振興センターと契約を締結し、共済掛金支払いと保護者負担分徴収を行います。また、災害報告書の提出事務を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・平成29年度加入手続きを行いまし ・災害報告



局 保健スポーツ室 

事業名 21 青少年スポーツ奨励事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  6 保健体育費

取 組 25 多様な生涯学習機会を充実します  1 保健体育総務費

予 算 現 額 954,000円 決 算 額 920,036円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 33,964円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

スポーツ基本法

■位置づけられた市の個別計画

箕面市スポーツ振興計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　小学4年生から6年生で構成されたチーム（男女）を対象に2日間にわたりジュニアソフトボール大会を開催します。

２　障害を持った児童・生徒を対象にバリアフリー子ども水泳教室を年2期に分けて開催します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・第57回ジュニアソフトボール大会 　第57回ジュニアソフトボール大会 　バリアフリー子ども水泳教室（後 　次年度のジュニアソフトボール大

　の実施に向けて関係団体と調整を は天候不良のため、中止しました。 期分）を開催し、参加者は延91人で 会、バリアフリー子ども水泳教室（

　行いました。 した。 前期分）の実施に向けて関係団体と

・バリアフリー子ども水泳教室（前 日程調整等を行いました。

　期分）を開催し、参加者は延115

　人でした。

■実施結果

１　第57回ジュニアソフトボール大会は天候不良のため、中止しました。

２　障害をもつ小学1年生から中学3年生までを対象にバリアフリー子ども水泳教室を前期・後期に分けて各5日間開催しました。参加者数は延206

　人でした。

■実施事業の課題の整理（総括）

　ジュニアソフトボール大会をより活気のある大会にしていく必要があります。
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担 当 部 局 307400 子ども未来創造局 保健スポーツ室 

事業名 20 保健スポーツ室一般事務経費
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  6 保健体育費

取 組 55 内部管理  1 保健体育総務費

予 算 現 額 111,000円 決 算 額 84,840円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 26,160円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　事務に係る経費（普通旅費、消耗品費、印刷製本費、通信運搬費）を執行します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　事務に係る経費を執行しました。 　事務に係る経費を執行しました。 　事務に係る経費を執行しました。 　事務に係る経費を執行しました。

■実施結果

　事務に係る経費を適切に執行しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 307400 子ども未来創造



します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・市民体育大会にかかる委託契約を 　秋季市民体育大会（軟式野球ほか 　秋季市民体育大会（軟式野球ほか ・市民体育大会終了にかかる事務手

　締結しました。 14種目）の開催準備を行いました。 14種目）を開催しました。 　続きを行いました。

・春季市民体育大会（軟式野球ほか ・次年度の市民体育大会の開催に向

　13種目）を開催しました。 　けて関係団体との調整及び春季市

　民体育大会の開催準備を行いまし

　た。

■実施結果

１　春季市民体育大会（14種目）、秋季市民体育大会（15種目）を開催しました。参加者総数は春5,209人、秋4,793人、計10,002人です。

２　競技別参加者数、軟式野球（春965人、秋790人）、ソフトボール（春315人、秋264人）、バレーボール（春766人、秋803人）、卓球（春

　318人、秋289人）、ソフトテニス（春198人、秋172人）、テニス（春1,016人、秋868人）、バドミントン（春330人、秋160人）、サッカー

　（春180人、秋249人）、バスケットボール（春728人、秋602人）、剣道（春212人、秋263人）、柔道（春なし、秋172人）、ゲートボート

　（春72人、秋61人）、ペタンク（春31人、秋28人）、グランドゴルフ（春41人、秋40人）、ダーツ（春37人、秋32人）でした。

■実施事業の課題の整理（総括）

　より多くの市民に継続して参加いただけるよう、これまで以上に関係団体と連携を図りながら事業に取組む必要があります。

担 当 部 局 307400 子ども未来創造局 保健スポーツ室 

事業名 23 市民スポーツ奨励事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  6 保健体育費

取 組 25 多様な生涯学習機会を充実します  1 保健体育総務費

予 算 現 額 1,802,000円 決 算 額 1,553,548円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 248,452円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

スポーツ基本法

■位置づけられた市の個別計画

箕面市スポーツ振興計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　市民のスポーツ活動を奨励するため、誰もが気軽にスポーツに親しめる「世代間交流スポーツ（ペタンク）大会」及び「第10回箕面森町妙見

　山麓マラソン大会」を開催します。

２　「スポーツと健康」や「子どもの体力向上」など、市民のみなさんが興味や関心を持っておられる事柄について、学識者などの講師を招き、

　スポーツ講習会を開催します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・マラソン大会開催に向けて豊能町 ・マラソン大会開催に向けて豊能町 ・箕面市単独でのマラソン大会の実 ・第10回箕面止々呂美・森町マラソ

　と協議を行いました。 　と協議を行いました。 　施を決定し、実行委員会を開催し 　ンを開催し、908人が参加しまし

・ペタンク大会開催に向けて関係団 ・ペタンク大会開催に向けて実行委 　ました。 　た。

　体と調整を行いました。 　員会を開催しました。 ・ペタンク大会を開催し、174人が ・スポーツ指導者講習会を開催し、

　参加しました。 　43人が参加しました。

■実施結果

１　世代間交流軽スポーツ（ペタンク）大会を第二総合運動場で開催し、参加者数は174人でした。

２　第10回箕面止々呂美・森町マラソンを開催し、908人が参加しました。

３　スポーツ指導者講習会を岩谷産業陸上競技部監督を講師に「スポーツ選手の育成について」というテーマで開催し、参加者は43人でした。

■実施事業の課題の整理（総括）

１　より多くの市民にペタンク大会に参加いただき、世代間交流を進めていく必要があります。

２　より楽しく走ることができるマラソンにしていく必要があります。

３　スポーツ指導者にとってより有益な講習会を開催していく必要があります。
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担 当 部 局 307400 子ども未来創造局 保健スポーツ室 

事業名 22 市民体育大会開催事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  6 保健体育費

取 組 25 多様な生涯学習機会を充実します  1 保健体育総務費

予 算 現 額 2,022,000円 決 算 額 1,998,340円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 23,660円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

スポーツ基本法

■位置づけられた市の個別計画

箕面市スポーツ振興計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　日頃の練習の成果を発表する機会として、市民体育大会を年2回開催します。

２　春季市民体育大会は、軟式野球、ソフトボール、バレーボール、卓球、ソフトテニス、テニス、バドミントン、サッカー、ゲートボール、バ

　スケットボール、ペタンク、グラウンドゴルフ、ダーツ、剣道の14種目で、秋季市民体育大会は、春季市民体育大会の14種目に柔道を加えての

　計15種目を開催



結果（成果） ■実施結果（成果）

　スポーツ推進委員協議会定例会に ・スポーツ推進委員協議会定例会に ・スポーツ推進委員協議会定例会に ・スポーツ推進委員協議会定例会に

おいて地域のスポーツに関する情報 　おいて地域のスポーツに関する情 　おいて地域のスポーツに関する情 　おいて地域のスポーツに関する情

交換を行いました。 　報交換を行いました。 　報交換を行いました。 　報交換を行いました。

・豊能地区スポーツ推進委員研修会 ・スポーツ推進委員と連携してペタ ・スポーツ推進委員の協力を得てマ

　を能勢町Ｂ＆Ｇ海洋センターで開 　ンク大会を開催しました。 　ラソン大会を実施しました。

　催しました。

■実施結果

　スポーツ推進委員の年間活動は次のとおりでした。

　・市事業や地域活動及び関係会議への参加：52件

　・研修や協議会への参加：18件

■実施事業の課題の整理（総括）

　市民のスポーツ活動をより推進するため、スポーツ推進委員のスポーツ指導能力の向上や地域での活動を強化する必要があります。

担 当 部 局 304300 子ども未来創造局 学校教育室 

事業名 53 学校災害補償事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  6 保健体育費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 保健体育総務費

予 算 現 額 11,874,000円 決 算 額 8,684,035円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 3,189,965円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 03 市要綱 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

独立行政法人日本スポーツ振興センター法、箕面市立小学校及び中学校災害共済給付金補てん救済金給付要綱、箕面市立学校歯牙破折見舞金給付

要綱

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　学校管理下における児童・生徒の学校災害に対して、日本スポーツ振興センター災害共済給付金を給付します。

２　日本スポーツ振興センター災害共済給付の対象にならない少額の災害について、要綱の規定により補てん救済金を給付します。

３　学校管理下において歯牙破折した児童・生徒について、要綱の規定により歯牙破折見舞金を給付します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・医療費等の給付事務を実施しまし ・医療費等の給付事務を実施しまし ・医療費等の給付事務を実施しまし ・医療費等の給付事務を実施しまし

　た。（442件） 　た。（331件） 　た。（404件） 　た。（500件）

・補てん救済給付事務を実施しまし ・補てん救済給付事務を実施しまし ・補てん救済給付事務を実施しまし ・補てん救済給付事務を実施しまし

　た。（0件） 　た。（53件） 　た。（0件） 　た。（67件）

・歯牙破折見舞金給付事務を実施し ・歯牙破折見舞金給付事務を実施し ・歯牙破折見舞金給付事務を実施し ・歯牙破折見舞金給付事務を実施し

　ました。（0件） 　ました。（16件） 　ました。（0件） 　ました。（0件）

■実施結果

　学校との協力により、災害共済給付事務、補てん救済給付事務、歯牙破折見舞金給付事務を円滑に進めることができました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　引き続き、学校との協力により、災害共済給付事務、補てん救済給付事務、歯牙破折見舞金給付事務を円滑に進めます。
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担 当 部 局 307400 子ども未来創造局 保健スポーツ室 

事業名 24 地域スポーツ振興事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  6 保健体育費

取 組 25 多様な生涯学習機会を充実します  1 保健体育総務費

予 算 現 額 2,556,000円 決 算 額 2,374,800円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 181,200円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 02 市規則 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

スポーツ基本法、箕面市スポーツ推進委員に関する規則

■位置づけられた市の個別計画

箕面市スポーツ振興計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　スポーツ推進委員により、地域におけるスポーツ活動を推進します。

　・地域におけるスポーツ活動の推進（スポーツの実技指導、地域のスポーツ活動への協力、スポーツへの参加機会の提供）

　・研修会への参加、関係会議の開催

　・市主催事業への協力

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施



成果） ■実施結果（成果）

・災害共済給付金を支払いました。 ・災害共済給付金を支払いました。 ・災害共済給付金を支払いました。 ・災害共済給付金を支払いました。

・補てん救済金を支払いました。 ・補てん救済金を支払いました。

■実施結果

　災害共済給付金及び補てん救済金の支払いを行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 307400 子ども未来創造局 保健スポーツ室 

事業名  1 総合運動場管理運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  6 保健体育費

取 組 25 多様な生涯学習機会を充実します  2 保健体育施設費

予 算 現 額 97,715,000円 決 算 額 97,714,286円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 714円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

スポーツ基本法、箕面市立総合運動場条例

■位置づけられた市の個別計画

箕面市スポーツ振興計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　ミズノグループを指定管理者として、総合運動場（第一総合運動場、第二総合運動場）の管理運営を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　指定管理者による管理運営を行い 　指定管理者による管理運営を行い 　指定管理者による管理運営を行い ・指定管理者による管理運営を行い

ました。 ました。 ました。 　ました。

・指定管理者の評価に係る合議を行

　いました。

■実施結果

　ミズノグループを指定管理者として、総合運動場（第一総合運動場、第二総合運動場）の管理運営を行いました。

　・施設利用件数19,110件（第一総合運動場7,224件、第二総合運動場11,886件）

　・プール利用者数22,767人（第一総合運動場16,673人、第二総合運動場6,094人）

　・トレーニングルーム利用者数45,695人（第一総合運動場35,330人、第二総合運動場10,365人）

■実施事業の課題の整理（総括）

　より安全で利用しやすい施設となるよう、指定管理者が適切な施設の管理・運営を行っていくよう指導していく必要があります。
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担 当 部 局 306200 子ども未来創造局 幼児教育保育室 

事業名 55 幼稚園災害補償事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  6 保健体育費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 保健体育総務費

予 算 現 額 141,000円 決 算 額 36,937円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 104,063円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 03 市要綱 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市立保育所及び幼稚園災害共済給付金補てん救済金給付要綱

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　園管理下の事故等にかかる、日本スポーツ振興センターまたは全国市長会から支払われる災害給付金を園児保護者へ支払います。

２　日本スポーツ振興センターの給付対象外のけが等に対する補てん救済給付金を支払います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（



合運動場のダー ・第二総合運動場の卓球台、サッ　 ・スカイアリーナの体育館床面及び

　修を行いました。 　ツボードの備品の更新を行いまし 　カーゴールの備品の更新を行いま 　トイレの改修を行いました。

・第一市民プールコインロッカー取 　た。 　した。 ・市民野球場のグラウンド整備及び

　り替え等備品の更新を行いまし　 ・スカイアリーナ及び第二総合運動 ・スカイアリーナ・第二総合運動場 　スポーツトラクターの購入等を行

　た。 　場のバスケットボールタイマー等 　のバレーボールとバドミントンの 　いました。

　備品の更新を行いました。 　支柱等備品の更新を行いました。

■実施結果

　「箕面市スポーツ施設マネジメント計画」に基づき、直接プレイに影響する備品や設備等を一斉更新しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　「箕面市スポーツ施設マネジメント計画」に基づいて改修した施設を、快適に利用いただけるよう計画どおりに更新していく必要があります。

担 当 部 局 307400 子ども未来創造局 保健スポーツ室 

事業名 53 温水プール整備検討事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  6 保健体育費

取 組 25 多様な生涯学習機会を充実します  2 保健体育施設費

予 算 現 額 8,481,000円 決 算 額 0円 翌年度繰越額 8,481,000円 不 用 額 0円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　実現可能性調査は、利用ニーズ予測、費用対効果の検証、運営事業者の参入可能性など、多角的な観点から分析を行う必要があり、調査結果報

告書の作成も含めて専門家に委託します。なお、委託先の決定は、一般競争入札（総合評価落札方式）により、価格以外の要素を含め総合的な評

価により行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　特にありません。 　特にありません。 ・温水プール整備検討業務委託の一

　般競争入札（総合評価落札方式）

　を行い、落札者と業務委託契約を

　締結しました。

・業務委託予算を翌年度に繰り越し

　ました。

■実施結果

１　温水プール整備検討業務委託の一般競争入札（総合評価落札方式）を行い、落札者と業務委託契約を締結しました。

２　温水プール整備検討事業において、委託業務の完了が平成30年度となることに伴い、業務委託予算を翌年度に繰り越しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　温水プール整備検討に向けて、市民の意向調査を始めとする調査業務を委託業者とともに進める必要があります。
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担 当 部 局 307400 子ども未来創造局 保健スポーツ室 

事業名 50 総合運動場施設改修事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  6 保健体育費

取 組 25 多様な生涯学習機会を充実します  2 保健体育施設費

予 算 現 額 204,413,000円 決 算 額 197,489,573円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 6,923,427円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

スポーツ基本法、箕面市立総合運動場条例

■位置づけられた市の個別計画

箕面市スポーツ振興計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　利用者が利用しやすい施設の環境を維持するため、「箕面市スポーツ施設マネジメント計画」に基づいて、施設の改修・修繕や用具・備品等の

更新を進めます。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・第一市民プールろ過器等設備の改 ・武道館及び第二総



（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　平成29年度就学援助の申請を受付 ・随時申請者への追加認定（認定　 ・随時申請者への追加認定（認定　 ・随時申請者への追加認定（認定　

し、当初認定に係る事務を行いまし 　者：18名）、認定者への学校給食 　者：31名）、認定者への学校給食 　者：31名）、認定者への学校給食

た。 　費の支給を行いました。 　費の支給を行いました。 　費の支給を行いました。

・受付期間：入学日～6月1日 ・支援教育就学奨励の申請案内及び ・支援教育就学奨励の審査、認定及 ・支援教育就学奨励（学校給食費）

・申請者数：1,419名 　申請受付を行いました。（申請　 　び学校給食費の支給を行いまし　 　の支給を行いました。

・認定者数：1,108名 　者：351名） 　た。（認定者：314名）

■実施結果

１　就学援助

　　認定者：1,188名（世帯の前年所得が生活保護法による需要額の1.0倍以内である等の世帯）

２　支援教育就学奨励

　　認定者：314名（支援学級在籍児童生徒で、世帯の前年所得が生活保護法による需要額の2.5倍以内である世帯）

■実施事業の課題の整理（総括）

１　近隣市の状況・動向の把握に努める必要があります。

２　制度の一層の周知に努める必要があります。

担 当 部 局 304500 子ども未来創造局 学校施設管理室 

事業名 10 学校給食施設管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  6 保健体育費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  3 学校給食費

予 算 現 額 3,074,000円 決 算 額 2,946,672円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 127,328円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

学校給食法第4条、学校給食衛生管理基準

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　学校給食の実施に係る施設管理として、グリストラップ及び排水管の清掃業務を委託します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　給食室グリストラップ清掃及び害 　特にありません。 　特にありません。 　特にありません。

虫駆除委託を行いました。

■実施結果

　学校給食の実施に係る施設管理として、グリストラップ及び排水管の清掃業務を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　今後も給食室の適正な維持管理に努めます。
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担 当 部 局 304100 子ども未来創造局 学校生活支援課 

事業名  5 児童生徒就学援助事業（給食関係）（扶助費）
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  6 保健体育費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  3 学校給食費

予 算 現 額 55,188,000円 決 算 額 50,052,707円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 5,135,293円

市の独自性 05 国府支出金＋市（ルール分）＋市α 独自性の根拠 02 市規則 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

学校教育法第19条、箕面市就学援助規則、箕面市就学援助費給付要綱、箕面市支援教育就学奨励費給付要綱

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　経済的理由により箕面市立小・中学校への就学が困難な児童生徒の世帯に給食費を全額補助します。また、支援学級在籍児童の世帯のうち、一

定の所得要件を満たす世帯に対して、給食費を半額補助します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果



した。

２　学校給食管理システムを保守しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 304600 子ども未来創造局 学校給食室 

事業名 16 小学校給食実施事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  6 保健体育費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  3 学校給食費

予 算 現 額 259,844,188円 決 算 額 259,719,632円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 124,556円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

学校給食法第４条・学校給食衛生管理基準

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　調理業務については、12校で委託します。

　・萱野小学校、豊川南小学校、西小学校、とどろみの森学園、彩都の丘学園、西南小学校、東小学校の7校は委託を継続します。

　・南小学校、豊川北小学校、萱野北小学校、中小学校、萱野東小学校の5校は契約更新します。

２　安全・安心な給食を提供するため、不具合の生じた給食備品等の修繕を行います。

３　学校給食会へ運営費を交付します。

４　アレルギー対応の安全性向上のため現行の対応を見直します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・調理業務について、12校で委託を ・調理業務について、5校で委託を ・備品の修繕や消耗品等の購入を行 ・備品の修繕や消耗品等の購入を行

　継続しました。 　契約更新しました。 　いました。 　いました。

・備品の修繕や消耗品等の購入を行 ・備品の修繕や消耗品等の購入を行

　いました。 　いました。

・学校給食会交付金（前期）を交付 ・学校給食会交付金（後期）を交付

　しました。 　しました。

■実施結果

１　調理業務について、小学校、小中一貫校のうち12校で委託を継続し、5校（南小学校、豊川北小学校、萱野北小学校、中小学校、萱野東小学

　　校）は契約を更新しました。

２　安全・安心な給食を提供するため、給食備品等の修繕を行いました。

３　学校給食会へ運営費として交付金を交付しました。

４　平成30年度4月から実施する新しいアレルギー対応を策定しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

442

平成２９年度事業成果説明書

担 当 部 局 304600 子ども未来創造局 学校給食室 

事業名 15 学校給食室一般事務経費
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  6 保健体育費

取 組 55 内部管理  3 学校給食費

予 算 現 額 296,928円 決 算 額 291,484円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 5,444円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　事務用品の購入及び職員が出張するための経費等を計上します。

２　学校給食管理システムの保守を委託します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・一般事務経費を執行しました。 　一般事務経費を執行しました。 　一般事務経費を執行しました。 　一般事務経費を執行しました。

・学校給食管理システム保守業務委

　託を契約しました。

■実施結果

１　学校給食の推進に必要な物品の購入及び出張費等の執行を行いま



半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・調理業務について、6校で委託を ・備品の修繕や消耗品等の購入を行 ・備品の修繕や消耗品等の購入を行 ・備品の修繕や消耗品等の購入を行

　継続しました。 　いました。 　いました。 　いました。

・備品の修繕や消耗品等の購入を行 ・学校給食会交付金（後期）を交付

　いました。 　しました。

・学校給食会交付金（前期）を交付

　しました。

■実施結果

１　調理業務について、6校で委託を継続し、調理業務委託を更新しました。

２　安全・安心な給食を提供するため、給食備品等の修繕を行いました。

３　箕面産の野菜を取り入れ地産地消を推進しました。（箕面産率　年間平均20.9％）

４　学校給食会へ運営費として交付金を交付しました。

５　平成30年度4月から実施する新しいアレルギー対応を策定しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 304500 子ども未来創造局 学校施設管理室 

事業名 50 学校給食施設改修事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  6 保健体育費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  3 学校給食費

予 算 現 額 15,808,000円 決 算 額 14,951,520円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 856,480円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

学校給食法第4条、学校給食衛生管理基準

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　耐用年数を超えて使用し、性能が低下している空調設備の取替工事を実施します。

２　経年劣化により不調をきたしているボイラーの取替工事を実施します。

３　経年劣化により腐食が生じている床の改修工事を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　萱野北小学校の給食室床改修工事 　豊川南小学校給食室ボイラー及び 　萱野東小学校の給食室空調設備取

を実施しました。 空調設備取替工事を実施しました。 替工事を実施しました。

■実施結果

１　萱野北小学校の給食室床改修工事を実施しました。

２　豊川南小学校給食室ボイラー及び空調設備取替工事を実施しました。

３　萱野東小学校の給食室空調設備取替工事を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　給食室施設の適正な維持管理のため改修工事をする必要があります。
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担 当 部 局 304600 子ども未来創造局 学校給食室 

事業名 17 中学校給食実施事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  6 保健体育費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  3 学校給食費

予 算 現 額 123,485,284円 決 算 額 123,442,622円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 42,662円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

学校給食法第４条・学校給食衛生管理基準

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　調理業務については、6校（第一中学校から第六中学校）で委託を継続します。

２　安全・安心な給食を提供するため、不具合の生じた給食備品等の修繕を行います。

３　箕面産の野菜を取り入れ地産地消を推進します。

４　学校給食会へ運営費を交付します。

５　アレルギー対応の安全性向上のため現行の対応を見直します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四



テムの改修が必要となったため

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 304600 子ども未来創造局 学校給食室 

事業名 55 学校給食設備充実事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  6 保健体育費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  3 学校給食費

予 算 現 額 32,386,000円 決 算 額 32,373,997円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 12,003円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

学校給食法第４条、学校給食衛生管理基準

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　食器などの消耗品を補充します。

２　クラス増などによる不足備品を購入します。

３　経年劣化した給食設備は、修繕か入替かなどを精査した上で確定します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・教室用配膳台7台、リフト用コン ・回転釜4台、立体炊飯器5台、移動 ・備品の修繕を行いました。 ・教室用配膳台3台を購入しまし　

　テナ3台、立体炊飯器1台、移動式 　台7台、昇降式消毒保管機2台、消 　た。

　シンク2台を購入しました。 　毒保管機3台、フライヤー1台、　 ・備品の修繕や消耗品等の購入を行

・備品の修繕を行いました。 　オーブン1台、台秤1台、洗米機１ 　いました。

　台等を購入しました。

・備品の修繕を行いました。

■実施結果

１　備品を購入しました。

　①立体炊飯器、オーブン等…南小　②フライヤー…豊川北小　③立体炊飯器、回転釜…萱野小　④立体炊飯器…豊川南小　

　⑤消毒保管機…西小　⑥回転釜、消毒保管機、洗米機…萱野北小　⑦回転釜、台秤等…萱野東小　

　⑧教室用配膳台、リフト用コンテナ…とどろみ　⑨立体炊飯器、移動式シンク等…彩都　⑩昇降式消毒保管機等…西南小　

　⑪移動台…東小　⑫ハイテクスパテラ…北小　⑬立体炊飯器内釜…四中　⑭教室用配膳台…五中

２　経年劣化した備品の修繕を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。
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担 当 部 局 304600 子ども未来創造局 学校給食室 

事業名 51 学校給食室一般事務経費（臨時）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  6 保健体育費

取 組 55 内部管理  3 学校給食費

予 算 現 額 507,600円 決 算 額 507,600円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 0円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　学校給食管理システムの改修を委託します。（アレルギー関連帳票のカスタマイズ等）

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　特にありません。 　特にありません。 　学校給食管理システムを改修しま

した。

■実施結果

　学校給食管理システムを改修しました。

　

　

　

※予算流用　委託料507,600円増（小学校給食実施事業等から流用）

　　　　　　食物アレルギー対応方針の決定に伴い、給食シス



主な給食材料の産地をホームペー ・主な給食材料の産地をホームペー

　ジに掲載しました。 　ジに掲載しました。 　ジに掲載しました。 　ジに掲載しました。

・大阪府の「まるごと検査」を実施 ・大阪府の「まるごと検査」を実施 ・大阪府の「まるごと検査」を実施 ・大阪府の「まるごと検査」を実施

　しました。 　しました。 　しました。 　しました。

・大阪青山大学で「食材検査」を実 ・大阪青山大学で「一食検査」及び ・機器の保守を実施しました。

　施しました。 　「食材検査」を実施しました。

■実施結果

１　給食に使用する主な食材の産地をホームページに公開しました。

２　消費者庁から貸与された放射性物質測定検査機器を使用し、大阪青山大学で「一食検査」を実施しました。（9月22日、11月17日、12月　　

　　1日、12月12日）

３　消費者庁から貸与された放射性物質測定検査機器の保守委託を実施しました。（2月）

４　放射性物質精密検査の対象食品はありませんでした。

５　学校給食放射性物質検査事業を活用し、月1回「まるごと検査」を実施しました。（年11回実施、すべて測定下限値未満）

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 222300 総務部 市民安全政策室 

事業名 50 災害応急対策事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

11 災害復旧費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 災害応急対策費

取 組 07 地域防災力を高め災害に強いまちづくりを進めます  1 災害応急対策費

予 算 現 額 52,435,000円 決 算 額 44,597,982円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 7,837,018円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

災害対策基本法

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

　地震や風水害などの災害が発生するおそれがある場合、または災害が発生した場合に災害応急対策活動を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　風水害による応急復旧対策活動を 　風水害による応急復旧対策活動を 　特にありません。

行いました。 行いました。

■実施結果

　風水害による応急復旧対策活動を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。
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平成２９年度事業成果説明書

担 当 部 局 304600 子ども未来創造局 学校給食室 

事業名 56 放射性物質測定検査事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  6 保健体育費

取 組 55 内部管理  3 学校給食費

予 算 現 額 405,000円 決 算 額 384,026円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 20,974円

市の独自性 06 国府支出金のみ（市負担なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 平成２９年度事業 】

■事業内容（計画）

１　消費者庁から放射性物質測定検査機器の貸与を受け、大阪青山大学との協定により、同大学で給食の食材検査と一食まるごと検査を実施しま

　す。

２　消費者庁から貸与された放射性物質測定検査機器の保守委託をします。

３　測定結果から、国基準の1/2超の食材について、精密検査の外注を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・主な給食材料の産地をホームペー ・主な給食材料の産地をホームペー ・


